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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　ヒッポス攻こう防ぼう戦せん







　朝日を浴びて、間近をちぎれ雲が流れていく。下に広がるのは緑の平野。

　上空からこんな光景を見れば、だれでも気分爽そう快かいになるだろう。

　普ふ段だんなら、うわ～、きれい、雲って綿わた菓が子しみたい、と思ったはずのファラータだが、いまはそれどころではなかった。

　斜ななめ前方を、大きな鳥に乗った女戦士たちが何体も進んでいく。まるで、雁かりが渡わたっていくようなＶ字型の編へん隊たい。

　ワルキュリアたちだ。

　それぞれ手に長い槍やりを持ち、銀色に映はえる鎧よろいを着き込こんでいるばかりか、顔も面めん頰ぽおでしっかり覆おおっていた。しかし、その背せに豊ゆたかに流れる金きん髪ぱつが、女じよ性せいであることを雄ゆう弁べんに物語っている。


　きっと、凜り々りしいんだろうな、顔だちも。後ろからだけで、あんなにかっこいいんだもの。



　──ファラータは振ふり返って、確かく認にんを得るようにフクロウを見た。

　クロックは、若わかい召しよう喚かん術じゆつ師しの肩かたにしがみついていた。いつものように、びっくりしたような表ひよう情じようでまばたきを返してくるだけ。

「まあ、あれがサザンの空からの主力部隊だしね。見ただけで、敵てきは驚おどろいてしまうだろうな」

　言葉は、鷲獅子グリフオンの支し配はいに集中しているはずのリコルから返ってきた。

　返事を期待していなかったファラータは、思わず聞き返した。

「でも、あれだけの数のワルキュリアを召喚して、言うことを聞かせられるなんて、すごいわね。誰だれが指し揮きをとってるの？　そばに召喚した人はいないみたいだし」

「おそらくサザンで、高位の術師が何人も協力してるんだろう。ぼくなんかだと、一人を召喚して、ちょっと離はなれたところへ行ってもらうのが関の山だけど」

　そのセリフにファラータは、以前タシエルでグリフォンの背に乗った経けい験けんを思い出した。あのときは、リコルが離れて操あやつっていたものの墜つい落らくした──思わずびくっとする。

「ああ、いまはぼくがそばにこうしているから、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　心を読んだわけでもなかろうに、背中にくっついているリコルから安心させるような声が届とどく。

　そう言えば、この若者も術師としての腕うで前まえが随ずい分ぶん上がったものだ。以前、召喚する魔ま物ものを制せい御ぎよしきれなくてびくびくしていたのが、噓うそのように見える。ついつい、遠い目になってしまうファラータだった。




　そう、リコルたち一行は、ヒッポスの街からただちに帰き還かんした。城じよう壁へきで矢を向けてきた男たちのことなど、もっと近ちか寄よって調べてみたかったが、任にん務むがまず偵てい察さつであり、ヒッポスがソラステルに侵しん攻こうされ陥かん落らくしたというまちがいない状じよう況きようを見た以上、急いで帰らねばと思えたからだ。

　リコルたちに情じよう報ほうを伝えられた大だい審しん問もん官かんミロ・ジェラコートは、緊きん急きゆう軍ぐん議ぎに彼らを連れて出席した。

　そこには、音に聞こえたサザンの精せい鋭えい部隊の長たちが出席していた。

　また軍人だけではなく、宰さい相しようリカルドを始め、教きよう皇こう庁ちよう、〈大学院アカデミア〉のそうそうたる顔ぶれも並ならんでいる。リコルにとっては緊きん張ちようする場だったが、召喚術師学部のキーレンがいないことだけはほっとした。

「おのおのがた、これは全面戦争だ。だから、かねてからわしが言ってきたように、南で〈火か炎えん城じよう塞さい〉と睨にらみあっているだけではなく、ソラステルを先に討うっておかねばならんかったのに」

　赤い髭ひげを震ふるわせて声こわ高だかに叫さけんでいるのは、サザンの前南方軍司令官だ。南方軍はいま、南の大国ソラステルと向きあっている。彼はいま、新司令官の着ちやく任にんと交こう替たいで、サザンに戻もどってきたところだった。聖せいエルド教の名のもと、サザンの威い光こう拡かく大だいを旨むねとする教皇庁出身だけに、今回逆ぎやくに攻せめられたのが悔くやしくてたまらない様子だ。

「いや、奇き襲しゆう、挑ちよう発はつかもしれぬが、ここであわてふためき、全力戦に討ってでることこそ、敵の思う壺つぼ。大だい丈じよう夫ぶ、サザンは一つの都市が攻められたからといって、びくともしないわ」

　答えたのは、ここ首都であるサザンの防ぼう衛えいをつかさどる軍の長だ。瘦そう身しんで、針はり金がねのように鋭するどい体つきをしている。こちらは防衛が主な任務だけに、主しゆ張ちようはより慎しん重ちよう確かく実じつな対たい応おうに傾かたむいていた。

　宰相リカルドも、これに近い立場といってよいだろう。

「確たしかに、冷静な対応が必要だ。宣せん戦せんも布ふ告こくされておらぬしな。しかし、かといって、ヒッポスが攻められた以上、手をこまねいているわけにもいかぬ。問題は、まずヒッポスをどう取り戻し、敵の狙ねらいがなにかを早急に知ることだが──」

　宰さい相しようは、リコルが思っていたほど切れ者には見えなかった。小こ柄がらで、見るからに温おん厚こうそうな顔つき──しかし、その凜りんとした声には、他を従したがわせる雰ふん囲い気きもある。

「ルクロス殿どの、貴き公こうはどう思われる？」

　リカルドは、さっきからあまりしゃべらず、渋じゆう面めんを作っている立りつ派ぱなみなりの男に話を振ふった。

　男はおもむろに切り出した。

「わたしも宰相に同意見だ。相手の思おも惑わくにのって、無む思し慮りよに全面戦に突とつ入にゆうするのは、後こう悔かいを残しかねん。まず、ヒッポスの奪だつ還かんが先だろう。ただ、これに南方軍の主力を使うのには問題がある。今回ソラステルは、それを機に〈火炎城塞〉から侵しん攻こうし、南部の諸しよ地ち域いきを抑おさえてしまおうという陽動作戦をとっているのかもしれぬしな」

　もったいぶっただけのように思える意見を述のべたこの男は、軍の総そう司令官ルクロスだ。彼はもちろん、サザン全軍の責せき任にん者しやではあるが、形の上では王の指揮下にあった。その点から、宰相やそれに近い地位の大だい審しん問もん官かんも、ここで意見を交えることはできる。

　また、〝サザン全軍〟と言葉の上ではまとめられても、その構成は多た岐きにわたった。サザンはさまざまな都市国家を吸きゆう収しゆうしてきたので、軍はそれらをただまとめた形のままなのだ。そして、実じつ質しつ上じよう、戦場で最強といわれる神官戦士団だんや召しよう喚かん術じゆつ師したちは、もともと教きよう皇こう庁ちようや〈大学院アカデミア〉に属ぞくしている。

　そのため、教皇庁や〈大学院アカデミア〉の代表者の意見も少なからず影えい響きようがあり、ある一人の意見が、ただちにその場の主流になる感じはなかった。むしろ、ルクロス総司令官は、言葉を選ぶのになかなか苦心している、といった風にも見受けられた。

　前もって、ジェラコートにそうしたことを教わったリコルだが、その複ふく雑ざつな軍の構こう成せいにサザンそのものの長い歴史を見るようだった。

　これは厄やつ介かいなことになりそうだ。

　リコルは思ったよりも時間のかかる軍議に、ちょっぴりうんざりしはじめた。

　ただ、軍議そのものは、紛ふん糾きゆうするとまではいかなかった。ヒッポスが陥かん落らくしたのははっきりしている。問題は、どういった形でヒッポスを取り返すか、そして、その後ソラステルへの対応をどうするのかということだ。

「まず、いままでの情報をまとめてみましょう」

　話が堂どう々どう巡めぐりをはじめたので、ジェラコートが見方を変えようとした。彼は裁さい判ばんをとりしきる大審問官だが、こうした会議での役やく割わりを見ると、どうも諜ちよう報ほう部ぶ門もんの長も兼かねているようだ。

　彼は、リコルらだけでなく、瞬間移動テレポートの魔ま法ほうでヒッポスに往いって帰き還かんした者や、他の空からの偵てい察さつ員いんたちの報ほう告こくを総合した結果、ヒッポスが陥落したのは、ソラステルの地上部隊の急きゆう襲しゆうを受けたことによるもの、と断だんじた。

「して、そのソラステル軍はどこから来たのだ。まさか南方軍の脇わきをすりぬけていったとでも」

　からかうような口調で、サザン防衛軍の長が告げる。

「そんなこと、ありえんわ。われらが南方部隊の目を節ふし穴あなとでもいうのか！」

　赤あか髭ひげがいきりたち、はき捨すてた。

　確かにソラステルの攻こう撃げきは、いま南西方面でサザン軍と向き合っている大部隊によるものとは考えにくい。そちらには、サザン軍の主力が派は遣けんされており、ソラステル側に大きな動きがあればただちに知らされるはずだったからだ。

　なら、敵てきはどこから？

「城じよう壁へきが外から打ち壊こわされていたというのは、内部からの争そう乱らんではない証しよう拠こ。ということは──」

「シス方面か。まさか」

　と、総司令官。

　ここで語られているのは、ヒッポスのま南にそびえる赤せき峰ほう連山を越こえてくる方法だ。しかし、山中には緩かん衝しよう国こくで、長年中立を保たもっているシスの国がある。よもや、そこが軍隊を通すとは考えられない。さらに東はより険けわしい山脈と、その向こうには砂さ漠ばくが広がるだけだ。ソラステルとは無関係だろう。

　まさか、ソラステルがシスも侵しん略りやくした──いや、それならそれで、なんらかの情じよう報ほうがこれまでに伝わっているはず。そうした思いは、総司令官やジェラコートの表ひよう情じようを見れば明らかだった。

「では、どういう経けい路ろをたどって敵が攻せめたにせよ、憶おく測そくは抜ぬきにして、そろそろ奪だつ還かんの方ほう策さくを具体的に練っていただきたい」

　宰さい相しようが告げた。頃ころ合あいと見たのだろう。

　確たしかに、事は急を要する。リコルにも、宰相の意見は的まとを射いたものに思えた。

　再ふたたび軍議が行なわれたが、今度はこれまでよりも詳くわしく戦せん術じゆつ面めんが検けん討とうされていった。

　それから数時間。

　そして──

「サザンより全力を上げて、ヒッポスにいるソラステル軍を討うつべし」という勅ちよく命めいが、王から発せられたのである。

　具体的な作戦はつぎのようなものだ。

　まず、強力な神官魔ま術じゆつ師しや召しよう喚かん術じゆつ師しの協力によって、ワルキュリアの大部隊が召喚され、それで第一波の空くう撃げきをする。これにはまた、情じよう勢せいを把は握あくする任にん務むもあった。

　そして、地上からはドワーフを中心に、サザンの主力部隊が全速でヒッポスに向かう。攻城部隊もいるため速度は鈍にぶりがちだが、〈雲の道〉を使うことで、それでもかなり時間が節約できるだろう。

〈雲の道〉とは、教きよう皇こう庁ちようが緊きん急きゆう移い動どうのさいに用いる方法で、まるで空中の雲に乗っているほど早く目的地に到とう達たつできることから、こう呼よばれていた。儀ぎ式しき魔ま法ほうのテレポートほど瞬しゆん時じではないものの、それほど大おお掛がかりでなく、また、ある程てい度どの人数を移動できるのもありがたい。サザンがこれまで、軍を奇き襲しゆうに近い方法で使えたのも、この〈雲の道〉によることが多かった。

　召喚術師たちは、一部はテレポート、他は空くう挺ていによってヒッポスに近づき、街近くであろうと必要なら怪物モンスターを召喚することも辞さない。場合によっては、こちらの方が空撃や地上攻こう撃げきより早く実行できるが、数に限かぎりがあり、行動が散発になりがちなので、やはりワルキュリアの全面攻撃を待ちつつ、補ほ助じよとして行なうことになった。

　もちろん、南西方面に展てん開かい中のサザン軍を呼び戻もどすことも考えられたが、すべてを向かわせると、いま直面しているソラステル軍がこの機に乗じて侵しん攻こうしてくる事も考えられる。そこで、当面は一部をヒッポスに派は遣けんするだけでいいだろうということになった。

　サザンはヒッポスが落おちたくらいでは、びくともしない。それは正しいかもしれない。だが、ヒッポスは重要だ。そこを押おささえられると、サザンは喉のど元もとに刃やいばをつきつけられたのも同然だからだ。




　そしていまリコルたちは、ワルキュリア部隊の後ろから、ヒッポスへと向かう途と上じようにあった。彼らもまた、敵の攪かく乱らんという役目を担になって──

　もともと、リコルはソラステルに向かおうとしていたのだが、こうなった以上、少しでもジェラコートの役に立ちたかったし、それにあの矢を向けてきた男たちのこともある。

　大だい審しん問もん官かんもそれは認みとめてくれた。というよりも、積極的にリコルたちにも関かかわらせようとしているらしい。


　使えるものは使え、ということか。おやじが知り合いだった以上、逆ぎやくに気心が知れちゃったものなあ。



　リコルは、彼がやはりサザンの諜ちよう報ほう部分を担っている、という確かく信しんをもった。元召喚術師にして、貴き族ぞく。表は裁さい判ばんをつかさどり、裏うらでは諜報部門を操あやつる──いかにも権けん謀ぼう術じゆつ数すうの都サザンらしい役やく職しよくではないか。


　でも、命を救われたのは事実だからなあ。



　ぼんやりと考えていた矢先──

「見えてきたわ」

　緊きん張ちようした声がファラータから伝わってきた。

　遠く平野の向こうに、壁かべで囲まれた街が見える。以前のように、もう煙けむりは立ち上っていなかった。心なしか、ワルキュリア編へん隊たいの速度が上がったようだ。明らかに距きよ離りが開いている。

「なんだか向こうは速くなったみたいよ。ついていかなくていいの」

「一いつ緒しよに攻こう撃げきには加わらないさ。ぼくらは別働隊だから。でも……」

　少し不安そうなリコルの表情に、ファラータは意外な気がした。

「なんだか、心配そうね。こちらは、こっそり降おりちゃえばいいんでしょ？」

「いや、敵てきがどんな風に迎むかえ討うとうとしているのかが、気になる。大がかりな儀ぎ式しき呪じゆ文もんを用意しているとか、強力な弓矢とか火薬兵器を持ってるとか……それだったら、あのワルキュリア部隊でも大変そうだからなあ」

〝そんなことは、サザン軍も考えてるはずさ。後から、地上部隊も追いついてくるはずだし。あんたが心配することじゃなかろうね、ホーホー〟

　頭の中に急に響ひびいてくるフクロウの声に、リコルはそれもそうだと思い直した。

〝それよりも、自分のことに気をつけたほうがいい〟

「そうだな、じゃあ、こっちも速度を上げよう。ぼくらは街の逆側へと回って、そこに降りるんだ」

　リコルは片かた腕うでを上げて、なにか呪文を唱えた。一いつ瞬しゆん、グリフォンが白い輝かがやきに包まれる。それが加速ヘイストの呪文であることは、しばらくするとわかった。

　一行はみるみるワルキュリアを追おい越こして、街へと近づいていったからだ。




　城じよう壁へきは以前見たように、その一角がうち壊こわされているのがわかる。いまは幕まくを張はるなど応おう急きゆうの処しよ置ちがとられて、崩くずれたままではないが、リコルはふと、ソラステルはあまりヒッポスの防ぼう衛えいに熱心でないのでは、と感じた。あの程度の補ほ修しゆうなら、サザンの攻城部隊の反撃にはひとたまりもないだろう。

　リコルは、街のまわりになにか儀式呪文を引き出すようなものが造つくられていないか、注意してみた。儀式呪文は強大な力を引き出す代わりに、それなりの準じゆん備びを必要とする。ストーン・サークルなど、そういった目印があるかと目をこらしたが、周囲には見当たらない。もっとも、街中に作られていてはどうしようもないが。

「ふう、さて、これからだ」

　街から少し離はなれたところに鷲獅子グリフオンは着地した。小さな木立ちのそばで、そこからはヒッポスがよく見える。降りるさいにも気づいたのだが、ヒッポスという街は周囲が開けていて、見通しが実によい。北、東、西には広々と平野が開けていて、唯ゆい一いつ視し界かいをさえぎるのは南にそびえる赤峰連山くらいだ。

「これじゃ、南以外、どこから攻せめてきても丸見えだものなあ。考えてみたら、ここって、サザンよりも、ソラステルの前線基き地ちにぴったりじゃないか」

　ぐるりとまわりを見ているリコルに、呆あきれたかのようにファラータが告げた。

「なにのんびりしたこと言ってるのよ。だから、向こうが落としにきたんでしょ。ほら、ワルキュリア部隊が来るわ」

　昼にはまだまだ時間がある空を背はい景けいに、点のような姿すがたが徐じよ々じよにその大きさを増ましていた。

　ワルキュリアは数十体いる。それぞれが大きな鷲わしに乗り、手には長大な槍やりを構かまえていた。こんな上空から、あの武ぶ器きで突とつ進しんされたなら、地上にいる生き物はひとたまりもないはずだ。

　しかし、数十体くらいで、この街を占せん拠きよしたソラステル軍を落とせるのだろうか？

　いや、リコルは知っていた。

　自らもワルキュリアを召しよう喚かんできるものとして、彼らには通つう常じようの攻こう撃げき以外にも強大な力があるのを。指先からほとばしる聖せいなる魔ま法ほうの光──それは、あるときは敵を殲せん滅めつする攻撃の魔法に、また、場合によっては味方の命を救う治ち癒ゆの魔法ともなりうる。自ら力を持ち、さらに、攻防両面の魔法を使いうる強力な聖の守しゆ護ご存そん在ざい──それこそが、ワルキュリアたちなのだ。

　彼らを前にしては、敵も相当な犠ぎ牲せいを覚かく悟ごしなければならないだろう。相当な──そう、大だい規き模ぼな儀式魔法かなにかで対たい抗こうしなくば。

「あの感じじゃ、いますぐにでも攻撃しそうね。いいのかしら」

「そりゃ、攻城部隊の到とう着ちやくを待ってからの方が効こう率りつがいいだろうな。でも、悠ゆう長ちように待っていたら、敵がさらに防ぼう御ぎよを固めるかもしれない。先せん制せい攻撃をするんだろう」

　リコルの予想はたがわなかった。

　一いつ瞬しゆん上空で停止したワルキュリアたちは、五体ずつが編隊を組み直すと、Ｖの字型となって急きゆう降こう下かに移うつった。目指すは、まず、城じよう壁へきで忙いそがしげにうろついたり、弓矢を構えているオークの軍団だろう。

　一見したところ、こぶとりのオークの体たい軀くでは、急降下してくるサザンの精せい鋭えいたちの敵ではないように思えるが、ソラステルのオーク弓部隊も音に聞こえた存在だ。
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　だが、両者が相見あいまみえる前に、思いもかけないことが起こった。

　いや、予想されたというべきか。

　先頭のワルキュリアに向かって、街の一角から何か赤い塊かたまりが飛んだ。さっき上空から見た感じでは、ヒッポスの市し庁ちよう舎しやのあった方角からだろう。

　塊りはワルキュリアの一団だんに激げき突とつすると、ジュッという激はげしい音を立てた。それに吞のみ込こまれた三体は、たちまち溶とけて蒸じよう発はつしてしまったではないか！

「炎の嵐フアイア・ストームか!!」

〝儀ぎ式しき呪じゆ文もんだ。どこかに儀式を撃うてる区画を作ったんだな〟

　フクロウが心にささやいてくる。

「あれがソラステルの使えるという火薬兵器かしら」

　魔法にうといファラータは勘かん違ちがいしている。

「いや、儀式呪文だ、たぶん」

　リコルにしても、間近で見る攻こう撃げき的な儀式呪文は初めてだったので、少し驚おどろいた。

「まずいな。あれを何度もくらったら、いくら強力なワルキュリアでもあっという間に全ぜん滅めつしてしまう」

「何とかしましょう。わたしたちだって、あの壁かべを越こえれば」

「いや、待って。いま行動を起こすと、目立ってしまう。もう少し混こん乱らんが起きないと。それに……」

「それに、何？」

〝サザンのワルキュリア部隊が、そんなことを予想してないはずがないってことだろ〟

　クロックの言うとおりだった。

　先頭の部隊が甚じん大だいな被ひ害がいを被こうむったとみるや、ちがう一隊が急降下してくる。またもや、それに対して熱い塊りがぶつけられた。一いつ瞬しゆん、目を覆おおいかけたファラータだが、ただの杞き憂ゆうだった。一隊は平然と攻撃をくぐりぬけ、獲え物ものに襲おそいかかる猛もう禽きんのように、たちまち地上近くまで接せつ近きんする。

　よく見ると、彼らの着ている鎧よろいが陽ひに映はえ、異い様ように煌きらめいていた。

〝あの部隊は、伝説の〈竜りゆうの鎧〉を着けてるみたいだな〟

「〈竜の鎧〉？」

〝なまなかなものじゃ、危き害がいを与あたえられない鎧だよ。まるで竜の皮みたいに〟

　確たしかに、そうかもしれなかった。儀式呪文が突とつ破ぱされたとみるや、ワルキュリアたちに向かって、オークの得意とする弓矢が雨あられと注がれるが、一向に効きいていない様子だ。一隊は儀式呪文のおおもとを見つけたのか、それに向かって舞まいおり、城じよう壁へきに隠かくれて見えなくなった。

　そして、それを合図にか、上空で舞っていた他の軍ぐん勢ぜいも一いつ斉せいに舞い降りてくる。

　城壁に位置するオークの兵士からの弓矢がますます激しく射いかけられた。

「そろそろ、ぼくたちも行こう」

「えっ、いま行くと危あぶないんじゃ……」

「いや、あっちに気を取られているから、いまなら大だい丈じよう夫ぶだろう。それにこの魔ま法ほうをかけておけば、気にとめられないはずだ」

　リコルはそう言って、懐ふところから取り出した小さな瓶びんを、一行の頭上に向けて振ふった。なにか甘あまい香かおりのする液えき体たいが振りかかる。

「何これ？」

「聖なる水さ。これで、他の者たちはぼくらをあまり気にかけなくなる。そこにいるとわかっても、大して害のない存在に思うのさ。いま、ぼくらがこのグリフォンに乗って、城壁内に降おり立っても、おや、何か鳥が舞ってたな、と思うくらいだ。よっぽど注意してないとね」

　そう言われても、こっちは心配よ、とファラータは思ったものの、ここはリコルを信しん頼らいすることにした。確かに、なにかの魔法にかけられたような安心感があったからだ。




　街はかなりの惨さん状じようを呈ていしていた。ヒッポスには来たことがなく、これまでは偵てい察さつで上空から眺ながめただけだった。その時にも、一部焼やけ焦こげた家々や、崩くずれ落ちた石いし壁かべなどが視し界かいの端はしに映っていたのを、リコルは覚えている。

　しかし、目の前にそうしたぼろぼろになった家屋や、そして何よりも、戦いに巻まき込こまれて死んだ人々の遺い体たいが転がっているのを見るのは、気が滅め入いる。

　ファラータも、以前タシエルで街中の戦いを見たときほど昂たかぶってはいないものの、それでも心中穏おだやかでないのは明らかだった。

「ひどい、どうしてこんなに普ふ通つうの人たちまで、死ななきゃいけないの」

「しっ、静かに」

　一行は広場に近い路地の陰かげから、広い通りを眺めているところだった。まだ生き残っている者たちは家に引きこもっているのか、辺りは静せい寂じやくが支し配はいしている。

　そこに、通りの片かた方ほうから高い足音が聞こえてきた。
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　路地から眺めると、鎧よろい兜かぶとに身を固めた一団、数十体が、手に手に長なが槍やりのような武ぶ器きを持って急ぎ足に駆かけ抜ぬけていく。

　歯の擦こすれるような言葉と、豚ぶたにも似にた赭あから顔を見るだけで、オークの軍団だとわかった。オークという種族は、ここヒッポスのような南になるほど見かける率は高くなるが、だれもがぴんとくるのは、南の大国ソラステルの主力長槍部隊だろう。

「やっぱり」

　だれに語りかけるともなくリコルが洩もらす。

「きっとワルキュリアとの戦いへの援えん軍ぐんだわ。追いかけましょ」

　リコルやクロックにも異い存ぞんはなかった。

　オークたちの一いち群ぐんは、方角からいえば市庁舎の方からやってきた。たぶん、そこを占せん拠きよしたものたちが、援軍を差し向けたのだろう。

　一いつ瞬しゆん、彼らの隙すきをついて市庁舎に向かおうか、とも思ったリコルだが、まだまだ残っている敵てきは多いだろうし、長槍部隊の後を追うことに決めた。

　少し進むだけで、オークの向かっていた場所がわかった。

　円形の広場だ。広い通りが一本まっすぐに横切っており、その片かた端はしにオーク軍が陣じん取どっている。さっきの長槍部隊の姿すがたも見える。向かい側には、ここまで血路を切り開いてきたワルキュリアの先陣部隊がいて、双そう方ほうはいま対たい峙じしていた。ワルキュリアは、その数、十体くらいだろうか。数ではオークたちの方が優ゆう勢せいだ。

　ワルキュリアは、例の〈竜りゆうの鎧よろい〉を着けた一団だった。その姿は血ち塗まみれであり、鎧の固さを武器に、当たるを幸い、敵をなぎたおしてきたかのようだ。もともとはキリッとした戦いくさ乙おと女めの姿が、血しぶきを浴び、いまは凄せい惨さんなまでのすさまじさに見える。

　そのすさまじさに対して、いまオークの陣取る地点からは、妙みような不気味さが漂ただよっていた。通つう常じようのオーク集団が持つ荒あら々あらしいまでの粗そ暴ぼうさだけではない。

　もっと狡こう猾かつな、待っていたぞ、と言わんばかりの雰ふん囲い気き。

　それは、路地の隅すみからのぞいているリコルの目にもはっきりわかった。

　よく見ると、長なが槍やり部隊のほかに集団がいて、そいつらはなにか黒光りする大きな武器のそばに群むらがっている。リコルは聞かずにはいられなかった。

「あの妙なものは何だ？」

〝さあ、おいらも見たことはないね〟

　フクロウからもいぶかしげな思いが伝わってくる。

「あれが、ソラステルの攻こう城じよう兵器というのじゃない？」

　若わか者ものがもらした言葉を、自分に言われたのかと思ったファラータが答える。

「ああ、そうか、でも、そんなものがここで使えるのかなあ」

　オークたちの陣取る地点のそれは、無ぶ骨こつな塊かたまりだった。黒い台だい座ざから、長い筒つつのようなものが飛び出ている。筒先はワルキュリアに向けられ、いまにもそこから何かが飛び出しそうだ。台座の後ろにはオークが数匹ひき控ひかえ、忙いそがしそうになにやら筒に詰つめている。

　しかし、例えそれが矢のようなものであっても、大した被ひ害がいは及およぼせないのでは、とリコルには思えた。

　ここにいるワルキュリアは、あの〈竜りゆうの鎧よろい〉を着た一行だ。空からの急きゆう襲しゆうでは、オークの弓矢が通じなかったばかりか、儀ぎ式しき呪じゆ文もんすら打ち消してしまった。ここでソラステルの有名な火薬とやらが使えても、飛び道具である以上は傷きずひとつつけられないのではないか？

「聖せいに仇あだなす者たちよ。正せい義ぎの裁さばきを受けよ！」

　先頭に立つワルキュリアが叫さけんだ。長槍を構かまえ、その鎧の鱗りん片ぺんが見た目にもはっきりしている。そして、鳥に乗ったまま、槍を構えて突とつ進しんしようとした。
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　わけのわからない叫びが、オークの指し揮き官から発せられた。その瞬しゆん間かん、筒から何かが発はつ射しやされる。

　弾たまは狙ねらい過あやまたず、ワルキュリアを撃うった。無敵の〈竜の鎧〉を──だが、それは傷を与あたえるものではなく、そこから何か緑の液えき体たいがほとばしっただけだ。

〝何だい、あれは？　攻こう城じよう兵器なのに、あんなものも撃てるのか〟

　クロックの不ふ可か思し議ぎだという思いが伝わってくるなか、緑の液体はワルキュリア騎き兵へい隊たいの中に飛び散った。

「弓矢、撃て」

　おそらく、そう言ったのだろう。すぐその後に、オークの矢が雨あられと注ぐ。

　と、これまで、どんな飛び道具にもびくともしなかったワルキュリアが、その矢にかかった途と端たん、たちまち倒たおれはじめたではないか。

「どうしたんだ、鎧が利きかないぞ！」

〝なんだかわからないけど、あの弾に妙みようなものが仕し掛かけられてんだろうな〟

　フクロウが目をぱちくりする。

　もちろん、ワルキュリアも魔ま法ほうを飛ばして治ち癒ゆをしたりしていたが、明らかにそこには動どう揺ようがうかがえた。

　それを見計らったように「かかれ！」の号令が、待ち受けていたオーク長なが槍やり部隊にくだされる。

　それまで後方で待機していた長槍部隊が、一いつ斉せいに突とつ撃げきをはじめた。

　広場での両軍の激はげしい戦せん闘とう。

　しかし、これまで無敵を誇ほこってきた〈竜りゆうの鎧よろい〉の守りを崩くずされたワルキュリア軍の士気はどうしても落ちている。双そう方ほうの槍の煌きらめきが、まがまがしい血にいろどられながら、しかし、勢いきおいは明らかにオーク側にあった。

「まずいわ、リコル。このままだと、あのワルキュリアさんたち、やられちゃうわよ」

　いまにも飛び出しそうなファラータを、リコルは慌あわてて制せいした。彼もワルキュリア部隊が気になったものの、それよりも、先ほどから不ふ穏おんな動きを見せている後方のオーク指揮官が、さらに脅きよう威いに思えたからだ。

　見れば、装そう置ちのそばではオークたちが忙いそがしく立ち働き、新たに何かを込こめている。内容はわからなかったものの、おそらくワルキュリアたちをより窮きゆう地ちに追い込むものだろう。

「いくぞ、クロック」

　小声で叫さけんだリコルは通りに飛び出すと、両手を大きく広げた。フクロウはわかったといわんばかりに飛び立っていく。ひとり、ファラータだけが虚きよをつかれたように見つめる。




　盟メイ約ヤクニ従シタガイテ、ワレノ許モトニ現アラワレヨ

　花ノ息イ吹ブキ伝エル、小サキ種ノ子ヨ
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　頭の中に渦うずが巻く。そこには、美しい蘭らんの花のイメージがあった。

　リコルはとっさに飛び出したので、召しよう喚かんするものを正せい確かくに選んでいたわけではない。だがそれは、いかにもこの場にぴったりだった。


　いいぞ、そうだ、こいつが出てくれれば。



　投げられた札はまっすぐに、リコルのいた路地から、オークが陣じん取どる区画へと舞まっていく。それが扉とびらに変わり、そこから思いもかけない姿すがたが現あらわれた。

　蘭の花？　いや、ちがう。蘭ではあるが、その根の部分が異い様ように膨ふくらみ、それがまるで風船のように空に浮うかんでいる。花は頭を下にして、垂たれ下がっているのだ。

　そいつはふわふわと、台だい座ざで作業に忙しいオークのそばへと漂ただよっていき──

　突とつ如じよ、爆ばく発はつした。

　激しい閃せん光こうがある。

　作業をしていたオークは直ちよく撃げきを受け、たまらず後ろに跳はねとばされた。

「思っていたより、うまくいった」ほっとしたようなリコルの声。

「何だったの」

「爆烈蘭オーキツド・バルーンさ。この前から研究していて、呼よび出せるかなと心配したんだけど、うまくいった」

　ファラータは納なつ得とくしながらも、もう行動に移うつっていた。

　リコルのセリフが終わらないうちに路地を飛び出し、一直線にオークの台座がある方に向かっている。

　そう、そこには指し揮き官がいて、何事かとあたりを見回していたのだ。敵てきのリーダーはおそらく彼だろう。指揮するものを無力化してしまえば、おそらく敵は浮き足立つはず。

　その狙ねらいは当然だった。フクロウも、そちらに飛んでいく。

「うっ、伏ふく兵へい部隊か！」

　相手も気づいたらしい。一いつ瞬しゆん、リコルは焦あせった。やつが魔法を使うのなら、少し困こまったことになる。飛び出したファラータが何か喰くらえば、大変だ。杖つえ魔法でなく召しよう喚かん術じゆつなら、こちらもなんとか援えん助じよする時間があるだろう……。

　ファラータが大地を蹴けって跳とんだとき、すでに相手は何かを唱えていた。

　ファラータには自信があった。通りといっても、巨きよ大だいな魔物を呼び出せるほど広くはない。それに、呼び出すまでに倒たおせばいいのだ。杖魔法なら……そのときはそのとき、諦あきらめのよいのも彼女の特とく徴ちようだ。

　だが、そのとき起こったことには、彼女も驚おどろいた。

　通りの角には、ちょっと高い位置に壁かべから何かが突つき出していた。

　屋根を伝う雨などが落ちてくる口。そして、その雨落としは異い形ぎようの怪かい物ぶつの頭をかたどっている。

　そいつが首ごとすぽっと抜ぬけ出し、全身を現わしたのである。

　まるでカラスのような頭と不気味な翼つばさを持ち、姿すがた全体は大きな獅し子しか犬に見える。ただ、全身は固い石でできているかのようだ。

「ガーゴイル！　あいつ変身魔ま法ほうを使うのか?!」

　遠くで見ていたリコルには、それは召喚術には見えなかった。何か、石の雨落としがそのまま変身したようでもある。

　ファラータは、そいつがはばたきながらいきなり襲おそってきたので、さすがに慌あわてた。強きよう烈れつなくちばしの攻こう撃げきを受けて、路地にふっとばされる。

　そこへ再さい度どの攻撃──と、その狙ねらいをはずそうと小さな生き物が怪物の頭の辺りをかすめた。

　クロックだ。思わぬ奇き襲しゆうに、ガーゴイルは一度体勢を立て直そうと上じよう昇しようする。

　リコルは駆かけだした。

　このままでは、ファラータがやられてしまう。

　だが、ここでは、強大な怪物は召しよう喚かんできない。もっと小回りの利きくもの──だが、爆烈蘭オーキツド・バルーンはさっき使ってしまった。

　再びガーゴイルが狙いをつけて降こう下かしようとするときに、頭に閃ひらめくものがあった。

　そうだ、あれだ！

　召喚術師の指から、新たな札が飛んだ。

　いままさに倒たおれているファラータの上に、石の怪物が飛来しようとしている。

　その瞬しゆん間かん、地中から何かががさがさと首を出した。

　化け物？　いや、そうではない。それは、強いしなりを持つ竹のような植物だった。

　それは見る間に地中から丈たけを延のばすと、急降下してきたガーゴイルに勢いきおいよくつき刺ささったのである。

「あっ」

　いくら強い竹でも、石の怪物にははじかれるのじゃない、と思わず目を覆おおったファラータだったが、手をどけるとそうではなかった。

　いかなる奇き跡せきか、先のとがった竹先は、見事にガーゴイルを串くし刺ざしにしてしまっていたのである。

　石の怪物は必死に逃のがれようとはばたくが、どうしようもない。やがて、そのはばたきは収まり、もとの石に戻もどったように硬かたくなった。

「よしっ、やったぞ」

　助けに走り寄ったリコルだったが、そのとき通りの向こうから、にわかに大きな声が響ひびいてきた。

　ふと見ると、台だい座ざのそばの敵は件くだんの指揮官を始め、遠とお巻まきに逃にげさろうとしている。広場では、それまで優ゆう位いに戦いを進めていたはずのオークの長なが槍やり部隊も敗走しているのが目についた。

「どうしたんだ、いったい？」

〝向こうから援えん軍ぐんが来たんだよ、どうやら攻こう城じよう部隊が壁かべを破ったらしいな、ホー〟

　広場に飛び出したフクロウが戻ってきて、リコルに告げる。

　確たしかに、散り散りになるオークの部隊の背はい後ごでときの声が上がっているのが、耳に届とどく。

「あれは？」ようやく落ち着いたファラータが、息をついた。

「ああ、ドワーフの攻城部隊だな。やっと追いついて、壁を打ち壊こわしてくれたみたいだ。さあ、合流だ。こうなりゃ、敵は市し庁ちよう舎しやにたてこもらなきゃいけなくなるぞ」

　リコルの頭には、ようやくこれであの盗とう賊ぞくと見まみえられるかもしれない、という思いが膨ふくらんでいた。




　元王宮で、いまは市庁舎となっている平べったい建物の奥おくでは、十人近くの者たちが集まって、鳩きゆう首しゆ会議が開かれていた。

　中央にすわっているのは、いかにも指導者然とした男で、見るからにソラステルの軍人とわかる。男の横には、これはオークだろう──背せが低くこぶとりながら、獰どう猛もうそうな牙きばをつきだした軍人がいた。先ほどからのやりとりを見ていると、明らかにこの男が副官だった。

　部へ屋やにはほかに、人間、オークそれぞれが半分ずつくらいいた。

　ガスパーニュは、自分がどうしてこんなメンバーに加わっているのか、改めて不思議に思った。

「オークって妙みようなやつらだよなあ。一人でいりゃ、のろまで無関心か、傲ごう慢まんなやつばかりなのに、いったん集まると急にきょときょとして、地位が上のやつの顔色ばかりうかがってやがる」

「しっ、声が高いですよ、ガス。ここはおとなしくしておく約束でしょ。それより、ぼくはあの存そん在ざいの方が、ずっと気になりますね」

　エンリケがちらっと横目で流し見る。その先には、部屋の薄うす暗ぐらい片かた隅すみにすわる男の姿があった。

　男？　いや、性せい別べつどころか、人間かどうかすらわからない。黒いマントにすっぽりと身を包み、フードの奥から視し線せんを会議に注いでいることだけはわかる。

　ガスパーニュはフーズリに言われたとおり、このヒッポスに着いてからは、ソラステル側の指し示じを忠ちゆう実じつに実行していた。基き本ほんとなるのは、サザンの盗とう賊ぞくギルドでも行なっていたようなレジスタンス行こう為いだ。ただ、それは暴ぼう動どうを煽あおるような、もっとヒッポス当局に対して直ちよく接せつ刃は向むかうものだった。サザンよりソラステルに近いここでは、さらに差別を受けたり抑よく圧あつされている者も多く、そうした扇せん動どうはたやすかった。騒さわぎを起こしては逃にげ隠かくれしているうちに、突とつ然ぜん、今回の奇き襲しゆうが行なわれ、たちまちソラステル側の占せん拠きよ状じよう態たいになったのである。

　そうした指示は、このフードの男からいろんなやりかたで下されていた。直接顔を見たこともないし、その立場はソラステルでどのようなものかはまったくわからない。ガスパーニュにとって、そいつはこれまでずっと謎なぞの存在だった。

「……で、閣かつ下かは即そく座ざに撤てつ退たいしてしまおうというわけですか」

　赤い目を光らせて、牙きばのあるオークが告げる。明らかに不満な様子だ。

「そうだ、思っていた以上にサザンのやつらの反はん応のうが早かった。もっとも、今回の奇襲はまさに〈奇襲〉であって、どの程てい度ど迅じん速そくにやつらが反はん攻こうしてくるか試ためしてみる、という目もく論ろ見みもゴルムス司令宮殿どのにはあったわけだからな」

　答えているのは、今回の指し揮き官ジョーキンスだ。彼の言っている司令官とは、たぶん〈火か炎えん城じよう塞さい〉にいるやつのことだろうと、ガスパーニュにも推すい測そくはついた。

「しかし、このまま雪崩なだれをうって敗走すれば、敵てきの士気に火をつけることにもなりますぞ。今後、ここの防ぼう備びは固くなりましょうし、まして、わが軍の兵器を置き去りになどすれば、秘ひ密みつが知れわたってしまいます」

「だから、ある程度、交戦をしてだな、引くときにはさっと引く。もちろん、自分たちの兵器はサザンのやつらを巻まき込こんで木こつ端ぱ微み塵じんにせねばならぬが」

「それは、わが部隊をある程度、負け覚かく悟ごで討うち死じにせよ、との意にもとれますが」

　オークにしてはなかなか頭のまわるやつだ、とガスパーニュはちょっと感心した。そうだよ、軍隊なんて、そういうやつらの集まりさ、頑がん張ばれ、副官。

　盗賊が予想したとおり、ジョーキンスはむきになった。

「そうした少々の犠ぎ牲せいは覚悟の上だ。いいか、もともとこの作戦にはいろいろな意味がある。それは賢けん明めいなおまえならわかっているだろうが」

「はっ、確たしかに……ひとつ、〈火炎城塞〉に向き合うサザン軍の注力をそぐこと。ひとつ、シスの国に中立を曲げさせ、ソラステル寄よりにすること。ひとつ、ヒッポスの防ぼう備びを確かめること。ひとつ、サザンの対応を見ること、ひとつ……」

　地位が上の者に誉ほめられると、劣おとったものほどのぼせあがってしまう哀かなしい習性だろうか。急にオークの副官の目が輝かがやき出した。放ほうっておくと、いつまでもしゃべり続けそうだ。

　ガスパーニュはそれを見て、苦々しかった。


　おいおい、頭が回るたって、その程度かい。だけど、この副官もオークだから、実は根っから戦いや略りやく奪だつが好きなんだろうな。その言いい訳わけに、いま言った戦略まがいのことを言えるから、嬉うれしくてしようがないんだ、馬ば鹿かめ。



　オークの反応で、盗とう賊ぞくはより冷静になれた。


　しかも、それを利用して、この指揮官は逃とう亡ぼうする気だな。おれたちもおいてけぼりをくわないようにしないとな。



　そう思ったとき、ジョーキンスが口を開いた。

「そういうことだ。だから、われわれは退たい却きやくと同時にシスの国に戻もどり、あそこが心変わりしないうちに、ソラステル寄りの心しん証しようを固めねばならない。ということで、貴き様さまの部隊は全力で、ここヒッポスを守れ。われらはここで得た情じよう報ほうを手に、シスに戻る」

　ジョーキンスはそう言って、全員を見み渡わたした。その目はガスパーニュらにも注がれる。


　おいおい、やっぱりおいてけぼりか、こいつは弱った。フーズリが言ってくれてた報ほう償しようとやらはどうなるんだ。こんなオークのやつらと、サザンの反はん撃げき部隊の猛もう攻こうにやられちまうのはいやだぜ。



　ガスパーニュがいまにも口を開けようとしたとき、部へ屋やの片かた隅すみから声が響ひびいた。

「ジョーキンス。その盗賊の一味は、おまえと一いつ緒しよに連れて行け。それは、こちらからの命令でもある」

　数少ない言葉ながら、そこには有う無むを言わせぬ調子と、なにやら背せ筋すじをぞくっとさせるような響きがあった。

　ジョーキンスは、むっとしたようだ。

「いや、この連中は──」

　そのとき、伝令が足音高く部屋に入ってきた。

「緊きん急きゆう事じ態たいです。サザンの攻こう城じよう部隊がヒッポスの市内に突とつ入にゆうしました。わが軍も防ぼう戦せんしていますが、なにぶん兵力の差が大きく、打うち破やぶられております。やつらは、そのうちこちらに迫せまってくるものと思われます」

「なに？　そう簡かん単たんに、わがオークの部隊がやられてたまるか。長なが槍やり部隊、騎き兵へい隊を前線に送り込め。おれが指揮をとってもいい」

　副官が立ち上がり、急いで退たい室しつしようとする。

　引きずられるかのように、何人かが立ち上がった。

「ということで、指揮宮殿どの。あなたは上からの命令どおり、退たい却きやくすればよい。だが、おれはここを守るからな」

「わかった、心しておこう」

　ほっとしたように告げるジョーキンス。


　けっ、なんてやつだ、オークの陰かげに隠かくれるのかよ、情なさけねえ。とはいえ、おれだって、こんな状じよう況きようになりゃ逃にげ出したいけどな……。



　で、結局おれたちはどうなるのだろう、と思ったガスパーニュが顔を上げると、ジョーキンスはいくぶん動どう揺ようしていたのか、仕方がない、おまえたちも退却しろ、というような仕草をした。議ぎ論ろんを早々に切り上げたかったのだろう。片かた隅すみにいるフードの男はそれでよい、というようにうなずく。

「よし、ゲルグ、直ちに退却の用意をしろ。当面は副官のシミタールがしのいでくれる」

　オークたちに告げるジョーキンスの言葉には、ありがたみは何も感じられなかった。




　リコルたちの進軍は、思っていたよりも楽だった。

　オークたちは城じよう壁へきが予想よりも早く破られたのが意外だったのか、それとも、サザンの反はん攻こうが予想以上に早かったのがショックだったのか、いずれかだろう。サザン軍はさしたる抵てい抗こうもなく、市庁舎の近くまで進軍できたのだ。

「ふっ、われわれの手にかかりゃ、オークごときは問題外じゃ」

　途と中ちゆう、話しやすそうなドワーフの兵士が、とるにたらずといった口ぶりで、ファラータに語りかけた。

「へえ、そうなの？　ヒッポスの城壁が破られたって聞いたから、オークって予想より強いのかと思ったけど」

「へっ、あんなやつらに大したこともできるわけがなし。よっぽど、ヒッポスの衛えい兵へいどもが油ゆ断だんでもしておったのじゃろう。いいか、オークなんてのは集しゆう団だんにならんと、それも、ちょっと骨ほねのあるやつが一いつ匹ぴきでもおらんと、ただの烏う合ごうの衆しゆうじゃ。その点──」

「ドワーフはすばらしい、でしょ」

　ファラータが合の手を入れる。言おうとしていたことを先んじられても、ドワーフは気にしていなかった。

「そうとも、われらは鋼の将軍スチール・ジエネラルに率ひきいられとるからな。かつて、ドワーフには〈鉄と鋼はがねの王〉という名君がおったが、その頃ころから、われらに地上戦において勝まさるものはおらなんだ」

　確かに、ドワーフ部隊の統とう率そつはとれていた。

　先頭は、彼らのような戦せん斧ぷや鎧よろいに身を包んだ重じゆう装そうの歩兵団がつとめ、脇わきを魔ま法ほうに長たけた僧そう兵へい団だんが固めている。

　そして後ろには、巨きよ大だいなモグラにも似にた生物に乗った土ど竜りゆう戦車団が控ひかえていた。戦車団の一角には、ドワーフの述のべた指し揮き官たる将軍がいすわって、ことあらば号令をかけるのだ。その実行はすみやかで、これが見た目におっとりしているドワーフかと疑うたがいたいくらいてきぱきしたものだった。

　他にも、強力な魔法を使うことで有名な神官戦士団もいるということだ。

　これなら、オークといえども容よう易いには刃は向むかえまい。

　だが、リコルたちの警けい戒かい心しんが薄うすれてきたそのとき、強きよう烈れつな衝しよう撃げきが襲おそった。

　まるで、花火をぶつけられたような感覚。

　一いつ瞬しゆん、目の前が真っ暗になったとき、耳に将軍の叫さけびが聞こえた。

「敵てき砲ほう兵へい隊たいだ。僧兵団、防ぼう御ぎよ魔法を！　歩兵団、防御陣じん形けいをとれ!!　土竜は進撃、市庁舎正面を狙ねらえ」

　リコルは首のえりをつかまれて引っ張られるのを感じた。何──と思ったが、ファラータだとわかったので、誘ゆう導どうされるままとなる。

　ようやく暗転していた視し界かいがはっきりしてきた。

　見れば、ファラータは路地の端はしにいて、そこから様子をうかがっている。

「なんだい、いまのは──」

「しっ、敵てき襲しゆうを受けたのよ。見て」

　のぞくと、サザン軍はもう市し庁ちよう舎しやのすぐそばまで来ていたようだ。少し離はなれたところにその平たい屋根が見える。

　そして、その前で激げき戦せんが展てん開かいされていた。さっき広場で見たものより、ずっと大だい規き模ぼだ。

　どうやら、オーク軍は市庁舎の前にバリケードを張はって、ドワーフ軍を待ち構かまえていたらしい。そこから、直ちよく接せつ砲ほう撃げきしてきたのだろう。それほど近くまで迫せまりながら、気楽に構えていたドワーフもドワーフだ。

　リコルは振ふり返って言った。

「ドワーフの弱点もわかったよ。自分たちを過か大だい評ひよう価かしすぎ──」

「そうね、でも、戦せん闘とうではやっぱり強そうよ」

　ファラータの言うとおりだった。

　当初は、急な襲撃でひるんだドワーフ軍だが、防御の魔法がかかるとただちに戦闘状態に入った。敵側からは予想どおりオークの長なが槍やり部隊が突とつ撃げきしてくるが、それを重じゆう装そう歩ほ兵へいががっちり受け止める。オーク側は砲撃がきかないとみるや、広場でも用いた妙みような弾たまを詰つめ出したようだが、そのとき砲台付近でひと騒そう動どう持ち上がった。

　砲台のそばの地面がむくむくと盛もり上がると、そこから巨きよ大だいなモグラのような生き物に乗ったドワーフが現あらわれ、襲おそいかかったからだ。

　土ど竜りゆう戦車団だ。

　こいつらは地面を掘ほってもぐり、突とつ如じよとして拠きよ点てん近くに現われるため、敵にとっては非ひ常じように守りにくい。いわばドワーフの切り札ともいえる存そん在ざいである。

「いまだわ、援えん軍ぐんに行きましょう」

　とっさにうなずこうとしたリコルだが、そこで考え直した。

「いや、ぼくらは一いつ緒しよに攻こう撃げきするように要よう請せいされたわけじゃない」

「なら、どうするの？」

　怪け訝げんな顔つきのファラータに、リコルは微笑ほほえんだ。

「あの激戦はドワーフにまかせておいたらいいだろう。ぼくらは秘ひ密みつ裏りにことを運ぶんだ」

　そういって、若わか者ものは以前ヒッポスに忍しのび込こんだときのように、袖そでから瓶びんを取り出した。

「市庁舎の脇わきから忍び込むのさ」

　リコルの指先は、建物の横手に開いた扉とびらを示していた。

　なるほど、こんな戦闘の際さいには、わたしたちのような者の行動は気づかれないわねと、首を縦たてに振ふるファラータだった。




　市庁舎の中は、それほどわかりにくくなかった。防ぼう衛えい部隊は外にすべて出で払はらっているらしく、リコルらは警けい備びの衛兵にはまったく出くわさない。

　最初は抜ぬき足あし差し足だった二人も、途と中ちゆうからそれほど神しん経けい質しつにはならなくなった。

　とは言っても、リコルは袖の中に召しよう喚かん札ふだを握にぎりしめていたし、ファラータはいつでも得意の飛とび蹴げりをくらわせられる体勢にはあったが。

「待って、そっちだ」

　宙ちゆうを睨にらんでいるような表ひよう情じようのリコルが、指で差さし示しめした。二人は廊ろう下かが二つにわかれている地点にさしかかっていたのだ。

「見つけたの？」

「ああ、たぶん。クロックが伝えてきた。立りつ派ぱな扉がある前にいるそうだ。なんでも市長室と扉にはあるらしい」

「じゃあ、すぐに行きましょ」

　薄うす暗ぐらい市庁舎の廊下をフクロウは先に飛んで偵てい察さつしていた。リコルらがその指し示じに従したがって進むと、ほどなくそこに到とう着ちやくした。

「何だか不気味だな。こんなに人に出会わないと」

　扉を前に、一いつ瞬しゆん、立ち止まったとき、奥おくから言葉が聞こえた。

「入れ」

　その響ひびきにはどこかしら心を凍こおりつかせるようなものがあった。低く無感情な、この世のものとは思えない響き……。

　リコルはファラータを振ふり返る。その視し線せんには、この中の存そん在ざいは自分たちに気づいているぞ、という意が込められている。ファラータもそれはわかったのだろう。決心したように、首を縦にこくりと振る。

　リコルは扉を思いきり開いた。

　奥には大きな机つくえがひとつあった。おそらく市長の机だろう。まわりはものが散さん乱らんしている。いかにも慌あわてて出て行ったという雰ふん囲い気きだ。

　そして、机の向こうには一人の人物がいた。フードをまぶかにかぶっている。

「おまえが、ここを支し配はいしているソラステルの手先か？」

　どう見ても、ここの市長ではない。それは怪あやしさからわかる。

　フードの陰かげから声が聞こえた。

「まあな……そう思うなら……われはここに残り、すべてを見み届とどけ、最後の勤つとめを果たす……それと……貴き様さまに」

　妙みような言いようだった。リコルは一瞬、躊ちゆう躇ちよした。

「ぼくに?!　ぼくになんだ？」

「貴様に伝えたい。ソラステルに……向かえ……ここには構かまわず」

「何を言っている。おまえはここを不法に占せん拠きよした。そんなやつの……」

　そう言いながらも、リコルには妙に心にひっかかるものがあった。

「リコル、まどわされたら駄だ目めよ。こいつをなんとかしなくちゃ」

　ファラータはもう相手に対する体たい勢せいを整えていた。

　それを察さつ知ちしたのだろう、フードの男は椅い子すから立ち上がった。こちらに歩いてくるのか？

　いや、動きがおかしい。なにか地に足のついていないような……。

　と、思った瞬間、そいつは浮うき上がった。

「わからないのなら、われの力を示そう。われは貴様など気にもかけておらぬ。ただ、ひと言伝えたかったのみ。無む視しするのであれば、われが処しよ分ぶんしてくれよう」

　そいつは、飛んだ。

　黒いローブを翻ひるがえしながら、ほとんど体重がないかのように軽々と机を乗り越こえ、リコルに襲おそいかかってきたのだ。

「よけて！」

　叫さけびと同時に、リコルの肩かたをかすめて影かげが跳はねる。

　ファラータだ。

　こういうこともあろうかと準じゆん備びしていた彼女は、敵てきの攻こう撃げきと同時に跳ね上がったのだ。その美しいつま先は狙ねらい過あやまたず、フードの男の頭を蹴けった。

　フードが飛ぶ。

　そこに現われた姿すがたを見て、二人は驚おどろいた。

　青白い顔、髪かみはばさばさに乱みだれ、頰ほおの皮はほとんど骨ほねにくっついている。

〝ゴーストだ、生きちゃいないぞ〟

　部へ屋やの片かた隅すみにいたフクロウの思考がリコルに伝わる。

　そいつは衝しよう撃げきにいったんたじろいだが、今度は敵をファラータだと見定めると、すばやく宙を飛んで、その体にしがみついた。

　その動きは、とても人間のものとは思えない。

　ファラータも無心教の道主であるくらいだから、身のこなしはすばやいのだが、はるかにそれを上回っていた。

「生意気な小こ娘むすめめ、われの力を見せつけてやる」

　彼女の体を後ろから締しめつけ、ぎりぎりと絞しぼり上げる。その力は、とてもこの世のものとは思えなかった。さすがのファラータも悲鳴を上げそうになる。

　リコルは焦あせった。

　とにかく指先を相手に向け、命じる。

「邪じや霊れいよ、この世から消え去れ」

　指先から電撃が走る。一いつ瞬しゆん、ファラータに当たればどうしようかとも思ったが、運よくそれはゴーストの背せ中なかを打った。

　だが、たじろいだように見えたゴーストだが、ほとんど効きいてはいないようだった。

　しかし、そのわずかな隙すきをついて、ファラータはおそるべき魔まの抱ほう擁ようから抜ぬけ出した。部屋の隅で身み構がまえる。

　ゴーストはリコルの方を向き、両者は対たい峙じした。

「甘あまいな、小こ僧ぞう。おまえたちの持っているような力ではわれは倒たおせぬ。これしきの力では──」

　そのとき、ブザーのような音が響ひびいた。

　ゴーストの顔つきがはっとなる。

　そいつは机つくえの方に一瞬で飛ぶと、二人を見てにっと微笑ほほえみ、そこにあるボタンを押おした。

「何をした！」

　リコルが叫さけぶと同時に、表ではすさまじい音がした。

　同じく、建物全体を揺ゆるがす激はげしい揺れが襲おそいかかってくる。

　たまらず、二人は床ゆかに転がった。

「どうやらオークの指し揮き官もこれまでだったようだな。強がっても、所しよ詮せんはオーク、サザンのドワーフどもには抵てい抗こうできなかったらしい。だから、見事な死にざまを演えん出しゆつしてやったぞ」

　訳わけのわからない二人は、ゴーストがつぶやくさまだけを見ていた。揺れはまだ激しい。なにかつぎつぎと爆ばく発はつしているらしい。

「まあ、最後だから教えてやろう。簡かん単たんだ、われらソラステルの攻こう城じよう兵へい器きを貴様らの手に渡わたすことはできん。ということで、オークもろともがらくたに変わってもらった」

「なんだと！」

「まあ、ついでにドワーフやワルキュリアどもも巻まき込こまれておろうがな。最終自爆フアイナル・ストライクというのは、なかなかすばらしい魔ま術じゆつだな」

　リコルはそれを知っていた。兵器や装そう備びが、まるで爆ばく弾だんのように、自爆する装置となるものだ。おそらく、オークたちには知らされていないのだろう。

　ファラータも意味はわかったようだ。

「そんな……意味もなくみんな殺すなんて、ひどい」

　彼女の顔が、歪ゆがんだ。無心教では、自衛のための体術を習う。だが、それだけではない。戦いとは、それ自体が正々堂々としていなければならない。負けを認みとめるのも戦いなのだ。勝ち目がなくても、自爆するなどとは認められない。それも、知らされずに行なわれるのは、虐ぎやく殺さつ以外のなにものでもないだろう。

　怒いかりを込めた彼女の足が跳とんだ。

　あっ、待って、力が及およばないのに、とあわてて召しよう喚かん札ふだを探すリコルだったが、意外なことが起こった。

　ゴーストがふっとんだのだ。

　頭から壁かべに叩たたきつけられ、ぐったりとなっている。

　その顔はもともと青ざめていたのだが、いまはもう、ほとんどしなびて死者とまったく変わらないといってもよかった。

　意外そうな顔つきの彼女を前に、つぶやくような言葉が聞こえた。

「見事だ。まあ、われらの軍が壊かい滅めつした以上、われもこれがしおどきかもしれぬが。いずれまた会おう。いいか、ソラステルだぞ、小こ僧ぞうたち」

　そう告げると、黒いフードだけがそこに残った。

　顔を見合せる二人に、そのとき、またも揺ゆれが襲おそった。

「逃にげろ、この建物を出るんだ」

　梁はりが崩くずれ落ちる合間に、かろうじて二人は外へと抜ぬけ出した。







　第二章　アグニの娘むすめ







「なにか音がしなかった？」

　普ふ段だんの革かわ鎧よろい姿すがたから、いまはそれを脱ぬいで解かい放ほう感に溢あふれた感じのファラータが告げた。

　決して警けい戒かい心から聞いたのではないと、リコルにもわかった。

　二人は、野宿している。辺りはもう夕ゆう闇やみが覆おおい、テントのそばでは焚たき火があかあかと燃もえていた。

　近くの小川から水を汲くんできて、頭を洗あらったのだろう。髪かみをたばねる仕草に、いつもにはない女らしさを感じて、リコルはファラータも大人おとなになったのだなあと、思っていた。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶさ。あれは、ぼくが呼よび出して、お手伝いしてもらっている妖精フエアリーさんだ」

「お手伝い？　ブラウニーみたいなものなの」

　ファラータは闇に目を凝こらしてみた。すると、くさむらの方から、透とう明めいな翼つばさをもった小さな姿が、滑すべるように飛んでくるのが識しき別べつできた。それはリコルに近ちか寄よってきて、耳元で囁ささやく。リコルはちょっと耳を傾かたむけて、いかにもなにか聞いているという表ひよう情じようを見せた。妖精はそのうち、また飛んでいく。
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「あれはスプライト。この辺りが大丈夫かどうか、見み張はってもらってるのさ。いつも野辺にいるからお手のもんだ」

「あら、クロックは？　それって、あいつの領りよう分ぶんじゃない」

「いつもいつも見張りは嫌いやだって。どっかに行ってるよ。あいつはあいつでなにか目的があるのかもしれない」

　そう言えば、夕方からフクロウの姿を見かけなかった。

「スプライトかあ。ブラウニーなら聞いたことがあるけど」

「ブラウニーは主に家に住み着いてるからね。ほかにもレプラコーンとか、いろいろいるけど」

　妖精フエアリーってどのくらいいるのかしら、わたしにはとても覚えられないな、と思いつつ、ファラータは聞いてみた。

「そんなにいろいろいる妖精を、どうやって見分けるのかしら。リコルも前は、そんなに呼べなかったんでしょ？」

　昔、〈深き森のドルイド〉のいたところで、妖精たちにおもちゃにされかかった記き憶おくが甦よみがえってくる。あの頃ころは、リコルもこんなに呼び出せたどころか、見たものにたまげていたものだ。

「見分けるんじゃない。それぞれに〝真の名〟があるから、それで呼び出すのさ」

「どこでそれだけ覚えたの？　前はそれほどじゃなかったけど」

「おやおや、これだけ一いつ緒しよにいるから、ぼくが遅おそくまで、いろんな本を読んでるのは知ってると思ったけどね」

　リコルが微笑ほほえむのを見て、なにか癪しやくにさわったのでファラータはあえて聞いてみた。

「そりゃ、わたしはすぐに寝ね入いってしまうわよ、疲つかれてるから。でも、朝はあなたみたいに欠伸あくびばかりしてないわよ。それに、本って、一いつ冊さつだけでしょ」

「ああ、これだ。旅に出るとき、おやじから譲ゆずってもらった。読み解とくのはなかなか難むずかしかったけど、いまじゃ、だいぶ慣なれた」

　若わか者ものはがさごそと、革かわ袋ぶくろのなかから、一冊の大きな黒革の書物をとりだした。確たしかに、ファラータもこれまでにそれを何度も目にしている。

「これには、おやじが長い間、研究して集めたさまざまな生き物の〝真の名〟が詰つまっている。簡かん単たんには読み解けないし、読み解いたからといって、すぐに使えるようなものでもない。それに……」

　といって、本を相手に差し出した。ファラータは、そんな大事なもの触さわってもいいの、と思ったが、リコルは気にしていないらしい。本はかなり古びて擦すり切きれていた。どっしりと重い手触りに、なんとなく懐なつかしさを感じながらページをめくった武ぶ闘とう家かは、はっとした。

　書き込みだらけだ。

　どっしりとした書体で、大きな文字──とは言っても、ファラータにはちんぷんかんぷんなのだが──が並ならんでいる余よ白はくに、細かい文字の書き込みがびっしりしてある。

　おそらく、どっしりした文字が父ファルドのもので、細かいのがリコルの手書きだろう。

「こんなにいっぱい書き込んであるなんて、リコル……」

「そう、暇ひまさえあれば、いろんなところで書き写した。いや、盗ぬすみ書きしたものだってある──誰だれも貴き重ちような、召しよう喚かん術じゆつの本など譲ってはくれない」

　そういえばこれまでの旅で、街へ行くとリコルはちょっと雲くも隠がくれすることが多かった。タシエル、ウォーレス、途と中ちゆうのノービス、そして、サザン。そういったところで、いつも研究していたのだろう。

「ふーん、でも、こんなにいろいろ知られてるのね。じゃあ、〝真の名〟を集めていけば、すごい召喚術師になれるじゃない」

　本心からではなく、ちょっとからかってやろうと、リコルを見る。案の定、若者はいきりたった。

「ちがう、なんだかわけのわからない字だから、そう思ってるやつも多い。だから、倒たおした召喚術師の懐ふところにある札を盗ぬすんでいくような術師も多いんだ。でも──」

　ここで、われに返った表ひよう情じよう。

「そんなのは、ほとんど役に立たない。たいてい、元の術師の個こ性せいが付ふ与よされた札や記き述じゆつになってるから。稀まれに、天てん賦ぷの才のある術師なら、それを読み解いたり、自然に呪じゆ文もんが唱えられたりして使えることがあるけど、ほとんどは無理だ」

　ファラータは納なつ得とくしたが、ふとリコルなら、そんなこともできるようになるのかもしれないと思った。この少年は、最初の頃ころのおどおどした唱えぶりに比べれば、いまは召喚した生き物を生き生きと使いこなしている。そのうち、自分にわからない領りよう域いきにまで行ってしまうかもしれない。

「ん？」

　もの思いにふけりかけたファラータは、相手に浮うかんだ表情を見み逃のがさなかった。

「どうかした？」

「来てくれ」

　リコルは静かにつぶやいて、立ち上がると、ちょっと離はなれた木立ちに向かって駆かけ出した。明らかに急を要する事じ態たいだ。

　革かわ鎧よろいをはずしていたファラータだが、とるものもとりあえず続いた。




　木立ちに入ると、急に暗さが増ました。

　ここはヒッポスからかなり西南に位置するジョビア地方。リコルたちは南に赤せき峰ほう連山をのぞみつつ、西に迂う回かいしてこの地に入った。ヒッポス奪だつ還かん後、ジェラコートに言われ、あのゴーストも告げた、ソラステルに向かう、という目的を果たすために。

　消えたベナウスについても気になったが、そちらの情じよう報ほうはまったくつかめなかった。まあ、ベナウスならなんとかやっていくのじゃないか──そこで二人は、とりあえずソラステルに行こうと決けつ断だんしたのだ。

　サザンやヒッポスのある中原から南のソラステルに向かうには、以前から整せい備びされているタピア街道を使うのが普ふ通つうだ。これは南西に伸のびる古代からの商街道であり、多くの隊商がこれまで踏ふみ固めてきた。ソラステルはサザンのま南にあるが、その間には赤峰連山がそびえたっているために、この街道を使って連山を西にまわりこみつつ、首都のソブリニに向かうこととなる。

　リコルたちも途と中ちゆうまではタピア街道に沿そって進んだが、ソラステル領に近いところで、さらに西にわけ入った。そのまま街道を進めば、サザンの南方駐ちゆう留りゆう軍ぐんが、赤峰連山にあるソラステルの拠きよ点てん〈火か炎えん城じよう塞さい〉と睨にらみあっている地ち域いきになる。

　そんなところからソラステル領に入るのは、隊商の許きよ可かでもなければ、もっとも警けい戒かいされることとなろう。もちろん、隊商の護ご衛えいといういつもの手もあるが、あのゴーストがいわくありげなことを告げていた以上、リコルについてなんらかの報告が入っているのかもしれない。ソラステルの検けん問もんにひっかかる恐おそれも強い。

　より安全な方ほう策さくを求めて、それよりも西よりのジョビア地方経けい由ゆにしようと思ったのだ。ここは、よくある二大国にはさまれた緩かん衝しよう地ち帯たいだが、西に密みつ林りんが広がることから、これまでそれほど重じゆう要よう視しはされていなかった。

　ヒッポスを出てから半月余り。いまリコルたちは、この地方の都であるカプリに、翌よく日じつには着こうかとしていたのである。




「リコル、待って。どこへ？」

　おおい茂しげる藪やぶの中、ファラータは足を早めた。普ふ段だんならすぐに追いつくのだが、いまリコルは脇わき目めもふらずに進んでいく。

「しっ……あっ、あそこだ」

　茂みが切れて、少し開けた場所が見えた。そこに人がいる。うずくまって、迫せまりくるものから逃のがれようとしている。まわりを取り囲んでいるのは──鱗うろこのある身体からだ。人のように二本足で立っているが、頭はあきらかに爬は虫ちゆう類るい──リザードマンだ。

「何よ、あんたたち。あたしはここで草を摘つんでただけ。寄よらないで」

　籠かごを手にした若わかい娘むすめだ。逃にげられないと見たか、気き丈じように顔を上げ、鱗のある生き物を睨みつけている。だが、籠を握にぎりしめた手が震ふるえているのが、心の動どう揺ようを物語っていた。

「ウルルル……」

　三体いるリザードマンの、いちばん前のやつが聞き取れない言葉を発した。おそらくリザードマン語なのだろう。何を言っているのかわからないが、縄なわ張ばりを侵おかしたとか、そういったことにちがいない。

　この辺りの密林は西に向かうと湿しつ地ち帯たいになっている。赤峰連山に源みなもとを発するマルンダ河がわの影えい響きようだが、そのじめじめとした地帯は、やがて広大な〈大湿しつ原げん〉と呼ばれる河か口こう部ぶとなって、西の海に流れ込んでいるのだ。

　リザードマンは、こうした湿地帯にもともと棲せい息そくしているので、この辺りはいわばかれらの王国への入り口部分であることもまちがいなかった。

　娘は運悪く、リザードマンの縄張りにまぎれこんでしまったのだろう。

　だが、いまはそうも言っていられない。

「ルンググ……」

　後ろに控ひかえる、頭に冠かん毛もうを飾かぶったやつが何か叫さけんだ。と、同時に、残る二体が娘に襲おそいかかる。害を与あたえるというより、手足をつかんで持ち上げようとしているらしい。誘ゆう拐かいしようとしているのだろうか。娘の籠がひっくり返って、そこから種々の草がこぼれた。

　リコルが合図するまでもなかった。こうした際さいは、常つねにファラータが先に行動する。女武ぶ闘とう家かは、葉むらの陰かげからいきなりとびだすと、リザードマンの一体に蹴けりかかった。

　さすがに急に現あらわれた助すけっ人とに、相手も慌あわてたらしい。抱かかえていた娘を離はなすと、向き直る。

「ナンダ、オマエハ?!」

　言葉はわからないが、口調から明らかにそうとわかる。

「なんだもなにもないでしょ、この娘は、まちがって迷まよい込こんだのよ。少しくらい見み逃のがしてあげなさいっ」

　言葉が通じないというのは不自由なものだ。しかし、これまでの経けい過かから、お互たがい相手に害を与えようとしているくらいは理り解かいできる。娘に襲いかかろうとしていたリザードマン二体は、手ごわい敵てきをこの女武闘家と認みとめて間合いを詰つめようとした。

　リコルはまだ葉陰から見ていたが、それはもう一体のリザードマンが気にかかったからだ。そいつはいま、手に持った杖つえのようなものをかざそうとしていた。


　うっ、こいつ、魔ま法ほうの使い手か！



　悪い予感のあたったリコルは、急いで知ち恵えをめぐらしていた。

　リザードマンであるからには、おそらく水の魔法を使うはず。直ちよく接せつ被ひ害がいを与えるものは少ないけれども、警けい戒かいするにこしたことはない。

　案の定、ファラータが二体のトカゲに向かって跳びかかったとき、魔法の使い手の杖が振ふられた。

　いつもの彼女なら、得意の跳び蹴げりと突つきで、二体とも倒たおせるはずなのだが、その瞬しゆん間かん、相手の体の前に水の壁かべのようなものができたではないか。しかも、その水流は、まるで生きてでもいるかのように動くと、ファラータを激しく打った。

「きゃっ！」

　女武闘家は跳はねとばされ、したたか木に打ちつけられる。

「潮返しタイダルウエイブ、こんなところで」

　リコルはちょっと驚おどろいたが、すぐさま自らも指先を掲かかげて、そこから激はげしい火花を飛ばした。

「正義の裁きジヤステイス──仇あだなす悪しきものども、打たれよ！」

　金色の火花は、まるで聖せいなる槌つちのようにトカゲ魔ま術じゆつ師しを打ち倒した。

「グワギ！」

　跳ね飛んだ相手は、したたかに尻しりもちをつくと、そのまま仰あお向むけとなった。動かない。突とつ然ぜんの攻こう撃げきに失神してしまったようだ。再ふたたびファラータに襲おそいかかろうとしていたリザードマンたちは、これを見てたちすくむ。

　勇ゆう猛もうで鳴る彼らも、魔法の使い手には一目おいているようだ。まして、自分たちの仲間である魔術師が打ち倒されてしまったのであれば。

　リコルはすばやくファラータに近寄った。木にぶつかって、かなりの打撃を負っているようだが、そこは鍛きたえ上げた身体からだだけあって、一時的な衝しよう撃げきを受けただけらしい。

「さあ、おとなしく引き下がれ。そうしないと、おまえたちもこいつみたいになるぞ」

　言葉が通じない不自由さを痛つう感かんしつつ、リコルは大おお仰ぎような仕草で相手に威おどしをかけた。

　まず指を差して去れと合図し、両手を大きく広げ、それからゆっくりとなにか魔法をかけるような動作。

　思ったとおり、相手は怖おじ気けづいたのか、後ずさりする。

　うまくいきかけたかなと思ったそのとき、リザードマンが急に表ひよう情じようを変え、自分の後ろを見たのに気がついた。

「リコル、後ろ！」

　言われなくともわかっていた。

　振ふり返ったリコルの目に、驚おどろくべきものが入ってきた。

　いつのまに密みつ林りんの木々をかきわけたのか、そこには長々とぬめる体の巨きよ大だいな蛇へびが鎌かま首くびをもたげている。その高さはリコルの三倍くらいは優ゆうにあり、しかも頭の後ろについた鞍くらに、人、いや、トカゲ人間が乗っているではないか。

「あれは！」

「水みず蛇へび騎き兵へい隊たいです。危き険けんです、逃にげてください！」

　娘むすめが叫さけんでいた。もちろんだ、こんなやつとは誰だれでも戦いたくない。

　しかし、逃げろといわれても、いまは逃げ場がなかった。

　水蛇は状じよう況きようをたちまち見てとったようだ。いや、水蛇というよりも、その背せに乗っているリザードマンがだろう。

　そいつの身振りとほとんど間をおかず、蛇はするすると鎌首を伸のばして一気に攻撃を仕し掛かけてきた。巨大な顎あごがかっと開く。

　瞬しゆん時じのことなので、リコルになにかを召しよう喚かんするすべはなかった。いま、リザードマンの魔ま法ほう使いに技わざを使ったばかりだ。こいつにまで魔法をかけると、かなり体力を消しよう耗もうしてしまう。

　ファラータはようやく起き直っただけ。後は娘が一人いるだけで、なにができようか。

　リコルは必死に横に跳んだ。

　鎌首は空を切る。だが、このままではやられる。

　そうか、少なくとも、あの背に乗って操あやつっているリザードマンを何とかできれば、水蛇の行動が変わってくれるかもしれない。

　体たい勢せいを立て直した若わか者ものは、きっと水蛇を見すえると、背中のトカゲ男めがけて青白い電でん撃げきの火花を飛ばした。

　たぶん巧うまくいくはず……。

　だが、もんどりうって、蛇の背中から落ちる相手を連想していたリコルは意外な光景に出くわした。鞍に乗っている相手がなにか身振りをすると、激しい電撃の火花が当たったのに、相手は平然としているではないか。

　あいつも魔法を使うのか！

　男は考えを変えたようだ。こうした魔法を使わせておいては、なにをされるかわからない。そこで、その背からすらりと抜ばつ刀とうした。どうやら勝負を早く決めるために、水蛇の攻こう撃げきと自分の攻撃の二に段だん構がまえでくるらしい。

　リコルは希望がついえそうになるのを必死にこらえていた。こんなに疲ひ労ろうしていては、もう魔法は使えない。念には念をいれるようなこんな敵には……。

　そのとき、リコルははっとした。


　疲労？　どうして、こんなに疲つかれているのか。



　そうか、なら、可か能のう性せいはある。

　若わか者ものは集中した。水蛇が襲おそいくる。

　その瞬しゆん間かん、じっと見つめるリコルに、相手のリザードマンが意外だという顔をしたように思えた。

　手にもった剛ごう刀とうが落ちる。そして同時に、水みず蛇へびごとそいつは、どうと地面に倒たおれ伏ふしたのだ。

「ど、どうしたの？」

　思いもかけぬ展てん開かいに、ファラータが呆あきれ顔でいる。味方の出しゆつ現げんに遠とお巻まきに見ていたリザードマン二体は、尻しつ尾ぽをまいて逃にげ出した。

「よく見てごらん、ほら、そこにいるだろ？」

　リコルの指差す方向を見た彼女は、空に舞まう小さな姿すがたを認みとめた。

「ああ、スプライトさんかあ」

「うん、無む意い識しきに召しよう喚かんしたままだったので、彼女のことを忘わすれてた。催眠ヒコプノシスの魔ま法ほうをかけてくれたのはあの娘こさ」

　辺りには、失神している魔法使いと、こちらはすこやかな寝ね息いきを立てているリザードマンと怪かい物ぶつの姿がある。

「行きましょう。襲おそってきたのが、ただの水蛇なので助かったのかもしれません。ときにあいつらは、もっと大きな密林竜ジヤングルサーペントを操あやつっていることもあります。そんなのに出くわすと……」

　一行は、それもそうだとうなずき、とりあえずその場を離はなれた。




「それで、どうしてこんな危険なところに踏ふみ込んできたの？」

「えっ、ええ、どうしても必要な薬草があって……この辺りにしか、生えてないんです」

　街へと進む道すがら、件くだんの娘むすめの顔をのぞきこむようにファラータがきいていた。

　娘は大事そうに籠かごを抱かかえている。そこから、さっき採とった草がはみ出していた。

「でも、あなた一人じゃ、いつ襲われても文もん句くは言えないわよ。これからはもっと気をつけることね」

「ええ、気をつけます」

　娘の態たい度どには、どこか自分を抑おさえているような感じがあった。

「あっ、ぼくたちはこれからカプリの街に行くんだけれど、いい宿とか知らないかなあ」

　リコルは雰ふん囲い気きを変えてみようとした。辺りはもう真っ暗だ。あと少しでカプリの街に着く。

「ああ、それなら〈虹にじの橋〉亭ていがいいです。とても親切ですから……それじゃ、わたしはこの辺で」

　娘は分かれ道で立ち止まった。

「あら、街の人じゃなかったの？」

　ちょっと意外な感じで、ファラータが言う。確たしかに、リコルも勘かん違ちがいしていた。

「ちがうんです、でも、もう近くなので大だい丈じよう夫ぶです。それで、あの……これを、取っておいてください。今日のお礼ですし、きっと役に立ちます」

　娘はそう言うと、なにかをファラータに押おしつけた。見ると、揺ゆらめく炎ほのおのようなものがかたどってあるブローチだ。

「こんなものをもらってもわるいし──」

　言いかける彼女を押し留とどめて、娘はあとずさった。

「いいんです、それは幸運のお守りです。できたら身につけてください。それでは」

　そう告げて、足早に去っていった。

　妙みような表ひよう情じようのまま二人は取り残された。




　カプリの街。本来なら、リコルとファラータはこの街も迂う回かいしようかと考えていた。人目につかずにすむからだ。ただ、夕方、あんなリザードマンに出会った以上、街に泊とまる方が安全なのはまちがいない。

　そう思って着いた途と端たん、街はものものしい雰ふん囲い気きに包まれていた。厳げん重じゆうな警けい戒かい。いろんな検けん査さ──ようやく解かい放ほうしてもらえる。二人は何だろうと思いながら、街中に入った。

　娘むすめに教えてもらった〈虹の橋〉亭は、すぐに目星がついた。こざっぱりした宿だ。野宿で食事をとりそこねていた二人は、とるものもとりあえず夕飯を注文する。

「それにしても、街に入るだけでいろいろきかれるとは思ってもなかったわね」

　ファラータがようやく落ち着いたといわんばかりに、杯さかずきに手を伸のばす。

「ああ、門のそばに衛えい兵へいがあんなにいるなんて。まるで臨りん戦せん態たい勢せいじゃないか」

「お客さん、なんになさいます？」

　割わって入ってきたのは、おかみだろう。小さい宿らしく、彼女が給きゆう仕じも兼かねているらしい。他に客はいない。

　これ幸いと、リコルは注文をしてからきいてみた。

「こんなに警けい備びが厳きびしいのは、なにかあったのかい？」

「あったもなにも大変なんですよ。〈火か炎えん城じよう塞さい〉からソラステルの軍隊が進んできて、この国を占せん領りようしようっていうんですから」

「えっ、カプリは中立だったんじゃないのかい？」

　二人は驚おどろいた。小国とはいえ、ここは通商を基き盤ばんに、サザンともソラステルともつかず離はなれず、うまく立ち回ってきた国だったからだ。無む論ろん、ここを占せん拠きよしても、さして資し源げんがあるわけでなし、西にはやっかいなリザードマンの国があるだけなので、放ほうっておかれたというべきかもしれないが。

「そうなんです。これまでそんなことをすれば、サザンからの助けがあったのですが、今回はうんともすんともいってきてくれないので、領りよう主しゆ様も困こまっておいでだと思います」

　えたりとばかりに、おかみはしゃべりだした。

「そうか、ヒッポスとのどたばたの隙すきに、こうしたところを寝ね返がえらせてしまえ、というわけか」

　ファラータにだけこっそり聞こえるように、リコルは告げた。

　やがて、食事が運ばれてきたので、二人は暇ひまそうなおかみを相手に、もう少し情じよう勢せいを聞きだそうとした。

「……そりゃ、もともとここカプリはソラステル寄よりでしたよ。昔は、ソラステル皇こう帝ていの〝六人の兄弟〟と呼よばれる友好領でもあり、火の神アグニ様への信心では、あの大きな国にも一歩もひけをとらないくらいでしたからね」

「アグニって？　ソラステルの国教なのかい」

「最近はちがいます。先代の皇帝様はそれを戻もどそうとされたのですが……」

「ふーん、よくわからないけど、ということは、ここが今もアグニを熱心に信しん仰こうしてるってことね」

　ファラータがまとめた。

「じゃあ、ソラステル寄りになってしまうのも無理はないと、みんな思ってるのかい？」

「いえいえ、あんなアグニ様への信仰を失った国にいまさら……それに、今回のやりかたは強ごう引いんすぎます。でも、こんな小国では」

　と言いかけたおかみの表情が変わった。その視し線せんを追った二人の目に、宿の扉とびらを大きく開けて入ってきた数人の衛兵の姿すがたが映うつった。

「そこの二人、所持品をもう一度改めさせてもらおう」

　後ろに控ひかえたえらそうな髭ひげ面づらが吠ほえる。

　男は「女の方だ」と、傍かたわらの衛兵に念を押おした。

　リコルはむっとしたものの、ここで騒さわぎを起こすわけにもいかず、仕方なく従したがった。

「やっぱり、ありました。門の検問のさい、よくあるブローチかなにかだと思い、気にしなかったのですが──」

　衛兵が申もうし訳わけなさそうにしている。そいつはファラータの小物入れから、あの炎ほのおをかたどったブローチを見つけだしたのだ。

「触さわらないで。返してよ」

　強引な所持品改めに、むっとしたファラータがそれを取り戻した。

「女、そのブローチをどうした？」

「失礼ね、ある人からもらったのよ」

「そのある人はどうした？」

「知らないわ、どこかに帰っていっちゃったわよ。それより、この尋じん問もんは何？　ちゃんと説明してちょうだい」

　腰こしに手を当てて憤ふん然ぜんとするファラータを見て、衛兵隊長の顔が赤くなった。

　いかん、と思ったリコルが割わって入る。

「いま大変な事じ態たいだとは、ここで聞きました。しかし、われわれは遠くからの旅人で何も知らないのです。もし教えていただければ……」

　この言葉は理にかなっていた。

「む……まあ、説明してもよいが、それはここではできん。おまえたちにも、もっと聞きたいこともあるしな。それでは、ちょっと領主殿どののお屋や敷しきにでも来てもらおう」

　やはり、これは領主とかかわっているのか──リコルはいったいなんだろうと思いながらも、ファラータとともに領主の館やかたに向かうことにした。




　街なみは、どこにでもある城じよう壁へきに囲まれた小都市という感じだった。ただ、ぴんと張はり詰つめた雰ふん囲い気きは随ずい所しよに感じられる。ところどころに衛兵が立っているし、家には夜も遅おそいというのに灯あかりがともっていたりする。

　領主の館というのは、それなりのものだった。城しろや王宮というには程ほど遠とおいが、塀へいをめぐらし、中に入ると広い庭が広がっている。そこには池があり、館に達するまでにはかなりの距きよ離りがあった。

　甲かつ冑ちゆうなどが飾かざられた応おう接せつ室しつで待たされることしばし、あご髭ひげを生やした偉い丈じよう夫ふが入ってきた。壮そう年ねんというにふさわしい男で、鎖くさりかたびらが上うわ衣ぎの胸むな元もとからのぞいている。

　臨戦態勢にあるので、いつでも戦えるようにということなのだろう。

「どういうことなのですか、わたしたちは何もしていないのに、突とつ然ぜん、連れてこられるなんて」

　ファラータがもう一度怒いかりを露あらわにした。

「これはこれは、強きよう硬こうな手しゆ段だんを取って、申し訳なかった。わたしは、このカプリを治めるフォンドと言うもの。訳あって来てもらったが、お名前をうかがっておこうか」

　とげとげしい感じはない。

　リコルは話してわかる相手だと思ったので、ファラータを制せいして口をきった。

「わたしは、リコル、こちらはファラータと申しまして、ソラステルへの旅の途と中ちゆうにあるものです。ここカプリに立ち寄ったのですが、聞けば尋じん常じようならざる事態にあるとはいえ、急なお咎とがめだて、いかなる理由によるものか、ご説明いただきたいのですが」

「それはすまない。ただ、そちらは、衛兵の検査で〝炎ほのおの守り手〟を持っていたとか、それを手に入れた理由を、先にお聞かせ願いたいのだが」

　隠かくしてもどうしようもないと思ったか、ファラータはブローチを取りだして、それをかざした

「〝炎の守り手〟ってこれのこと？」

　目にした領りよう主しゆは、ごくっと唾つばをのんだ。

「そう、それはある娘むすめが持っていたはず。その娘の行ゆく方えと、それを手に入れた経けい緯いをぜひとも聞かせて頂いただきたい」

　丁てい寧ねいな言葉だが有う無むをいわせぬ調子に、二人は目をあわせた。別に隠しだてするようなことでもないので、リコルがリザードマンとの戦い、その結果、娘からそのブローチをもらったことを話す。

　しばらく沈ちん黙もくがあってから、領主は口を開いた。心なしか、そこには感かん謝しやの気持ちめいたものがある。

「それはご苦労だった。いままで事じ情じようを説明せずに申し訳なかったが、その女はわたしの娘だ」

　えっ、と息を吞のむファラータを無視して、男は続けた。

「ここ、カプリは火の神アグニを祀まつる街だとはご存ぞんじのことと思う。そして、この街はアグニ様に、もっとも気に入られた娘を巫み女ことして捧ささげてきた。ナツキはその巫女の頭かしらとして、アグニ様のご加か護ごを受け、おなじくこの街もそうなるはず……」

　ナツキというのが娘の名であることは、聞かなくともわかった。

「で、その彼女が薬草などを集めて、何をしてたの？」

「わからない。いや、君たちも彼女の恩おん人じんである以上、状じよう況きようをもっと詳くわしく話そう。いま、カプリは非ひ常じよう事態にある」

　領主はきりっと身を正した。いかにもそれは、この街の責せき任にん者しやたらんとするようにも見えた。

「もともとは親しかったとはいえ、この街はいまではソラステルと距きよ離りを置いている。ところが、つい先日、そこからの部隊がこの街に接近し、使者が、今後、カプリはかつてのようにソラステルの庇ひ護ごに入るよう、強きよう硬こうな書状を携たずさえてきた」

「サザンとの関係はどうなのですか」

　リコルはいささか不ふ可か解かいな気持ちで聞いた。いまのカプリなら、ただちにサザンに窮きゆう状じようを訴うつたえてもいいはずだ。

「いや、このところ、〈火か炎えん城じよう塞さい〉に向かい合っているサザン軍はかなり数が減へっている。こちらも使者を送ったが、なしのつぶてだった。時間を稼かせぐために、いろいろ渋しぶったのだが、昨日ソラステルは最後通つう牒ちようをつきつけてきおった。悩なやんだが、如何いかんせん、このままではカプリは蹂じゆう躙りんされてしまう。サザンの援えん助じよもなく、仕方なくわれわれはソラステルの意を受けようとした。が──」

　この話と巫女の娘むすめの関係がつかめないリコルは、話を待った。

「巫女であるナツキは、強硬に反対した。アグニ様を信じているころのソラステルなら許ゆるせる。だが、いまかの国は、無信心なセルジュクが野心にまかせて拡かく張ちようしようとしているだけの国。そんなところには従したがえない。自分はあくまで抵てい抗こうすると」

「どこにおられるんです、娘さんは？」

「〈赤き塚つか〉と呼よばれる聖せいなる丘おかが、この街の近くにある。言い伝えによると、そこは昔はおそるべき地であったのを、アグニの使徒、聖アンドレが封ふうじたという。それ以来、カプリは栄えてきたのだが、アグニの巫み女こがそこに住まう習しゆう慣かんもできた。恐おそろしいのは、この街が危き難なんに陥おちいった際さい、その封ふう印いんを解とけば、街もろとも危難は除じよ去きよされると言う。わしはそんなことは望まんのだが、いま思い込んでおる娘は、何をしでかすやもわからん」

　そして、じっと黙だまったまま、リコルたちを見つめた。

「そちらにわしも向かったのだが、そこで娘はもう親とも思わない、と告げ、連れ帰ろうとした部下をおそるべき怪かい物ぶつたちによって、殺させたのだ」

　リコルには、フォンドが感じていることは痛いたいほどわかった。娘に、もう親とも思わないとまで言いきられては。

「そうするうちに、ソラステルも娘の存そん在ざいをかぎつけたのか、こちらに早く決定しろ、しないのなら、まず強きよう硬こう派はの〈赤き塚〉を攻せめると伝えてきた。わしは、しばらく待ってくれと言ったのだが、明日には攻めると……」

　領主は板いた挟ばさみの苦く渋じゆうをにじませていた。自分が娘むすめの説得に向かいたいのは山々だが、簡かん単たんにそうはできない。ソラステルがいつ宣せん言げんとちがう行動を取るかはわからない。もし、街が攻められたときに、不在ででもあれば、悔くやんでも悔やみきれない。かといって、このままでは娘が殺されてしまう。被ひ害がいを最さい小しよう限げんにくいとめるためには、娘を説得することが一番だ。だが、それができるのは──

「わかったわ、リコル。あたしたちが行きましょう。この人の気持ちわかるわ」

　こうしたとき、ためらうことを知らないのがファラータのいいところだ。

「そ、そこまでしてもらっては──」と、言いかけた領主だが、リコルがうなずくのを見て、言葉をおしとどめた。

「ありがたい。話を聞いて、娘を救ってくれたあなたがたなら、あるいは娘を説得できるかもしれぬと思った。だが、見ずしらずの方にそこまでお願いするのは気が引けていた。なんでも言ってくれたまえ、できる限かぎりの協力はする」

　領主は深々と頭を下げた。




　リコルたちは〈赤き塚つか〉の説明を受けた。小高い丘おかの上に小さな神しん殿でんがあるのだが、そこまでは丘の中に築きずかれた石いし畳だたみの道を上がって行かねばならぬらしい。普ふ通つうは、急であっても丘の斜しや面めんを登る道があるものだが、この石畳は大昔から存そん在ざいしているという。

　領りよう主しゆは援えん軍ぐんとして、兵を何人でもつけると言ったが、リコルはそれを断ことわった。兵が一いつ緒しよにいれば、娘はまたも説得に来たと思い込み、すぐさま攻こう撃げきしてくるかもしれない。

　この前の別れ際ぎわに、彼女は何か告げたかったのかもしれないという思いがリコルにはあった。ここはファラータとクロックだけで行った方がいいだろう。

　その日は朝もやがかかっていた。ソラステルの要求期き限げんは真昼。時じ刻こくを過すぎればただちにこの塚を攻撃するとのことだ。

　ソラステル軍は少し離はなれたところに野や営えいしており、リコルたちが塚の入り口に近づいても動きはなかった。

　塚の入り口は丸くぽっかりと開いており、そこから石畳の道が続いている。

「あら、この道、曲ってるわ」

　石畳は少し上り勾こう配ばいで、間かん隔かくの広い段だんとなっていた。そして、ファラータが言うように、大きく曲りながら上っている。

「そうか、螺ら旋せん階段の大きなやつと思えばいいんだ」

　リコルはむしろ、この緩ゆるい曲り階段が灯あかりで照らされていることにほっとしていた。暗い中をたいまつを掲かかげて進むのは、あまり気持ちのいいものではない。

　道は壁かべも石組みで、手間をかけてある。ところどころそうした石組みがアーチ型にくりぬかれてあり、分ぶん岐き道かとも思ったのだが、土が詰つまっているので何のためにあるのかよくわからなかった。

〝まだまだ上に続いてるぞ、ホーホー〟

　先行するクロックから声が届とどく。

〝何か、妙みようなことは？〟

〝何もない。静かだ、不気味なくらいだね〟

　鳥が不気味に感じるのはどんなときだろう、と一いつ瞬しゆん思ったが、告げられた意味はなんとなくわかった。

　整然としすぎている。昔からあって、巫み女こたちに使われるだけとはいっても、生命の感覚に乏とぼしいのだ。木切れを喰くう虫、死体をついばむ虫など、森ならもっと生命に関した息い吹ぶきがある。ところがここではすべてが死んでいる。いや、なにか一時そうした営いとなみが中ちゆう断だんされているような……そう、封ふうじられている、といった感かん触しよくがある。

　領主に聞いたところでは、前に娘むすめを説得に向かった兵は、そこを上ったところにある部へ屋やで逃にげまどい倒たおれていたという。死体は強きよう烈れつな酸さんに焼け焦こげて、無残なありさまだったらしい。

　何かが封じられ潜ひそんでいるのだ、ここには。

〝部屋があったぞ、待ってるよ〟

　リコルはそれを聞き、ファラータにめくばせした。彼女も緊きん張ちようしているようだ。

　確たしかに、それは広い部屋だった。途と中ちゆうから階段が少し内側に向かい、狭せまい戸口の向こうで広間になっている。

　一見したところ、石いし造づくりのそこには塵ちりのほか何もなかった。扉とびらもない。いや、赤黒いしみのようなものがあった。近くで見たリコルは、それが血の跡あとだと知った。

〝クロック、何か感じないか〟

〝何もなさそうだね、得てしてこういうところは、入り口の向かい側が怪あやしいんだけどな〟

　何事もなさそうに鳥は、戸口の正面の奥おくではばたいている。秘ひ密みつの扉でも探さがそうというのだろうか。

「リコル、どうする？」

　振ふり向いてファラータが聞いたときだ。召しよう喚かん術じゆつ師しは目の隅すみで、何かが動いたような気がした。

　カチッ。

　音もした──と、同時に、奥おくの隅の一角がくるっと回転扉のように返った。

　そこから現あらわれたのは、青銅ブロンズの巨きよ人じんだ。

　大きい。リコルの一・五倍はあろうかという背せ丈たけ。顔はまるで仮か面めんをつけたように無む表ひよう情じようで、腕うでや足の動きも不器用だ。全身が青銅で、硬かたそうなのは一目でわかる。目とおぼしきあたりが白はく眼がんで、とても見えていそうはないのに、リコルとファラータに向かって、ゆっくりと進んでくる。

　口のあたりに隙すき間まが開き、何か言葉が洩もれた。

「アカシヲ……」

　といいつつ、片腕を上げる。

　と、ファラータが跳とんだ。

「待てっ！」リコルの叫さけびは空むなしかった。あんな体に体当たりしても、跳はね返されるに決まっている。

　だが、ファラータはぶつかりにいったのではなかった。くるっと横をすりぬけると、裏うらに回る。

　青銅の巨人は一瞬躊ちゆう躇ちよしたようだが、結局はリコルに向かって進んできた。

　召喚術師はもちろん、召喚の札を投じる用意はできていた。

　何を呼よべばいいのか。部屋は広い。それなりの魔ま物ものを呼べるだろう。しかし、この硬そうな体に対たい抗こうできるような生身のものがいるだろうか？

　そのとまどいが、召喚に響ひびいた。




　盟約メイヤクニヨリ、ワレ召喚ス

　赤キ瞳ヒトミモツ、黒キ猟リヨウ犬ケンヨ

　汝ナンジノ力ヲ……
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　赤い目を持つ魔犬の姿すがたが浮うかんだ。場合によっては、力が安定しないことはあっても、この巨きよ人じんを打ち倒たおすには、この魔犬くらいの力がなければ駄だ目めだろう。バーゲスト、来てくれ。だが、伸のばした巨人の腕が迫せまったとき、別の思いからも、召しよう喚かんへの集中がとぎれてしまった。

　そういえば、こいつは何か言っていた、アカシ……？　何だ、それは。

　いや、いまはそんなことを考えてはいけない。対抗できるものを呼ばねば──

　バーゲストの唸うなりが聞こえた。

　だが、その瞬しゆん間かん、魔犬はその体を現あらわすことなく、札は燃もえつきた。

　激はげしいめまいがする。

　巨人の腕うでがリコルを摑つかんだ。そのあまりの力に、リコルの口から悲鳴がもれる。

　ファラータは巨人の後ろに立ち、その弱点を探していた。しかし、そんなものは見当たらない。

　クロックも何とかしようとしていたのだが、巨人の前には無力だ。

　そのとき、召喚術師ははっと気づいた。証あかし、そうか！

　必死に指で円を描えがき、腕を振ふる。ファラータ、気づいてくれ。あれだ、ブローチだ。

　だが、ファラータは必死に巨人の膝ひざを攻こう撃げきしようとしていた。びくともしない。

　リコルがもう駄だ目めだと、あきらめかけたとき、巨人の力が緩ゆるんだ。

　ふと見ると、フクロウがファラータの小こ袋ぶくろからブローチをくわえ出し、それを巨人の前で振っていた。

　リコルはそれを知ると同時に失神していた。




「炎ほのおの守り手……」

「よかった、気がついたみたい」
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　聞き慣なれた声がした。あわてて辺りを見回すと、ファラータの顔がある。自分は白いシーツをかけられ、寝しん台だいの上にいるようだった。

　もう一人、どこかで見たことのある顔が──あのブローチを渡わたしてくれた娘むすめだ。がばっと上半身を起こしたリコルに、娘が語りかけた。

「無理はなさらないでください。わたしが悪かったんです。ブローチをお渡わたししたときに、もっとはっきり、これを持ってこの神しん殿でんに訪ねてきてください、と言えばよかった」

　と、すまなそうに頭を下げる。

「あなたの気持ちを考えたらわかるわ。みずしらずのわたしたちに助けてもらって、そんなことまで言えないもの、ね」

　ファラータは慰なぐさめるようにその肩かたを抱だいてから、リコルに向いた。

「この人がナツキさん、領りよう主しゆの娘さんよ」

　ナツキは改めて見ると、とても魅み力りよく的だった。いま彼女は、巫み女こらしく白い貫かん頭とう衣いを着つけ、頭には冠かんむりをかぶっている。小さい口に薄うすく化け粧しようをして、眉まゆの下にも軽く色をつけていた。その清せい楚そな姿は、以前の薬草をとっていた容よう姿しとはかけはなれて見える。

　一瞬、胸むねがどきっとしたリコルだが、そんなことにかまけている余よ裕ゆうはなかった。

「ナツキさん、この前はあなたのお父さんが領主だとは知らなかった。でも、いまはそれを知って、お願いにきたんだ」

「わかってます。父の指し示じにしたがって、ソラステルに恭きよう順じゆんの意を表わせ、ということですね」

　その顔には、どこか諦あきらめの表情も浮うかんでいる。

　何と答えていいかわからず、リコルは押おし黙だまった。

「わたしはあのときのあなたがたを見て、ああ、これこそわたしがアグニ様に祈いのっていた救いの方々だと思ったのですが……」

「でも、お父さんやカプリの街の人のことを考えると、あくまで抵てい抗こうしていたら、大変なことになりますよ」

　リコルはできるだけ刺し激げきしないように言ったつもりだったが、やはり逆ぎやく効こう果かだったようだ。娘むすめは、きっと見つめた。顔が紅こう潮ちようしている。

「それはソラステルの威おどしと同じです。いえ、あなたがたにそんなつもりがないのは知っています。わたしのことなら、大だい丈じよう夫ぶ。街もわたし一人が抵抗しているわけですから、ここで決着がつけば問題ないはずです」

　あくまで言い張はる強さに、リコルもちょっとたじたじとなった。信しん仰こうの力とは恐おそろしいものだ。黙ったリコルを見て、ファラータがしゃべった。

「でも、もともとここはソラステルと仲がよかったんでしょ？　そりゃ、いまのは力押しかもしれないけれど、サザンに対する心配さえなければ、条じよう件けんを出していったんソラステル寄よりになっとけば、いいんじゃないの？」

　おいおい、そんないいかげんなこと言ってもいいのか、と若わか者ものは思ったが、娘はファラータに諭さとすように語りはじめた。

「そうですね、外から来られた方には、事じ情じようがまだおわかりにならないでしょう。いまのソラステルは、かつてのソラステルではありません。ソブリニでおさまりかえっている統とう治ち者しやのセルジュクという男は、三年前から従じゆう来らいのソラステルの風習をすべてなげうって、オークじみた習しゆう慣かんに変えてしまおうとしているのです。もちろん、アグニ様への信仰を弾だん圧あつしているのもあいつですし、周囲の国々を前より強圧的に従したがえようとしているのも、あの男のせいです」

「だから、いまのソラステルには従えないと」

「そう、だから、わたしは死んでも逆さからいます、ああ、前の皇こう帝てい様さえおられれば」

「誰だれです、その前の皇帝と言うのは──」

〝ホテプト三世、賢けん帝ていにして、サザンの最大のライバルだった王さ〟

　リコルの頭の中に声が聞こえた。姿すがたの見えないクロックだが、どこかを警けい戒かいして飛んででもいるのだろうか。

　見ると、娘むすめが同じような答えをしたらしい。ちょっと話のつぎ穂ほを失ったリコルに娘は続けていた。

「ホテプト様にあのセルジュクは、なにか陰いん謀ぼうを企たくらんだにちがいありません。死し因いんすらわからず、ただ、しばしの問の眠ねむりに就つかれた、と国民には告げられただけですから。セルジュクは皇帝の位を譲ゆずり受けたと主しゆ張ちようしていますが、信じられません。そんな主しゆ権けん者しやもはっきりしないような国に従うわけにはいかないのです」

　どうやら、何を言っても無む駄だなようだ。しかし、それでは役目が果たせないと思い、リコルは告げた。

「でも、あなたは、巫み女ことしてどうなさるつもりですか？　徒と手しゆ空くう拳けんで、あのおそるべきソラステル軍に立ち向かえるとは思えませんが」

　はじめて、ナツキは動どう揺ようしたようだった。

「ですから、わたしは神に祈いのりました。救いの手が差さし伸のべられるのではないか、と。ですから、お願いです、邪じや悪あくなセルジュクの野望を阻そ止しするために、わたしに力を貸してください。もし、それが駄目でも、わたしの考えるとおりに、ここはさせてください」

　これは駄目だ、というように、リコルはファラータにめくばせした。ここで、力ずくで娘を取り押おさえてしまうこともできるだろう。父親のためには、それがいちばんいいのかもしれない。

　だが──娘の必死の面おも持もちを見ると、とてもリコルには、そんなことはできなかった。

　リコルはソラステルに対して、まだ態たい度どを決めかねていた。確たしかに、ヒッポスへの奇き襲しゆうや、カプリのような街に圧あつ迫ぱくをかけている。その傲ごう慢まんさは、許ゆるしがたい。

　しかし、それはサザンも同じではないのか。いや、サザンとソラステルが対立している根本の原げん因いんを取り除のぞかなければ、どちらがどちらともいえないだろう。けれど、手をこまねいているうちに、直ちよく接せつ関係する人々以外にも、ここカプリのような小国が悲ひ劇げきに巻まき込こまれていく。

　部外者でいるのは楽だ。でも、それでいいのか？

「わかったわ、あなたの気持ちは。あたしには、むずかしいことはわからない。でも、一つだけ言えるのは、カプリの人が戦いに巻き込まれるのは許されないことだと思う」

　ファラータははっきりしていた。

　リコルもそれを聞いて、胸むねのつかえがおりたような気がした。

「でも、そのためには、実じつ際さいにあの軍隊を退たい却きやくさせないといけない。ぼくらの力で、それをどうするんだ？」

　これは、明らかにナツキの側に立ち、方ほう策さくを考えるということだった。ナツキにも、それは伝わったようだ。

「ありがとうございます。あなたがたに味方になってもらえるということだけでも……それに、大だい丈じよう夫ぶです、アグニ様の力をもってすれば可か能のうです。わたしが薬草を探さがしていたのも、神がそうするようにと、書き残したものを読んだからなのです」

「えっ、それって、あの言い伝えのことかい──」

　リコルは領りよう主しゆの告げた伝説を思い出していた。まさか、そんな危き険けんなことを。

　そのとき、クロックからの警けい報ほうが入った。

〝おい、ソラステルの軍が動きだしたぞ！〟

「えっ、まだ真昼じゃないじゃないか！」

　不可解な表情のナツキにリコルは説明する。

「ソラステルとはそういうところです。とにかく、わたしを倒たおせば、カプリはすぐに開かい城じようすると踏ふんでいるのでしょう。ぐずぐずしておれません。こちらに来てください」

　巫み女こは二人についてくるように指し示じすると、神しん殿でんを案内していった。

　神殿はそれなりの広さがあるといっても、そう大きなものではない。また、ナツキの他には、仕える者が数人いただけで、巫女のような姿すがたを見かけることはなかった。まして、兵士の姿などはない。

〝クロック、そっちはどうなってる？〟

〝部隊が丘おかの入り口に向かって進んでいく。それと、オークの火薬部隊が砲ほうみたいなのを設せつ置ちしている。攻こう撃げきに入るんだろうな〟

　切せつ迫ぱくした感かん情じようが伝わってきた。

　どうやってこの丘を守るのだろうと思っているうちに、広い部へ屋やについた。変わった部屋だ。中央に穴あなが開いている。その後ろに、儀ぎ式しきを行なうかのような炎ほのおの燃もえている壇だんがあり、壇から穴までは敷しき物ものが敷しいてあった。

「わたしは、これから儀式の祈いのりに入ります。そこからはアグニ神が導みちびいてくださるでしょう。あなたがたには、それが中ちゆう断だんされないよう、見張っていてもらいたいのです」

　部屋には不気味な沈ちん黙もくがあった。リコルはファラータと顔を見合せたが、こうなった以上、従うほかない。

　ナツキは祭壇に向かって立つと、ただちに儀式に入った。手に持っていた何かを炎に近づける。おそらくさっき言っていた薬草の束だろう。それがぱちぱちと燃えはじめた。何本も火をつけていく。強い匂においが立ち込めた。

　と、巫女は振ふり返ると、その束をつぎつぎと穴の中に投じはじめた。

　そして、それが終わると、穴に向かってひざまずき、一心に祈りを捧ささげだした。

　リコルは穴の中になにが潜ひそんでいるのだろうと思いつつも、その祈る姿すがたを見守るしかなかつた。




　クロックは落ち着いたものだった。丘おかの前にある城じよう砦さい都と市しカプリからは平野が広がっており、その先は河かわになっている。さらに向こうには赤せき峰ほう連山の端はしがあり、そこから東には山が続いているものの、見たところ平野部が大半だ。

　だから、野や営えいしている軍が動きだしたのもよくわかった。

　一部はまっすぐ丘に向かってきている。いわゆる歩兵たちだろう。

　別の隊は、野営地から離はなれたところで、何かを組み立てていた。クロックの知ち識しきからすると、おそらくソラステルが得意とする火か薬やく砲ほうとかいうものだろう。

　なるほど、歩兵たちが進軍する間、あれを丘に撃うって援えん護ごする気だな。

　フクロウとしては、サザンが得意とするような飛行部隊が現あらわれると、ちょっとやっかいだなと思っていたが、もともとソラステル軍にはそうしたものがないのか、それとも丘一つくらいにわざわざ使うこともないと考えたのか、気配はまったくなかった。

　よしよし、これなら空から楽ちん偵てい察さつだ。だけど、さしたる兵へい備びもない神しん殿でんに、なんとも大おお仰ぎような攻こう撃げきだな、と呆あきれてもいた。

　ときどきリコルに連れん絡らくを送るのだが、相手からは情じよう勢せいをとにかく伝えてくれ、という意志しか来ない。確たしかに、数体くらいの相手なら、リコルとファラータ、それに自分も加えて何とかなるだろうが、こんな軍隊相手にどうするのだろう、儀ぎ式しき呪じゆ文もんでもありゃ別だけど、そこまでは無理だしな、と危き惧ぐする。

　とにかく、もっと間近に見ようと、鳥は高度を下げた。

　そのときだった。

　忙いそがしく立ち働いているオークの砲辺りで、土が跳はねた。

　そう、それは土が跳ねた、としか見えなかった。それから、群むらがっていた豚ぶた面づらのものたちが蜘く蛛もの子を散らすように逃にげた。

　あれは──蟻ありだ！

　土中から不意に現われたのだ。紅あかい胴どう体たいをしてはいるが、まさしくよく見かける蟻としか思えない。しかし、クロックのいるところからでもこれだけよく見えるということは、とんでもない大きさだ。おそらく人よりも巨きよ大だいで、オークなどはるかにしのいでいるだろう。

　と、激はげしい爆ばく発はつ音おんもした。見ると、オークのいた砲の一つがふっとんでいる。まわりにもぼこぼこ穴があいて蟻どもが出しゆつ現げんしたのだ。その一つが砲を自爆させたのか。

　逃げまどうオークを見て、離はなれたところに野営していた本隊から、別の兵たちが急きゆう遽きよ進軍してきた。

　丘おかへ向かった兵たちの予よ備び部隊か、あるいは、カプリの街を攻撃する部隊だったのだろう。

　それがいま、思いもかけぬ怪かい物ぶつたちの登場に、あわてて立ち向かおうとしている。

〝あれが、話にだけ聞いていたクリムゾンなのかな、ホーホー〟

　知識を詰つめ込んでいるクロックにしたところで、こうしたものを見るのははじめてだった。

　そちらに近づこうとしたとき、さらに異い変へんが起こった。丘に向かった一隊が、入り口へと消えてしばらくしたとき、丘の中ちゆう腹ふく辺りにぼこぼこと穴が開いた。そこからは、今度は羽根を持った大きな蟻が空中へと現われたのだ。そいつらは羽音も高らかに、蟻とソラステル軍の戦いが起こっている地点へと殺さつ到とうしていったではないか。

　と同時に、消えた部隊が丘の入り口から、わらわらと現われ、野営地へと逃にげ戻もどろうとしている。

　いきなり起こったこの混こん乱らんに、さすがにクロックも慌あわてた。

　この小山は一体何だ？　巨きよ大だいな蟻あり塚づかだったのか？

　フクロウはさすがに蟻に襲おそわれるのは嫌いやだったので、いったん街へ逃げ戻ろうとした。




「閣かつ下か、避ひ難なんしてください、ここはわれわれが食い止めます」

　ソラステル軍の司令官ジャルダンは、部下の叫さけびに穏おだやかならぬ心しん境きようだった。

　ここまでは予定どおりの推すい移いだったからだ。

　一週間前、〈火か炎えん城じよう塞さい〉の大広間で、彼はカプリを開かい城じようさせよ、との命を受けた。方法はまかせるが、言うことを聞かぬ場合は蹂じゆう躙りんしてもよい、と。

　戦せん略りやくに長たけた軍ぐん師しであると同時に、政せい治じ家かでもあったジャルダンは一いつ瞬しゆん、この命にとまどった。サザンに対するさまざまな挑ちよう発はつならいくらでもできたが、カプリはいまでこそ中立とはいえ、かつては友好領でもあったところではないか。それを、蹂躙してもよいから占せん領りようしてしまえ、というのは、いかなる意味か。

　かつて、サザンの将しようとして〝比ひ類るいなき知ち将しようハメルン〟と呼よばれた彼は、近ちか頃ごろソラステルに対して言いようのない不満を感じるようになっていた。

　理にかなっていない。傲ごう慢まんだ。これではサザンと同じではないか。

　ジャルダンにとっての戦いとは、もっと意味のあることだった。自国の平和と安あん寧ねいを守るためなら、全力を尽つくす、というもの。サザンにあって、周囲との戦役をくぐってきたのも、聖せいエルドの理念がそれと合がつ致ちし、周囲の諸しよ国こくが危き険けんであると感じたからだ。

　だが──そのために流される血が、あまりに意味のないものと感じた彼は、権けん力りよく闘とう争そうにも敗れ、やがてソラステルに寝ね返がえった。ソラステルこそ被ひ害がい者しやではないのか。

　以来、十数年、彼は積年の思いもあって、サザンに対たい抗こうしてきた。特に、ここ緩かん衝しよう地ち帯たいにあって、エルドの名のもとに拡かく張ちよう政せい策さくをとる彼かの国の自由にはさせまい、と。

　しかし、近ちか頃ごろ彼の耳に入るソラステルのやり方は、所しよ詮せん、サザンの裏返しにしか見えなかった。赤せき峰ほう連山の中立国コスを脅きよう迫はく紛まがいで従したがえ、サザンを奇き襲しゆうした。つい先日は、別の緩衝国家ガルシルドに攻せめ入った。

　そして、もと友好領であり、いまは中立のカプリを今回、屈くつ伏ぷくさせよ、との命。一いつ瞬しゆん、血ち迷まよったか、とジャルダンは思ったほどだ。

　これらはホテプト三世に替かわったセルジュクの思おも惑わく──いや、気まぐれか──であることはまちがいない。その拡張政策には、狡こう猾かつというよりも、どうも出たとこまかせの粗そ雑ざつさが感じられる。

　もっとも、軍人である以上は、与あたえられた命令を齟そ齬ごなく果たさねばならなかった。

　ジャルダンの率ひきいる軍は、〈火炎城塞〉から降くだり、平原の街へと向かった。さしたる苦労はない。カプリまでは近く、糧りよう食しよくの補ほ給きゆうも近きん隣りんの村から、あまり無理を言わずに調達することができた。

　さすがに、カプリの領りよう主しゆは粘ねばった。彼らにしてみれば、なにをいまさら、ということだろうが、ソラステルに蹂じゆう躙りんされることを考えれば、折れざるを得ないだろう。ジャルダンにしてみれば、こんなつまらぬ交こう渉しようなら、栄達を望むもっと程てい度どの低い将にまかせてくれれば、という思いだった。

　そして、領主の娘むすめが裏の神しん殿でんに立てこもるという挙きよに出たときには、ますますもって使命に嫌いや気けがさしてきた。

　女一人ごときが抵てい抗こうして何になるのか。まあ、娘がかわいいようだから、これを攻せめると言えば、領主は一も二もなく街を開城するだろう、という恩おん恵けいはあった。

　そのためには、娘を威おどして屈くつ伏ぷくさせるのが一番よい。そうなれば、事はつまらぬ血を見なくても収おさまるだろう。

　これまではその思おも惑わく通り進んでいた。少しばかり、定てい刻こくよりも早く進しん撃げきしたが、それも奇襲というよりは、つまらぬ抵抗をされて味方に少しでも損そん害がいが出るのを減へらしたかったこともある。

　それが──何だ、この状じよう況きようは！

「馬を出せ！　おれも迎むかえ撃うつ」

　鎧よろい姿すがたのジャルダンはそう叫さけぶと、傍かたわらにある長い剣けんときらめく盾たてを取った。剣はソラステルの様式にあわせて、少し刃はが湾わん曲きよくしている。

〝果か断だんの魔ま剣けん〟と呼よばれるそれは、刃の表にまがまがしい禁きん断だんの文字を浮うかび上がらせていた。

「行くぞ」

　声をかけることもなかった。テントの中に潜ひそんでいた影かげのような存そん在ざいは、すでにジャルダンのそばに飛んできていた。小さなタツノオトシゴのような姿──それは妖精竜フエアリー・ドラゴンだった。

　外では、激しい戦いが繰くり広げられている。

　地面の穴あなから現あらわれた蟻ありは、十数体いるだろうか。主に二つの場所からそれがつぎつぎと出しゆつ現げんしたのだ。一つは、フクロウが見たとおり、少し離はなれてオークの砲ほう兵へい隊たいが準じゆん備びしていたすぐそばだ。もう一つは、ジャルダンのいまいる野や営えい地ちに近いところ。いずれにも、ソラステル兵が態勢を立て直して向かっていたが、なにぶん奇き襲しゆうだったので後手にまわっている。

　それと、丘の中腹に穴を穿うがって、そこから飛んできた蟻が難なん物ぶつだった。大きさは馬ほどもある。そんなやつが、いきなり空中から襲おそいかかってきたら、人間などよほど装そう備びを整えて戦わなくては、ひとたまりもあるまい。

　野営地に近い場所での戦せん闘とうには、弓兵部隊も参加できると見て取ったジャルダンは、馬に飛び乗ると、砲兵隊に向かった。

　馬といっても、それは翼つばさある黒馬である。黒きペガサス、ソラステルでも南の一地方にしか繁はん殖しよくしないそれを、ジャルダンは愛馬としていた。

　翼あるものは速い。たちまち黄金にきらめく完全装備の司令官は、もはや倒たおされたオークの残ざん骸がいをかぎまわっている蟻たちの群むれに突つっ込こんだ。

　確たしかに、蟻たちは大きかった。巨きよ大だいな頭と、くびれた胴どう、その後ろに、昆こん虫ちゆう独どく特とくのしま模も様ようの腹はらがくっついている。しま模様は黒地に鮮あざやかに紅くれないが浮うき上がっており、これが悪名高い巨大蟻クリムゾンの種族であることをはっきりと物語っていた。

　そして何よりも、口とおぼしきあたりから生えている二本の牙きば──この牙と顎あごによって、クリムゾンはなんでも咀そ嚼しやくする、おそるべき怪かい物ぶつとなっているのだ。

　どちらにしても、頭でぴりぴりうごめく触しよつ覚かくといい、何を見つめているのかわからない青い複ふく眼がんといい、人間には耐たえられない。並なみの者、いや、兵士にしてすらが、彼らと相対すれば、恐きよう怖ふにがんじがらめとなることだろう。

　ジャルダンにも、一いつ瞬しゆん、そうした本ほん能のうがわきあがった。

　しかし、この司令官には経けい験けんがあった。

　巨大といっても、所しよ詮せん、こいつらは蟻ありなのだ。そして、自分には、この〝果断の魔剣〟がある。

　ぎろっとこちらを振ふり返った兵隊蟻に向かって、低空から剣を一いつ閃せんさせる。剣は硬かたい甲こう殻かくに当たったものの、そのまま縦たてに眉み間けんを叩たたき割わった。

　どうっとそいつが倒たおれた。辺りにいた三体はこの見事な太た刀ちさばきを見たにもかかわらず、別に恐おそれるふうもない。

　そう、こいつらは兵隊蟻なのだ。自分のことなど顧かえりみていない。

　三体のうち一体は、自分にからんでいたオークの兵を倒したとみるや、ゆっくりとジャルダンの方に向かってくる。

　いくらでも来い、この剣の錆さびにしてくれるわ──

　そう思った司令官は、ふと肩かたのそばで妙みような息が吹ふかれたのを感じ、後ろを向いた。

　刹せつ那な、上空から羽音とともに巨きよ大だいな蟻が覆おおいかぶさってきた。

　息の音はこれを見ていた妖精竜フエアリー・ドラゴンが、相手の動きを遅おそくしようと、鱗りん粉ぷんの息を吹きかけたのである。

　虹にじ色いろの粉のようなものが辺りに漂ただよい、羽根のある巨大蟻の攻こう撃げきが一瞬鈍にぶった。

　即そく座ざに盾たてで身を守ったジャルダンは、馬を蹴けった。黒いペガサスは心得たもの、たちまち羽ばたくと、蟻の上に舞まい上がる。

　蟻は相手がまさか飛び上がるとは思っていなかったのか、あるいは、竜りゆうの鱗粉で遅おくれたか、司令官に背はい後ごをとらせた。

「まあな、この剣があれば不意など本当はつかせないのだ、妖精竜はお守りだ！」

　蟻は聞く耳を持たなかった。気合いとともに振ふり下ろされた〝果断の魔剣〟が、たちまちその首をすぱっと両りよう断だんしてしまったからである。

　ジャルダンはそれから、当たるを幸い、蟻たちを屠ほふっていった。

　ソラステル兵も落ち着いて防ぼう備びを固めれば、相手はそれほど強いものではない。やがて、出現した蟻たちは、ほとんど片かたづけられた。

　しかし、いつ第二波の攻こう撃げきがあるやもしれない。

　急きゆう遽きよ、天てん幕まくでは軍議が開かれた。

　味方の被ひ害がいはそれなりにあった。特にまずいのは、オークの砲ほうがかなり破は損そんしたことである。もともとソラステルは火薬の力を利用することで定てい評ひようがあった。城しろや砦とりでを攻せめるときには、これらが強力な効こう果かを見せ、ソラステルをサザンに対たい抗こうする勢せい力りよくとして伸しん張ちようさせたのである。

　ただ、ジャルダンはカプリ開かい城じようについて、充じゆう分ぶん説得できると踏ふんでいたので、それほど多くの砲兵隊を引き連れてはいなかった。同じ理由で、黒いペガサスによる空くう挺てい部隊もほとんどいない。

　通つう常じようの部隊でなんとかなるはずだった。いま、敵てきに予想外の蟻あり部隊がいるとなると、それを排はい除じよしなければならない。しかし、それには味方の損そん害がいも伴ともなう。ここで戦力を削けずられたのがわかると、カプリも黙だまってはいないだろう。

　なんとしても早々に、あの丘おかを攻こう略りやくしなくては……。

　軍議が通常部隊での戦略を話しあっているとき、ジャルダンはいつも頼たよりにしている部下が何か発言したがっているのに気づいた。工作部隊を率ひきいている男だ。

「恐おそれながら、閣かつ下か。良りよう策さくがございます」

「なんだ、言ってみろ。砲ほう撃げきはむずかしくなったが」

「はい、しかし、わたくしの部隊はさまざまな状じよう況きように備そなえております。万が一、こうした昆こん虫ちゆうの被害が大きい場合にと、彼らに効きく香こう料りようをかなりの数保ほ持じしております」

「香料？」

「はい、もともとこれらは敵がどこかに閉とじこもった場合に追い出すためのもの。要するに、いぶりだしですな。そして、この香料は、昆虫どもには致ち命めい的なはず」

「何、そうしたものがあるのか」

「はい、これを、例えばあの蟻が出てきた穴あなや、丘の入り口から注そそぎ込こんでやれば、おそらくあの蟻どもは即そく座ざにばたばたと倒たおれていくでしょう」

「でかした、よし、それでいく！」

　ジャルダンはほっとした。まだ、おれはついている。

　蟻を倒した後、どうするのか──そうした算さん段だんに踏ふみ込んだとき、この司令官は決然と告げた。

「よし、それが済すめば、われはあの丘にペガサスで乗り込む」

　この大だい胆たんな意見には、一同も驚おどろいた。だれもが、蟻の処しよ分ぶんの後、通常部隊が洞どう窟くつに突とつ入にゆうして道を開き、掃そう討とうしてから司令官の出番だと考えていたからだ。

「いや、砲撃が期待できない以上、ゆっくり攻せめている場合ではない。いきなり、こちらが丘に降おり立てば、やつらも驚くはず。通常部隊は後からでもよい」

「恐れながら、閣下。街に忍しのばせた密みつ偵ていによりますと、あの神しん殿でんには、巫み女このほかに召しよう喚かん術じゆつ師しも雇やとわれたとか。かなり危き険けんでもありますが」

「われの腕うでを信じぬと言うか？」

　これにはみな黙だまり込むほかなかった。あの蟻との戦せん闘とうを見ればジャルダンの力は絶ぜつ大だいだ。

「わかりました。われわれも全力で急ぎましょう。閣かつ下かは上空からお願いいたします」

　召喚術師ときいたジャルダンには、対たい抗こう心しんがむくむくと湧わき上がってくるのが抑おさえられなかった。




　リコルは丘おかの高台から、じっと戦せん況きようを眺ながめていた。

　ナツキが倒たおれ伏ふしたときには、大だい丈じよう夫ぶかと駆かけ寄よろうとしたのだが、巫女はすぐにきっと顔を上げた。口からは呪じゆ文もんが流れており、その目は遠くを見み据すえたまま動かない。憑つかれた状態に入っていることが見てとれた。

　そのまま観察していても、なにか異い常じようがあるとも感じられないので、ファラータをみやる。彼女もリコルを見返した。

「大丈夫みたい。リコルが昔、召喚術のとき、よくああなってたのを思いだしたわ」

　ファラータに悪気はないのだろうが、リコルは自分がそう見られていたのかと思うと、苦く笑しようせざるをえなかった。

「何かを呼びだしてるのかな。それとも儀ぎ式しきかよくわからないけど、しばらく見守らないとなあ」

　そうしているとき、クロックから連れん絡らくが入ったのだ。

〝リコル、ソラステル軍のそばに蟻ありが現あらわれた。すごい、でかいやつが襲おそいかかっているぞ！〟

〝なんだって。それを召しよう喚かんしていたのか!!〟

　リコルはいてもたってもおれず、ファラータに見守りを頼たのむと言い残して、外に出た。神しん殿でんの一部に高台になっているところがあって、そこからははるかソラステル軍の野や営えい地ちまでが見み渡わたせた。

　そして、召喚術師はこれまでに起こったことを見たのだ。

　蟻たちの出しゆつ現げん。砲ほうの破は壊かい。丘から羽根のある蟻が援えん軍ぐんとして向かい、同時に、この丘に攻せめいったソラステルの兵士たちが、中から現われた蟻たちに追われて逃にげ戻もどる。

　まちがいない。あの蟻たちは、ナツキが召喚するか、儀式の結果現われたのだ。

〝たぶん、穴あなの奥おくに女王蟻が眠ねむってたんだと思うぞ、ホーホー〟

　どこからともなくフクロウが現われて、若わか者ものの肩かたに乗った。

〝眠ってた？〟

〝ああ、それを彼女が薬草を焚たいて起こしたんだ。それで、蟻の活動が活発になった〟

〝じゃあ、もう大丈夫かな〟

〝いや、わからない。ほら、あれを見な〟

　リコルが改めて眺ながめると、そこには黒い天馬ペガサスに跨またがって、なみいる蟻を切り倒たおしている男の姿すがたがあった。

「強い……」

〝たぶん、あれが司令官だろうな。わからんぞ、この先、ホー〟

　フクロウは、ちょっとファラータに会ってくると告げて、飛び去った。

　気になるリコルは、そのまま戦せん況きようをみやった。

　やがて、ソラステル軍に動きがあった。

　撃げき退たいされ、蟻ありの活動がいったん収おさまったとみるや、兵たちが何かを手に活動している。それは蟻たちの現われた穴付近と、この丘おかに向けられていた。

　凝こりもせず、ここに侵しん入にゆうしようというのだろうか？

　やがて、丘の穴方面に兵士たちは消えた。蟻たちが現われる気配はない。

　と、なんだか向こうの穴付近で煙けむりが急に上がりだした。

　なんだ、あれは？

　わけがわからず、リコルが眺めていると、神しん殿でんの方角からフクロウが飛んできた。

〝リコル、ナツキの様子がおかしい。ちょっと来てほしい〟

　予想外の事態に、若者は急いで神殿に向かった。状じよう況きようを知るために、クロックをその場に残して。




　巫み女こは苦しがっていた。それまでの宙ちゆうを見つめつつも、平へい穏おんな様子とはまったく異ことなっている。頭を押おさえ、くぐもったうめきを上げているのだ。

　ファラータが必死に介かい抱ほうしているが、効きいている感じはまったくない。

　どうしていいかわからず、若者はただ立ち尽つくすだけだった。

　そのとき、穴の方を見ると、うっすらと何かの煙が漂ただよってくるのに、敏びん感かんな嗅きゆう覚かくが気づいた。

「これはいぶりだしか！」

　気づいたのと、ナツキが絶ぜつ叫きようを上げて、転げ回るのとは同時だった。

　駆かけ寄るファラータにもどうしようもない。

　と、巫女の体がぐったりとした。まるでいままで悪いものにとりつかれていたのが、去ってしまったといわんばかりだ。息が安らかなものに変わっている。胸むねはまだ動どう悸きが激はげしいのか、波打ってはいるが。

　そして、彼女は目を覚ました。

「ああ、わたしの女王様が！」

「どうしたの？　大だい丈じよう夫ぶよ、あたしたちがついてるから」

　ファラータの励はげましの声に、徐じよ々じよに辺りの状況もつかめてきたようだ。

「もうだめです。アグニ様の使いである女王がいま、息を引き取りました。おそらく、それに従したがっていた蟻ありたちも滅ほろびているでしょう。もう、おしまいです」

　涙なみだぐむ彼女の顔は、本当に悲ひ愴そうだった。もともと異い国こく的な顔だちで、惹ひかれるところもあったリコルは、胸むねがつぶれるような思いだった。

「リコル、どうするの、あたしは最後まで彼女を守るよ」

「うん、どうしたらいいか、考えよう」

　とは言ったものの、蟻の助けがなくなった以上、自分とファラータだけで大軍のソラステル相手にどうすればいいのか、という思いはあった。

　助言はナツキから来た。

「こうなっては、わたしの身はもうおしまいです。で、あなたがたにお願いがあります。いままで言いませんでしたが、この丘おかからあるところへつながる道があります。それをたどって行って、わたしの代わりにある使命を果たしてほしいのです」

　急な申し出に、二人はなんだろうと思ったが、そんなことを聞き入れるわけにはいかなかった。

「いや、無む駄だかもしれないが、ぼくはここを守る。こうなれば、ナツキさん、ぼくたちは一心同体だ」

「そうよ、あなたの心を踏ふみにじらせていいものですか」

「いいえ、これは大事なことなのです。いいですか、かつてこのカプリはソラステルの〝六人の兄弟〟と呼よばれていました。ソラステルの皇こう帝ていもこの地が気にいり、夏の別べつ邸ていとしてよく来られたのです。そうしたこともあり、ここは実はソラステルの十三廟びようともつながっているのです」

　二人には、何が言いたいのかよくわからなかった。

「十三廟？　お墓はかがなにか関係してるの」

「そこにはソラステルの歴代の皇帝が祀まつられています。そして、わたしは、あなたがたなら、わたしたちの信じる最後の皇帝ホテプト三世が眠ねむられているという霊れい廟びように行き、その力を借りることができるかもしれないと思っているのです」

　突とつ然ぜん、そんなことを言われても、と思った二人だが、もっと聞いてみようとはした。

「わたしは、この神しん殿でんでそうした書物を見つけたのです。それには、歴代の皇帝や愛あい妾しようのことなどが書いてあるのですが、十三廟についても記しるしてありました。ホテプト三世も〝眠りにつかれた〟ということで、こうした十三廟のそばに自らの霊廟を建て、そこに入っておられます。皇帝は死後の世界を研究し、自らを犠ぎ牲せいにして、やがてソラステルが強大な力をもって甦よみがえられるよう準じゆん備びをしていました。そして、自ら甦られることも」

「だから、皇帝を甦らせ、いまの窮きゆう状じようを話せと──」

「その通りになるかどうかはわかりません。でも、いまのソラステルをなんとかできるかもしれない。わたしには無理でも……」

「ナツキさんはどうして探さぐらなかったの」

「わたしには街の巫み女ことして、そんな余よ裕ゆうはありませんでした。なんとか時間を見つけたいと思っていたのですが、その矢先、こんなことに」

　リコルは悩なやんだ。巫女の話はおそらく噓うそではないのだろう。こんなときに、でたらめを言うとは思えない。だが、いまそれをすることはナツキを見み捨すてることを意味する。

　かつて、闘技アリーナ場で、リコルに命運を託たくしたガシュラールのことが頭をかすめる。どうすべきなのか？

〝おい、リコル、ソラステルの陣じん営えいから、黒いペガサスが三体飛んでくる。先頭に乗っているやつは、あの司令官だ。どうする？〟

　クロックからの声が聞こえた。

　リコルはこれを聞いて、決心が固まった。

「いや、いまはそうすべきじゃない、と思う。たぶん、あいつが自ら決着をつけに来たんだろう。ぼくはそちらと対決する」

　召しよう喚かん術じゆつ師しは、わたしもという顔のファラータを連れて、表に出ていった。ナツキもわかりました、という表ひよう情じようで、それを追った。




　神しん殿でんに通じる表の庭へと、ペガサスは降おり立った。

　リコルはソラステルにしては、意外に正面から向かってきたな、という気がしたが、敵てきは何か告げたいことでもあるのだろうと感じていた。

　正面から向き合う。

　折しも空は、カプリの命運を表わすかのように、暗雲が垂たれ込こめだしていた。遠くに雷かみなりの轟とどろきが聞こえる。

　馬上の男が口を切った。

「巫み女こナツキ殿どのに申し入れたい。カプリは今後、ソラステルの庇ひ護ご下に入ることを、領りよう主しゆであるフォンド殿も承しよう諾だくされた。聞けば、あなただけがそれに不服なご様子。しかし、領主殿が認みとめたことであれば、これ以上の抵てい抗こうは無む駄だと思われる。すみやかに、この神殿から下山なされよ」

「いえ、それは認められません。父も、本心からそんなことを言ったわけではないと思います。あなたがたこそ、ここからすみやかに立ち去りなさい」

　ナツキは胸むねを張はり、気き丈じように答える。

「どうして、そのような強ごう情じようを。ソラステルを信しん奉ぽうするというのが、これまでのカプリであったはず」

「わたしは、いまのソラステルをこれまでのソラステルとは思っていません」

「それは失礼というものですぞ。あなたにそこまで言う権利はない」

　その通りだが、なぜかリコルはこの男の自信ありげな態たい度どに反感を持った。つい口が出る。

「巫女殿はあなたの提てい案あんを拒きよ絶ぜつされている。説得は諦あきらめていただきたい」

「貴き様さま、何者だ、いやしい召しよう喚かん術じゆつ師し風ふ情ぜいが」

　いかにも挑ちよう発はつ的な言葉。これにはリコルもむっとした。

「わたしは、リコル・エイキンと申すもの。確たしかに、召喚術は操あやつりますが、いやしいとはどういうことか。説明されよ！」

　相手は、この言葉を聞き、一いつ瞬しゆん黙だまり込んだ。その表情に驚おどろきのようなものが走る。

　リコルにとって、これは意外だった。もちろん、これから向かうソラステルで名前を知られるのはまずいと思えたが、思わず口をついて出てしまっただけなのだ。

　そんな、ぼくの名前がソラステルの将しよう軍ぐん級きゆうに知られているはずがない。

　しかし、司令官ジャルダンはそうは思っていなかった。

　リコル・エイキン、よもや……。

　馬上の男にとって、これは思いもかけない相手だった。

　かつて、ジャルダンがそうは呼よばれていなかった頃ころ。

　サザンの将軍にして、〝比ひ類るいなき知ち将しようハメルン〟の名を轟とどろかせていた頃。彼は王宮でも幅はばをきかせていた。そして、リコルの父、ファルド・エイキンとマロリング家の娘むすめの婚こん姻いんの顚てん末まつも承知していたのだ。

　エリーナは美しく、当時、宮きゆう廷ていの花として、若わか者ものの間でも憧あこがれの的だった。ジャルダンもそうした一人ではあったが、ファルドの類たぐいまれなる召喚の力を見たときには、彼女がファルドを選んだことには納なつ得とくできたものだった。この二人ならお似にあいだと。

　そして、リコルが赤ん坊ぼうの頃、知り合いでもあったジャルダンはファルド家を訪れ、そのときリコルをその胸に抱だいたこともあるのである。

　そして、その後のファルドの失しつ墜ついと、エリーナの出しゆつ奔ぽん──ジャルダンも心を痛いため、エリーナの消息については、それらしい事実を摑つかんだと思ったこともあった。だが、それを確たしかめるまもなく、今度は彼自らが、騎き士し団だんの確かく執しつに巻まき込まれて失墜したのである。
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　そう、サザンとは、まっとうな人間が生きるには、あまりにも世せ知ち辛がらすぎる。

　彼はそうして、いまやソラステルの側についた。

　しかし、自分の身を振ふり返れば、なんたる皮肉。ここで対決しているのは、かつての友の息むす子こ、リコルだというではないか。

　戦うのか？　自分の境きよう遇ぐうと似た立場に追い込まれた男の息子と、血で血を争う戦いを？

　だが、瞬しゆん時じにかけめぐった思いをジャルダンは押おし殺した。

　いや、いまわたしはソラステルの使命を果たさねばならぬ。使命を遂すい行こうできぬとは、おのれの人生に鑑かんがみても恥はじること。例え、いかに欺あざむかれようとも、任にん務むを果たすことと、私し情じようは別物だ。

「ほう、われに戦いを挑いどもうというのか、まあいい。なんじが誰だれの側につこうと、わが使命を阻はばむものには、死あるのみ！」

　ジャルダンはそう語ると、その剣けんをまっすぐに若わか者ものへと向けた。

　明らかな宣せん戦せん布ふ告こくだ。リコルが進み出る。

　ファラータはリコルをかばおうと前に出ようとしたが、その腕うでをリコルは制せいした。

　相手は司令官、仲間を連れているとはいえ、独ひとりで進み出、その剣先はリコルに向けられている。明らかにこれは一対一の勝負ということだ。

　もちろん、重装そう備びの相手に対して、ひ弱な召しよう喚かん術じゆつ師しがその体力で戦うことなどできない。その呼びだした魔ま物ものと戦って、決着をつけようということなのだろう。

　リコルはこうした戦いを予想しなかったわけでもないが、この男の奮ふん戦せんぶりを眺ながめていて、容よう易いな敵てきではないと感じていた。あの巨きよ大だいな蟻ありを一いつ刀とう両りよう断だんした膂りよ力りよく、背はい後ご空中からの攻こう撃げきにも寸時に切り返した瞬発力。彼に勝つには、そうした力と技わざを抑おさえる巨大な魔物を出しゆつ現げんさせるしかない。

「リコル、大だい丈じよう夫ぶ？　かなりできるわよ、こいつ」

　戦い慣なれしたファラータは、即そく座ざに相手の力量を見切ったのだろう。

「……と思う。ぼくにできるかどうかわからないが、とにかくあいつを呼んでみよう」

　リコルには一枚の切り札があった。これまで試ためしたことはないが、習い覚えた魔ま獣じゆうのなかでは最大級のものだ。

　相手は微び動どうだにせず、突つっ立たっている。

　召喚術師はいつものように懐ふところに手を入れると、札を取りだして、それを空中に投げた。




　盟メイ約ヤクニヨリテ、ワレノ許モトニ来タレ

　巨大ナル翼ツバサモチシ、七色ノスバヤキモノヨ
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　いつもよりはるかに巨大な窓まどが現われ、そこから登場したのは、これまでファラータも見たことのないものだった。

「あれは？　竜りゆう？」

　なにも知らないナツキなど、驚おどろきに口をあんぐりあけている。

〝ちがうね、あれはソニック・コンドル、一部では大極ごく楽らく鳥ちようとも呼ばれているやつなんだ〟

　クロックの説明はリコルにしか聞こえなかった。

　そいつは鮮あざやかな羽根をしていた。赤、黄、緑、青、それらが微び妙みように混まじりあい、虹にじのようにもみえる。しかし、普ふ通つうの鳥というには巨きよ大だいだった。大きさは、そう、竜ほどもあろうか。くちばしや足は確かにコンドルともいえる。

　ただ、リコルは制せい御ぎよに苦労していた。呼び出す魔ま物ものの大きさは、やはりその召喚能力と関係している。しかも、巨大な魔物は、おいそれといるものではない。その珍めずらしさゆえに同調するのも大変なのだ。

　この生き物は普ふ段だんは密みつ林りんに棲せい息そくしているのだが、いきなりこんな丘おかの頂ちよう上じように呼び出されたことから興こう奮ふんしていた。


　大だい丈じよう夫ぶだ、おまえの世界からそう離はなれていない。

　ここでの役目が済すんだら、すぐに元のところに戻もどれるぞ。



　なだめ、すかし、おだて、安心感を与あたえる。最近は召喚慣れしているリコルにとっても、それは試練であり、努力を要するものだった。

　ジャルダンは驚いた。このような見慣れぬ巨大な魔物を呼び出せるとは、ファルドの息むす子こはそこまで成長していたのか。

　が、考えてみれば、無理もない。あのファルドの血を受うけ継ついでいるのだ。ほとんどサザンの宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しまちがいないと思われていたファルドの。

　ようやく巨大鳥との契けい約やくも交かわされたようだ。鳥は、早くこんな仕事を終えてしまいたいとでも言うように、そのくちばしを下に向けた。そして、急きゆう降こう下かする。

　激はげしいはばたきにジャルダンは顔を覆おおって、逃にげたい衝しよう動どうに駆かられた。必死にそれを我が慢まんずる。

　隙すきあらばその頭部に剣けんの一いち撃げきを──と、思うまもなく、体は横転していた。

　早い、とても、及およばない速度だ。

　いつもの妖精竜フエアリー・ドラゴンがいたとしても、こいつには勝てないだろう。

　必死に体勢をなおし、待ち受けようとする。巨きよ大だい鳥ちようはそれを見て、新たな作戦を思いついたようだ。前よりも高度を下げ、激しく翼つばさを波打たせたのだ。

　ジャルダンはたまらず、転がった。

　そこへと急降下する。なんとか司令官は横に転がったが、体勢を立て直せない。

「危あぶない、ジャルダン様」

　司令官のお付きの者が叫さけぶと同時に、天馬ペガサスの横に置いてかぶせてあった布ぬのをめくった。

　ファラータはそれを見て、意外な気がした。何か危き険けんなものかと思いきや、それは小さな桶おけにしか見えない。

　いったいなんだろうと思う間もなかった。

　それまで暗雲垂たれ込こめていた天が、にわかにかき曇くもったかと思うと、大きな雨あま粒つぶが落ちてきたではないか。たちまち、それは激はげしい雨に変わる。

　大変な天気になった、と慌あわてるファラータやナツキ。事態を正せい確かくに把は握あくしていたのは、クロックくらいだった。


　まずい、極ごく楽らく鳥ちようは雨に弱いんだ。



　リコルはたちまちその影えい響きようを受けていた。荒あれ狂くるう嵐あらし──それは外の天候ではなく、コンドルの狼ろう狽ばいだった。

　嫌いやだ、この濡ぬれてべたべたする感覚は──森の岩いわ陰かげに戻もどりたい──そうした強きよう烈れつな欲よく望ぼうが頭を占せん拠きよする。何とか、はやく仕事を済すませよう、というリコルの思いがそこに割わって入り、コンドルはどっちつかずのまま、ふらふらとジャルダンの方に向かった。

「余よ計けいなことを！」

　ジャルダンは心中穏おだやかではなかったが、目の前の怪かい鳥ちようを逃のがすはずはない。その〝果か断だんの魔ま剣けん〟は、いままでの速度をなくした鳥に強烈な一いち撃げきを見み舞まった。

　首くび筋すじをすぱっと断たたれた魔鳥はたちまちどうと地面に着地した。その体は、もう動きを見せていなかった。

　召しよう喚かん術じゆつ師しは、心に激しい衝しよう撃げきを受け、やはり地面に倒たおれ伏ふした。もともと無理な召喚をしていたのだから、とても耐たえられなかったのだ。

　慌あわてて駆かけ寄るファラータを尻しり目めに、ジャルダンは味方に告げた。

「馬ば鹿か者、手助けなど誰だれが頼たのんだ。まあ、起こってしまったことは仕方ない。それをしまえ」

　部下が再ふたたび、桶に布をかぶせる。しばらくすると、天候は回かい復ふくしていった。

〝そうか、あそこにいたのはレインスラッグだな〟

　クロックは、天候が悪いときには雨を降らすという、その生き物に思い至いたったが、後の祭りだった。

　ジャルダンは一歩踏ふみ出す。

「小こ僧ぞう、悪いが、勝たせてもらった。言うことを聞いてもらうぞ」

「まだわたしがいるわよ！」

　倒れたリコルをかばいながら、ファラータが気き丈じように言い放つ。しかし、彼女にもこのおそるべき腕うでをもつ司令官に対たい抗こうできる自信はほとんどなかった。

「待ってください、わたしがすべての責せき任にん者しやです。この人たちに罪つみはありません。わたしをその剣にかけてください。それですべてが終わるのであれば……」

　ナツキが前に進みでた。

　ジャルダンは一いつ瞬しゆんためらう。

　かつての騎き士しとして、女おんな子こ供どもをその手にかけられるのか？

　だが、いまの自分はそうした者ではない、という意い識しきもあった。

　空むなしい勝利だな、戦いに空しさを感じるようになっては、おれもおしまいか。

　しばし迷まよいの時が過すぎる。

　しかし、いつかは決けつ断だんしなければならない。

　ジャルダンがついに剣けんに手をかけたときだった。

　野や営えい地ちの方から、黒いペガサスが一羽、神しん殿でんへと姿すがたを現あらわした。どうやら急使らしい。

　降おり立った部下は、転がるようにジャルダンに手紙の筒つつをわたした。それを読むジャルダンの顔つきが変わった。

　と、思いもかけぬ哄こう笑しようが司令官の喉のどから洩もれる。それは、しばらく続いた。何だろうと思う一行に、ようやく男は告げる。

「巫み女こ殿どのよ、あなたはよくよく運がいいらしい。われらは、この場をいったん去らねばならぬようだ」

　なにを言われているのか、わからない表ひよう情じようのナツキを残して、ペガサスの一いち団だんはそそくさと、帰り支じ度たくをはじめたではないか。

「どういうことなのですか？」

「神の祝福か、きまぐれの摂せつ理りか、われらは別に矛ほこ先さきを向けねばならなくなった。おそらくは、皇こう帝ていのきまぐれであろうがな。われも皇帝についての巫女殿の言葉を、とくと胸むねに留とどめおこう」

　その顔には、苦々しさが浮うかんでいた。が、そこには、なぜかほっとした表情もあるようにファラータには思えた。

　黒い馬が飛び去ろうという一瞬、司令官は召しよう喚かん術じゆつ師しに向かって告げた。

「ファルドに伝えておけ。おぬしはすばらしい息むす子こを得た、とな」

　しかし、リコルにその言葉はいまだ聞こえなかった。







　第三章　ソブリニの二つの顔







「ああ、また……もうこれで、三足目だわ。足にマメもできたし。どうしてシスの街にいなかったのかしら」

　見れば、靴くつに見事に穴あなが開いている。少し血がにじんでいるのを見ても、マメというのは噓うそではなかった。

　ガスパーニュは、これは大変と、メイファーを近くの露ろ岩がんにかけさせ、破やぶれた靴を脱ぬがせてから手当をする。エンリケは、前をさっさと歩いていってしまいそうな案内役と兵たちに、ちょっと止まるようにと告げに行った。

　十数人の一行だった。

　元はヒッポスの街を陥かん落らくさせ、そこで激しい攻こう防ぼうを繰くり広げたソラステルの精せい鋭えいたち。それにガスパーニュら三人だが、他にシスの国からメイファーらの荷物を運ぶ者たちもついてきていた。

　またかという顔をソラステルの軍人たちはしていたが、ガスパーニュはかまわなかった。

「もう少しの辛しん抱ぼうだからな。なにせおれたちは、サザンにみまがうっていうソラステルの都ソブリニに、もうすぐってとこまで来てるんだからな」

　盗とう賊ぞくの言葉にまちがいはなかった。シスを出てから一週間、途と中ちゆうまで馬に乗ったり、かなりのペースで進んできたからだ。ここ山がちな地形となって、また歩くのに戻もどしたところ、お姫ひめ様さま扱あつかいのメイファーの足が滞とどこおりがちとなったのだ。

　もっとも、メイファーの不満は慣なれぬ旅だけではなかったが……。

「どうしてそんなに急ぐのですか。シスでわたしたちは充じゆう分ぶん幸せになれるのに」

「また、その話かよ。オレはサザンと力を二分するソラステルの皇こう帝ていに呼ばれたんだぜ。いいかげんにしてくれよな」

「はいはい、お二人とも。もう少しというのはまちがいないですから。メイファーもだだっ子にならないで」

　エンリケの言葉には、人を鎮しずめる効こう果かでもあるのだろうか。メイファーはそれ以上、なにも言わずに旅を再さい開かいしたのだった。




　道すがら、メイファーの不満ももっともだなと、ガスパーニュは感じていた。

　なにしろ、古い時代のお姫様だ。一行がヒッポスを逃のがれたあと、シスの国で手て柄がらをたて、そこでの栄達が可か能のうになりかけたとあれば、たとえソラステルの皇帝からお呼よびがかかったとはいえ、ほいほい従したがうのに難なん色しよくを示しめすのは当たり前かもしれない。
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　シスか──いい国だよな、と思わず盗賊はひとりごちた。

「いい国ですね。でも、だからこそ危き険けんだ」

　思わず答えが返ってきたので、そちらを向く。

　エンリケが、まるで彼の思考を読んだように、にこやかに微笑ほほえんでいた。

　そう、ガスパーニュはエンリケの知ち恵えで、今回もシスでうまく立ち回ったのだ。

　シスでは、王に世よ継つぎがなかった。こうしたときこの国では、次代の王たるべきものは〈呪のろわれた迷めい宮きゆう〉に挑いどみ、そこから神しん託たくと呼べるしるしを持ち帰ることで後こう継けい者しやと認みとめられる。

　そして、年老いた王には、早急に次代の王を決めなければならない時期が迫せまっていた。

　もちろん、それまでにも勇ゆう敢かんな若者たちが挑んでいたが、その試みはことごとく失敗に終わっていた。

　同じく王家を継ぐ家いえ柄がらということで、王おう妃ひと話があったメイファーは、それをガスパーニュに伝え、盗とう賊ぞくはその難関に挑んだのである。

　危あやういところだった。そのままなら命を落としていたにちがいない。

　しかし、おそるべき迷宮をエンリケの機転で、ガスパーニュは音を頼たよりになんとかくぐりぬけ、神託を持ち帰ったのである。

　もちろん、問題はあった。結果は吉きちと出たが、よそ者が次代の王となれるのかどうかで議ぎ論ろんとなり、決定はいったん保ほ留りゆうとなったのだ。

　それに、そもそもガスパーニュらは、ソブリニに結果を報ほう告こくしなければならない義ぎ務むもあった。指し揮き官ジョーキンスにしてみれば、早く報告して栄達を望みたい。中立を曲げさせたシスとの交こう渉しようという面も残っていたが、そこでガスパーニュに勝手な行動をされ、目立たれては困こまるのだ。

　だが結局、メイファーは王家の歓かん心しんを買うことに成功し、内々でやがてはガスパーニュが次代の王になれそうだという約束をとりつけられたのである。

　メイファーにとって、これは自らの理想の実じつ現げんではないかとさえ思えた。だから、早急にソブリニに出頭せよ、皇こう帝ていセルジュク自らが聞き及およびたい、という報しらせがシスに届とどいたときも、自分は行きたくない、と渋しぶったのだ。

　シスか、そこで落ち着くのも一つの手ではあるな。

　──メイファーの横顔を見やりながら、ガスパーニュは考え込んだ。

　美しい女だ。おれには王なんて関係ないだろうが、こいつにしたら一生の出来事なんだろうな。なりたけりゃ、メイファーがなれればいいのに。だけど、そうもいかんか。

　それに、現げん在ざいのソラステルとシスの関係もある。王になったはいいが、それをいいことに、ソラステルに即そく併へい合ごうを迫せまられ、結局にっちもさっちもいかなくなったら、元の黙もく阿あ弥みじゃないか。女にゃ、そうしたことが見えないからなあ。ここはやっぱり、ソラステルなり、セルジュクというおっさんを拝おがんでおかないとなあ……。

　いかにも盗とう賊ぞくらしい考え方に戻もどれたので、宙ちゆうに浮うく思考を打ち切り、いつもの足取りに戻すガスパーニュだった。




　それから一時間ばかり。

　峠とうげから見ると──横手の山さん腹ぷくにその街はあった。

　山が燃えている。

　ガスパーニュらには、そうとしか見えなかった。

　中腹に、これまで見たこともない尖せん塔とうと丸い屋根をもつ建物がいくつもそびえ、その中央には、立りつ派ぱな建物があたりを睥へい睨げいするかのようにいすわっていた。おそらく宮きゆう殿でんだろう。そうした塔や宮殿以外にも、さまざまな建物が広大な区画にひしめいている。それは遠くから見てもはっきりとわかった。

　だが、忽こつ然ぜんと現われたその大都市の周囲は、燃え盛さかっているようにしか見えなかった。

「……火事じゃないですよね」

　一いつ瞬しゆん、息を吞のんだメイファーが、うかがうようにガスパーニュを見る。

　ガスパーニュもこんな光景は知らなかったので、何も言い返せない。

「火か炎えん樹じゆでしょう、たぶん──でも、これはすごい」

　エンリケも半はん信しん半はん疑ぎのようだ。

「その通り。あれが光の都──ソブリニだ。火炎樹は通つう常じようでも熱と光を発するが、いまは熱を抑おさえて、より光を発するようにしてある。これを見ても、ソブリニの力がいかに偉い大だいであるかわかろう」

　いつのまにかそばに寄よってきたジョーキンスが、自じ慢まんげに説明する。色あさ黒い典型的なソラステル人だ。

「へえ～、抑えてってことは、熱を出すこともできるんだな」

　いかにも驚おどろいた、という風をみせるガスパーニュ。

「ああ、敵てきが近づいても、あれが光の代わりに高熱を発するようにすれば、そいつらはひとたまりもない。いわば火炎樹が自然の要よう害がいになっている。だれも近寄れん無敵の都、それがソブリニだ」

　無敵といわれることで、そいつはいずれ陥かん落らくするように宿命づけられるんだぜ、と内心思ったものの、盗とう賊ぞくは素す直なおにうなずいておいた。しゃべりたい奴やつには、しゃべらせるに限かぎる。ただで、それなりの情じよう報ほうがもらえるなら、こんなに楽なことはない。

「で、おれたちはあの宮きゆう殿でんにいくわけかい」

「そうだ、皇こう帝ていのセルジュク様がじきじきに会いたいと言っておられる。盗賊風ふ情ぜいにはもったいないことだがな」

「あれを見て、ガスパーニュ。何か上って行くわ」

　メイファーが指差した。言うとおり、都の外がい壁へき、火炎樹の壁かべの下の斜しや面めんを煙けむりを上げながら、四角いものが上っている。

「何だ、あれは？」

　ふふ、気がついたかと言わんばかりにジョーキンスは告げた。

「あれは蒸じよう気き軌き道どう車しやだ。ソブリニに行くにはけっこう坂がきついので、あれに乗れば楽だ。まあ、驚くことは他にもあるぞ」

　愉ゆ快かいそうに言ってから、指揮官は去っていった。

　ガスパーニュはその自信に反発めいたものを覚えたが、確たしかにいま眺ながめるソブリニの異い観かんに、これまでにない興こう奮ふんを覚えていたのも事実だった。

　ここで、おれには何が待っているのだろう。

　ま、どちらにしても、損そんはないはずだぜ。

　エンリケを眺めると、吟ぎん遊ゆう詩し人じんは相変わらず、その蒸気軌道車を細かく観察している様子だった。




　ソブリニは活気に満ちた都だった。

　ガスパーニュは、自分たちが見た蒸気軌道車によって市の門をくぐるとは思っていなかったが、その乗り物は思ったよりも快かい適てきだった。

　振しん動どうはあるものの、力強く車体を引き上げ、火か炎えん樹じゆの外壁はトンネルによってくぐる。乗ってから半時間もすると、一行は南の大国の首都の大通りに立っていた。

　やはり、これまでとかなりちがう。

「異種族が多いですね」

　エンリケが言うまでもなかった。街のあちこちには、ネズミに似にたポケット族や、猫ねこを思わせるケット・シーたちの姿がある。そして、もちろん、豚ぶたに似た顔のオークたち。あの大おお柄がらなのは、オーガー族か、それとも、ハーフなのか。

　しかし、ソラステルの人間そのものが色あさ黒く、頭に変わった形の帽ぼう子しをかぶったり、髭ひげを蓄たくわえたものが多かったりと、これまでのサザンとは趣おもむきを大きく異ことにしていた。

　異国なのだ、ここは──盗とう賊ぞくは改めて実感した。そのとき、賑にぎやかな音が聞こえてきた。

「わあ、きれい！」

　声の主はむろん、メイファーだ。そちらに振ふり向くと、思わずガスパーニュも目を剝むいた。花はな園ぞのが移い動どうしている?!

　先ほどまで乗ってきた蒸じよう気き軌き道どう車しやくらいの大きさのものが、ゆっくりとこちらに向かってくる。

　前部に煙えん突とつのようなものがあって、それから煙けむりが出ているので、おそらくあの軌道車と動く原理は同じなのだろう。

　ただ、四角いそれは全体がさまざまな蔦つたや花で覆おおわれていた。そして、箱の上には、美女が三人立ち、微笑ほほえみながら手を振ふっている。後ろからは楽隊が付いてきていた。

　行き交かう人々も、しばし立ち止まって眺ながめている。

「ああ、あの軌道に沿そって動いていくんですね。さっきのと原理は同じですか」

　エンリケが冷静に告げた。そのとおりだ。箱の前には二本の軌道が曲りながら、ずっと先まで伸のびていた。

「お祭でもあるのかしら。なんだか街が浮うき立ってるわ」

「ああ、それに人も混んでるしな」

「そうだ、あと一週間すれば、この街で最大の祭〈火祭〉が行なわれる。このソブリニを支ささえるいろんな種族の演だしものがあったりして、もっと賑やかになるぞ」

　ジョーキンスがまた口をはさんできた。

「さあ、きょろきょろしないで、早く進め。宮きゆう殿でんは、ここをまっすぐ抜ぬけていけばある」

　そう、これからも楽しいお祭になるんだぜ、と盗賊は思った。




　王宮はさすがに壮そう大だいなものだった。赤を基調にした立りつ派ぱな門をくぐり、緑に彩いろどられた前庭を通り過すぎる。

「街はサザンの方が大きいですけど、王宮はこっちの方が立派ですね」

　エンリケがごく客観的に語る。

「まあ、サザンは教きよう皇こう庁ちようや〈大学院アカデミア〉がでかい顔してて、王ってそんなに権力ないからなあ」

「言われてみれば、昔からの国って、こういうのが普ふ通つうなんでしょうねえ。サザンがちょっと変わってるのかな」

「ほんと、サザンってのは妙みような国だぜ。でも、気をつけないとな、こっちは王様が絶ぜつ大だいな権力持ってるわけだろ。目め障ざわりだったら、首ちょんぱ、だもんな」

　盗とう賊ぞくはおどけて首をこするふりをする。

「王様だけじゃなくて、宗しゆう教きようも時と場合によってはこわいですよ」

「ソラステルの宗教って、どうなってるんだろ。少し気になるな」

「ほら、ぶつぶつ言ってないで早く進まんか」

　指し揮き官が急せかした。さんざん手間をかける三人にいらだっているようだ。メイファーは気の進まない様子で付いてきている。豪ごう華かなソラステルの王宮も、さして彼女には感かん銘めいを与あたえないらしい。

　一行は中庭を抜けて、謁えつ見けんの間へと進んで行った。




「おまえたちが今回のヒッポス作戦を率ひきいてくれた者たちか。なかなかの結果だと聞く。それに、シスでも思いもかけぬ成果をあげてくれたとか。よくやったぞ」

　ガスパーニュたち三人は、セルジュクの前に平ひれ伏ふしていた。顔を上げる。

　謁見の間はそれほど広くなかった。そこにいるのは帰き還かんした者たちと皇こう帝てい、そのとりまき、警けい護ごの者くらいだ。

　そして、ソラステルの皇帝は小こ柄がらだった。ずんぐりとした体たい軀くに大きな冠かんむりを載のせ、金銀の豪ごう奢しやなローブを身にまとっているさまは、あまり権けん威いとか威い厳げんとかを感じさせるものではない。しかし、周りの者はみな、畏おそれ敬うやまっているようだ。

　少なくともガスパーニュを除のぞいては。

　盗賊である彼は、こんな晴れがましい場所に出ることはほとんどなかった。だが、雰ふん囲い気きやしゃべりかたなどから、かなり人より早く相手の特とく徴ちようをつかむことはできた。たまに外れることはあっても、その直感は当たっている方が多い。

　こいつ、成り上がりくさいな。

　彼の感想は、一言でまとめるとそういうものだった。

「皇帝よりお誉ほめの言葉を預あずかった。ありがたく頂ちよう戴だいせよ。して、ジョーキンス指し揮き官、遠えん征せいの結果を報ほう告こくせよ」

　ジョーキンスが直立の姿し勢せいをとる。かなり緊きん張ちようしている。

「はっ、皇帝陛へい下かより、身に余あまるお言葉、感かん謝しやのしようもありません。

　わたくしどもは、〈火か炎えん城じよう塞さい〉にてゴルムス司令官の命を受け、ヒッポス攻こう略りやくに全力を尽つくしました。首尾よく瞬しゆん時じにてそれを陥かん落らくせしものの、三日後にサザンよりの大部隊の逆ぎやく襲しゆうを受け、やむなく撤てつ退たいに至いたりました。当地をソラステル支し配はい下に永えい遠えんに置くことができなかったのは残念至し極ごくでありますが、サザンの大都市を陥落させ、その防ぼう備びを確たしかめ、内部資し料りよう等持ち帰れたのは、まことに幸運でございます……」

　ジョーキンスは放ほうっておけば、言葉を飾かざりながら、延えん々えんとしゃべっていきかねなかった。

　皇こう帝ていはもう事実をほとんど知っているはずで、眠ねむたそうな顔をして聞いている。しかし、そう見えながらも、その小さな目は意外に的てき確かくに周囲をねめ回していると、ガスパーニュは気づいた。

　この皇帝は、ひょっとしたら、油ゆ断だんのならないやつかもしれん。

　そして、その視し線せんは、だらだらとしゃべり続ける指揮官よりも、ガスパーニュに送られているようにも感じられた。

　しばらく皇帝を観察していると、両耳に傷きずのあるのが見えた。戦いで怪け我がでもしたのだろうか？

　ガスパーニュが思考にふけっていると、鋭するどい声があった。

「しかし、貴き公こう、攻略にさいして用いた破は城じよう砲ほうやオーク部隊はどうしたのだ。いままでの報告には欠けておるぞ」

　その場の者たちが一いつ斉せいに視線を送る。

　声を出した男は長身だった。白い髪かみ、いや、銀ぎん髪ぱつをさらりと背せに垂たらし、紺こんの軍服を粋いきに着こなしている。顔色はあさ黒いが、耳がとがっているところを見れば明らかにエルフだ。

　噂うわさに聞くソラステルのダークエルフだろう。

　エルフは通つう常じよう、森の中に閉とじこもって暮らし、肌はだの色も白い。しかし、ここ南方ソラステルの彼らは陽ひに焼け、人間社会をはじめ他種族とも交わることで有名だ。

　しかし、ちがいはそれくらいで、彼らもエルフ独どく特とくの長命や魔ま術じゆつに長たけた性せい質しつ、全ぜん般ぱんに高い知ち能のうを有している。

「レティキュール卿きよう、いまはジョーキンス殿どののお話し中なのだが……」

　式部官からたしなめるような声がある。

「わかっている。だから、わからない部分を聞いているのだ」

　レティキュールと呼よばれたダークエルフは憤ふん然ぜんと答えた。ぞんざいな口調。頭は切れるが、相当居い丈たけ高だかなやつだな、とガスパーニュは思った。

　話の腰こしを折られてちょっと焦あせった指揮官だが、ようやく気を取り直したらしい。

「もちろん、破城砲はこちらの秘ひ密みつがわからぬように、あと形もなきよう破は壊かいしました。オーク部隊はシミタール副官をはじめ、その作業に献けん身しんし、英えい雄ゆう的な死をとげました」


　けっ、ものは言いようだぜ。



　ガスパーニュの思いがどこまで伝わったのか、周りからどよめきが洩もれる。しかし、それはこの指揮官を非ひ難なんしているだけのものではないようだった。

「貴公、わが国の重要な兵器と優ゆう秀しゆうな人材を失っておいて、そうまで手て柄がら顔でよくおれるな！」

　なおも相手を攻こう撃げきせんばかりのダークエルフの厳きびしい言葉に、さすがにジョーキンスも切れかけた。

「お言葉ですが、レティキュール卿、こうした敵の懐ふところに潜せん入にゆうするような危き険けんな使命では、それ相そう応おうの犠ぎ牲せいはつきもの。あなたこそ、ここ王宮に安居して、そうしたことはいくらでも……」

「なに！　われが卑ひ怯きようとでも──」

　危あやうく口論になりかけたそのとき、皇こう帝ていが口を開いた。

「レティキュール、そう厳しくとがめるな。今回の手柄は──そう、手柄と余よは考える。なにしろ、サザンのたわけどもに泡あわをふかせたのだからな──ジョーキンスによるものだ。レティキュールも言うように、完全とは言い難がたいが。オークのシミタールは、腕うでの立つ者だったゆえにな。まあ、相応の報ほう酬しゆうは与あたえよう、後ご刻こくを待っておれ」

「はっ、ありがたき幸せに存ぞんじます」

　ジョーキンスは一礼をし、ダークエルフは苦虫を嚙かみつぶしたような顔になった。

　ガスパーニュは、皇帝の間に入るタイミングのよさと、そのとりなしかたの巧たくみさに少々驚おどろいた。皇帝ともなれば誰だれかにまかせるか、どちらかの肩かたを持ち、片かた方ほうをきつく叱しつ責せきするのが普ふ通つうなのに、公平にそれぞれの言い分を通している。こいつは、ますます抜ぬけ目がないやつだ。

「ところで、ヒッポス攻略のみならず、シスでもおまえたちはなかなか活かつ躍やくしたと聞くが」

「いえ、大したことではございませんが、シスとの友好関係をさらに深める……」

　ジョーキンスが慌あわてて、割わって入った。ガスパーニュらにはしゃべらせたくないらしい。もしくは、あくまで自分の功こう績せきにしてしまいたいのか。

「おまえには聞いてはおらぬ。そこにおる者がシス王家の難なん題だいを解かい決けつしたとか」

「ガスパーニュ、答えよ」

　皇帝の指し示じに応こたえて、式部官が名を呼んだ。

　おやおや、おれにもお鉢はちが回ってくるのかい。ここじゃ、しゃべりすぎは禁きん物もつだぜ。

「恐おそれ多くも陛へい下か、わたくしめはたまたまシス王家の不幸を解決できましただけで」

　いつものように下手に出る作戦だった。そう言いつつも、皇帝セルジュクの反応をうかがう。

　相手も、その小さな目で探さぐるように盗とう賊ぞくを見た。

「何でも、シス王家には跡あと継つぎがおらず、おまえがその後こう継けい者しやと見られておるとも聞くが」

　もう情報は筒つつ抜ぬけになっているわけか。当然だろうな、今回の謁えつ見けんは儀ぎ式しきみたいなものだろう。それと、おれがどんなやつか見抜くってことと。

　世間慣れした盗賊は、ここでは噓うそいつわりを述のべても意味はないし、逆に調子に乗ってもまずいだろうな、と判はん断だんした。

「確かに、後継者のしるしを持ち帰ったことで、ひいき目に見てもらってはいると思います。ただ、こんな流れ者風ふ情ぜいにそこまでは……」

「で、どういう成り行きだったのじゃ」

　ジョーキンスが冷や冷や顔でこちらを見ているのもわかったので、ガスパーニュは彼の顔をつぶすことなく話を即そつ興きようで語り出した。

　エンリケの伴ばん奏そうでもついていれば、その話はかなりの印いん象しようを与あたえたことだろう。

　盗賊は迷めい宮きゆうでの冒ぼう険けんを、いちばん目を引くところのみに絞しぼって語った。酒場でこうした話をいつもやりとりしている者にとっては大したことはないのだが、謁見の間にいた者たちには耳新しかったようだ。終えたときには、どよめきが伝わった。

　皇こう帝ていも興きよう味み深げに聞いていた。

「なるほど。見事な知略ぶりだな。そうしてシス王家の信しん頼らいを得てもらったことは、余としてもありがたい。だが、あそこが約束したことがもしあったとしても、ゆめ信用しては馬ば鹿かを見るぞ。余とてこれまでにも何度も経けい験けんしたしな。おまえは、これからもいろいろと使えるだろう。ブレイゾンの指示を待ち、しばらくソブリニの栄えい華がを楽しめ」

　ブレイゾンとは、ヒッポスでガスパーニュをソラステルに連れ帰せと指示した男だった。ガスパーニュにはいちばん気になる存そん在ざいだったので、ここでもどこにいるのかと探したのだが、謁見の間には見当たらなかった。

「御ぎよ意いに」

　ちらっと目をやると、安心顔のジョーキンスとは対照的に、ダークエルフの顔に対たい抗こう意識のようなものがめらめらと燃もえているのが、はっきりとわかった。




　その夜はパーティとなった。

　折りしも〈火祭〉が近いことと、ガスパーニュらがサザンにひと泡あわふかせたということで、ソブリニ王宮でも大きな催もよおしとして開かれることになったのだ。

　一行は準じゆん備びに余念がなかった。

　とは言っても、ガスパーニュはどんな連中が来ているのか観察したかっただけなので、特に忙いそがしいというわけではない。エンリケは吟ぎん遊ゆう詩し人じんということもあり、ひょっとしたら一曲所しよ望もうされるだろうと思われたので、例の弓楽器をせっせと手入れしていた。

　用意に時間をとっているのはメイファーだった。

「おお、これはお姫ひめ様さまの登場だぜ」

　現あらわれた彼女を見て、ガスパーニュが口くち笛ぶえを吹ふいた。

　普ふ段だんはあまり化け粧しようしない方だが、その夜の彼女は見み違ちがえるほどだった。薄うすい絹きぬのドレスはほとんど透すけてみえるようで、ゆったりとそれを腰こしの辺りで締しめている。胸むな元もとに輝かがやく首くび飾かざりはこれまで見たことのないもので、何重にもなったそれには紅玉ルビーや翠玉エメラルドがいくつも光っていた。顔の化粧も古代王国期にあわせたものか、独どく特とくで、額ひたいにきらきらとしたものを付けているのが目についた。

「そうですね、これは目立ちますね」

「まあ、せっかく豪ごう華かな夜会があるというんですから、これくらいはしないと」

　ガスパーニュはまじまじと見つめながら言った

「あんまり目立つと、あの皇こう帝ていとやらのハレムに召めし上げられるぞ。あいつ、見るからにスケベそうだから」

　それを聞くと、メイファーは露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「やめてください。ほんとはこの恰かつ好こう、シスの国でしたかったんです」

　とんだ藪やぶ蛇へびだった。彼女はまだシスの国への未練がたっぷりなのだ。

　気づいたガスパーニュはあわててとりなした。

「まあ、もうしばらくさ。祭が終われば、帰れるかもしれないし。おれがあの国に気にいられてるのは、周知のようだし」

「そうですかね。ガスはまだまだここで使い道がありそうと、皇帝に思われてるみたいですよ」

　エンリケのセリフに不安な予感を覚えながらも、ガスパーニュは言いきった。

「大だい丈じよう夫ぶ、ここではちょっとの間観察するだけさ。さあ、時間だ、行こう」

　一行は、新たな期待と不安を胸にしながら部へ屋やを出た。

　夜会は、喧けん噪そうを極きわめていた。

　王宮の大広間で行なわれるそれには、さまざまなものが入り交じっている。

　最初は目立つだろうと思われたメイファーの衣い裳しようも、そこではむしろ清せい楚そと感じられるくらいだった。

　ここ、ソラステルはサザンや北の諸しよ国こくとはちがう。一いつ般ぱんにそれは異い国こく情じよう緒ちよという言葉で表わされるのだろうが、それよりも異人情緒と言うべきかもしれない。

　すでに街角で気づいたように、人間だけではなく、オーク、ダークエルフ、ドワーフ、リザードマン、オーガーら、いわゆる人間に近いタイプの異種族がかなりまじっている。そして、その混血ハーフの者たちも。

「聞きしにまさるものですねえ」

　エンリケがしばらくして言った。

「ぼくはいろんなところを放ほう浪ろうしましたが、ここがいちばん珍めずらしい。だいたい、オーガーなんて種族は他だと魔ま物もの扱あつかいですからねえ」

「うお～、おれが魔物だって?!　そんなことをぬかしているやつはとって喰くうぞ～」

　すぐ後ろから声がかかった。

　見れば、上半身裸はだかで、腰こしにも蓑みのくらいしかまとっておらず、隆りゆう々りゆうとした筋きん肉にくをこれみよがしに見せつけている大鬼オーガーが、牙きばをむき出して迫せまってくる。

　そいつは、ぎょっとしたエンリケの首をつかむと高々と吊つり上げた。

「お～ら～、へっぽこ吟ぎん遊ゆう詩し人じん、わが部族のいけにえの儀ぎ式しきをおまえにも見せてやろう～」

　と、広間から通じる部屋の一つに連れさろうとした。牙のある顔は猛たけ々だけしいが、口くち許もとがにんまりとゆるんでいる。一いつ瞬しゆん、緊きん張ちようしたガスパーニュだが、これはパーティの座ざ興きようだと気がついた。

「ひえ～、お許ゆるしを～」

　エンリケも事情が吞のみ込こめたようだ。かつがれて悲鳴を上げながらも、その顔は笑っていた。

「まあな、グヌッソンはああいうやつだ。オーガー部隊の指し揮き官だが、目立たないと気がすまないからな。普ふ段だんはいろいろ抑おさえておるからああなるのだ」

　振ふり返ったガスパーニュの目に、レティキュール卿きようと呼よばれたダークエルフの姿すがたが映うつった。こちらはいかにも貴公子然とした服ふく装そうだ。先ほどは遠くてわからなかったが、盗とう賊ぞくは相手の片目が義ぎ眼がんであることに気がついた。

「ああ、自じ己こ紹しよう介かいしておこうか。われはダークエルフの長でもあるレティキュール。帝てい国こくの特とく務む部隊を率ひきいている」

　なれなれしく声をかけてきた割りに、口調には一種の傲ごう慢まんさが感じられる。盗賊はここは相手に合わせておくのが賢けん明めいだろうと判はん断だんした。

「これほどまでに、いろんな種族の人たちがいるとは思いませんでしたよ」

「それが前皇こう帝ていからのソラステルの政せい策さくだからだ。もっとも、そういう人間たちが、心底他種族に寛かん大だいだとは思えんがな」

　皮肉っぽくガスパーニュを見つめ、こうつけ加えた。

「おまえもおそらく、うさん臭くさく思っているのだろうが」

「そんなことはないですよ。これまでにも、いろんな種族を見てきましたし」

　相手はじろっと盗賊を見た。

「まあ、おまえ自身も、おそらくうさん臭さではここにいる者たちとそう変わらんということか」

　おい、黒エルフ、随ずい分ぶん失礼なことを言うじゃないか、と思いながらも、ガスパーニュは情じよう報ほうを聞きだそうとした。

「そう、確かにサザンとはかなりちがいますね。考え方が」

「サザン？　あんな頭の硬かたい、人間中心論者の集まりのような国はどうでもいい。というより、早くこの世界から抹まつ殺さつしなければな。もともとこの世界には多種多様な種族がいる。サザンはそれを聖エルド教の名の下もとに、一元化し、奴ど隷れい化しようとしている」

　そうした説をソラステルなら採とるだろうが、このエルフに言われると妙みように癇かんにさわった。盗とう賊ぞくはちょっとつついてやろうと思った。

「しかし、そういうあなたが、他の種族より優すぐれていると思っているようですが」

「われか、まあ、当然だな。われらが優れているのは周知の事実。しかし、それでもって、他種族を抑よく圧あつしようとは思わん。われらの指し導どうの下に、よりよい生活を送れておればよいのだ」

　何だかんだ言って、それって、おまえの非ひ難なんしていることと同じじゃないのか。ガスパーニュは、滑こつ稽けいで笑い出したかった。盗賊はセルジュクにも興きよう味みがあったので、それを聞いてみた。

「皇こう帝ていか。まあ、才さい能のうはおありだな。われらにとっては、暮らしやすいことは事実だから」

「ずっと皇帝で？」

「何、そんなことも知らんのか。セルジュク帝はもともと摂せつ政しようで、前皇帝が眠りにつかれて三年前に皇帝になられた。オークと親しい部分もあるが、オークはこの南方では昔から勢せい力りよくがあるので、まさに適てき役やくだろう。オルクスという英えい雄ゆうもかつてはいたことだし」

　それは敬うやまっているというより、自分たちにとって扱あつかいやすい、と言っているようにもとれた。

　ちっ、ここは寛かん大だいというより、勝手なやつらばかりだぜ。とはいうものの、自分にとっては、こうした方が居い心ごこ地ちがいいのは事実だった。寝ね首くびさえかかれなければの話だが。

「ああ、われは多た忙ぼうなので、失礼する。せいぜい、この都で祭でも楽しんでおくことだな、サザンの落ちこぼれよ」

　ダークエルフは一いつ瞬しゆんで消えた。何かの技わざを使ったのだろう。

　何だ、あいつ、嫌いや味みを言いに来ただけか。盗とう賊ぞくはそう思いつつも、ダークエルフが自分を探さぐっている感かん触しよくをもった。まっ、おれに目を付けているだけましか。

　いつのまにか、メイファーはいなくなってしまっていた。エンリケも戻もどってこない。まだ、オーガーたちといるのだろうか。

　ガスパーニュは、ヒッポス以来、顔を見ていないブレイゾンを探さがしてみたが、見つからなかった。指示を待てと言われても、相手の居所すらわからないじゃないか。いいかげんなものだぜ。

　ふと、皇帝はどうしているのかと見ると、一段と高くなった席で、お気に入りの廷てい臣しんたちと戯たわむれている。

　パーティは続いていった。さまざまな催もよおしがある。祭を控ひかえていることもあるのだろう。舞ぶ踏とう会かいはもちろん、各種族の芸や、アトラクションが続く。この頃ころになると、ガスパーニュも緊きん張ちようがとけ、いつものようにご婦人方をひきつける会話で盛もり上がっていた。

　と、そのとき、皇帝の座ざのそばにいたガスパーニュのそばをちょろちょろと走り抜ぬける姿があった。なんだろうと思うまもなく、きゃーという悲鳴が上がる。

　広間の者が一いつ斉せいにそちらを向く中、セルジュクが立ち上がった。

　警けい備びの者が駆かけ寄よる。すわっ、暗殺か、と色めき立つ盗賊。だが、どうもちがうようだ。

「お願いにごさいます！」

　大きな声が聞こえる。

「お願いでございます。賢かしこくも寛かん大だいな皇こう帝てい陛へい下かなら、われらの願いを、お聞き入れください。われらが王おう冠かんを盗ぬすんだケット・シーの輩やからどもに天てん誅ちゆうをお加えくださいまし」

　何だ何だ、という人だかりを盗とう賊ぞくは巧たくみにすりぬけた。

　見れば、ネズミを大きくしたような生き物がひたすら平ひれ伏ふして乞こい願っている。

「ポケット族ですね。彼らまでこの夜会に参加しているとは」

　いつのまにか、そばにいたエンリケが告げる。

　見れば見るほど、そいつはネズミを大きくした恰かつ好こうをしていた。とがった顔にヒゲ面づら。気味が悪いといえなくもないが、逆ぎやくにその表情には妙みように人をなごませるものもある。

「こらっ、このような席で礼れい儀ぎもわきまえず請せい願がんをするものではない。控ひかえい。この無礼は厳げん罰ばつを覚かく悟ごのものであろうな」

　警備の廷てい臣しんが有う無むをいわさず引き立てようとする。

　そのポケット族は、ただひたすら願っていた。

「わかっておりまする。わがフェポニコフ、これまで皇帝陛下の恩おん顧こを受け、ここに参加できる栄えい誉よによくしました。ですから、この身をかけてお願いに上がったのであります。いま少しお話を」

「ええい、きけんわ」

　面めん倒どう臭くさいと思ったのか、その廷臣は相手の襟えり首くびをつかんだ。

　さすがに、これにはガスパーニュはかちんときた。どう見ても、これはひどい扱あつかいだ。

　すっと前に出た盗賊は、廷臣の手首をぐいとひねる。

「おいおい、そんな力もない年寄りに乱らん暴ぼうを働くまでもあるまい。こいつは何も力ずくで事を運ぼうとしているんじゃあるまい。覚悟を決めて請願しに来たのだから、話くらい聞いてやってもいいじゃないか」

　まわりの者たちがそれを聞いて、どっと笑った。

「ポケットのことなんて信じられるか」

「おい、この兄さんも酔すい狂きようだぜ。ポケットの弁べん護ごをしてらあ」

　そんなざわめきも聞こえる。

「こらこら、田舎いなか者もの、おまえは口出しする権けん限げんはない。控えておらぬか」
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　レティキュールのあからさまな嘲ちよう笑しよう。

　これには、ガスパーニュも切れた。

「どこが田舎者だ。おまえたちはどんな種族も平等だとかぬかしているが、こんな爺じいさんの話も聞けないのか。そりゃ、平等が聞いてあきれらあ」

　売り言葉に買い言葉だろう。ただ、息をひそめて見守るエンリケの視し線せんの端はしで、皇こう帝ていがおもしろいという表情を浮うかべるのが見えた。

「言わせておけば──」

　レティキュールの声が震ふるえた。

「待て」

　皇帝セルジュクがそこで割わって入った。

「ガスパーニュとか言ったな。おまえはまだここソラステルがわかっておらぬのだろうが、余よとて、それほど狭きよう量りようなわけではない。それほどまでに言うなら、おまえが聞いて解かい決けつしてやれ。まあ、その手て並なみ、とくと見せてもらうぞ」

「へ、陛へい下か、そこまでされることも──」

　廷てい臣しんがとりなすが、セルジュクはもう聞いてはいなかった。

　救われた、という顔つきのポケット族がガスパーニュの方を見る。

　盗とう賊ぞくは、思わぬ展てん開かいに立ち尽つくしていた。

　おいおい、おれはここのことが何にもわからないんだぜ。

　ただエンリケは、またまたおもしろくなってきた、とガスパーニュをじっと見つめていた。




「で、何か、あんたたちは、その猫ねこが奪とったのを見ていたのか？」

「猫じゃないです、ケット・シー。妖精族フエアリーの一種です。相手に直ちよく接せつ言ったら、問題になるから気をつけてくださいよ、ガス」

　エンリケが訂てい正せいする。

「いや、猫でいい、あんなやつら。どうしようもない泥どろ棒ぼう猫じゃよ」

　二人に向かいあうポケット族の老人、フェポニコフ男だん爵しやくは髭ひげをなでながら言った。

「何がおかしいんだ？　エンリケ」

「いや、何でもないです、ちょっと喉のどが」

　その大おお仰ぎような名前やもったいぶった態たい度どだけでも滑こつ稽けいなのに、見たところネズミそっくりの相手が、ケット・シーを〝泥棒猫〟と非難するさまは、どう考えても可お笑かしい。噴ふきだしてしまった吟ぎん遊ゆう詩し人じんは、顔を横に向けてから咳せき払ばらいをした。

「エンリケは嗅かぎタバコの摂とりすぎじゃないですか。吟遊詩人なのに、声が出なくなったら大変よ気をつけて。はい、どうぞ」

　メイファーがソラステル特産の黒茶を入れてくれた。

　ここはガスパーニュらの住じゆう居きよ。広々とした居い間まがあり、ソブリニでも高級住じゆう宅たく地ちに位置している。

　とにかくパーティがああした結末になり、解決を指令された盗とう賊ぞくは、依い頼らい人にんの男爵と事件に直接関係のあるポケットに来てもらい、詳しよう細さいを聞こうとしていたのだ。

　男爵はいま述のべたとおりなのだが、もう一人のポケットは少年だった。いや、ポケット族はみんな少年っぽいので、そう見えるだけかもしれない。フィンクルという名で、男爵家で働いているという。

「しかし、立りつ派ぱなお住すま居いですな。わしのところよりも、ずっと広くて綺き麗れいだ」

「あら、そうなんですか？」メイファーが意外そうな顔で聞く。そりゃ、お姫ひめ様さまともなれば不思議でもないだろう、とガスパーニュは思った。

「そうです。わしら、こんな男だん爵しやくとかいっとりますが、これは仮か称しようで、そりゃ貧まずしいもんで」

　と、愚ぐ痴ちともとれる感じで男爵はしゃべりだした。何でも、種族融ゆう和わ政せい策さくとかで、各種族の長に称しよう号ごうを与あたえてくれるらしいのだが、それは形の上だけらしい。

　ポケットの少年は、答えようとするはなから男爵が話を逸そらすため、糸口をつかみかねていたが、ようやく口を開いた。

「うん、ほんとは奪とったのを見てないんだけど、あんなことをするのはぼくらの神輿敵みこしがたきだから、猫ねこのやつらに決まってるんだ」

「そうですじゃ。猫のやつらはわしらを嫌きらってますし、あいつらのなかには気配消し用の長なが靴ぐつをはいてるやつがいて、なんでも盗ぬすみだしてくるって話ですからな」

　老人は一気にまくしたてる。

「ところで、その神輿敵って何？」

　メイファーが聞き慣なれない単語の意味をきいた。

「ああ、そりゃ、もうすぐある祭で、うちらがかつぐやつです。オークとかオーガーとかいろんな神輿や山だ車しが出て、そりゃ、見事なもんですぜ。ちなみに、うちらポケットのやつは持ち回りで……」

　放ほうっておくと少年ではなく男爵がしゃべり続けそうなので、ガスパーニュは割って入った。

「それはいいんだけど──なあ、フィンクル──猫、いや、ケット・シーのやつは立りつ派ぱなのかい？」

「あんなのダメだよ。おいらたちの方がずっと……」

　いや、そういうことじゃなくって、ケット・シーとの状じよう況きようを聞きたいんだが、と盗とう賊ぞくはいらついた。

「いつもうちらと入賞を競きそっとりますじゃ。小さい種族のは、うちとあそこらくらいなので、こちらが目立つこともありますが」

　今度は老人の答えの方が的を射いていた。おいおい、一体、どっちに話せばいいんだ？

「で、その王おう冠かんというのは？」

「ああ、代々伝わっている〈ポケット冒ぼう険けん王おうの冠かんむり〉ということで。もっとも、冒険王というのは誰だれも見たことがない……」

「ちがわい、冒険王はいるんだ！　ホルムさんがそういってたよ」

　少年はいちずに反はん論ろんする。いつもの事らしく、これには男だん爵しやくもすぐに訂てい正せいした。

「おう、そうか、そうか。なら、その王冠ということで、うちの神み輿こしのてっぺんに飾かざることになっとります。あの日も神輿ができたというので、いちどそれを載のせてみて、どんな案配か見てみようとしてましたところ……」

「なくなってたわけですね」と、エンリケ。

「そう、知らないものはだれも出入りしていないはずなんじゃが……」

「おまえは見み張はりをしてたのじゃないのか」

　ガスパーニュの質しつ問もんに、少年はどぎまぎしたようだ。

「そ、そりゃ、おいらもトイレくらいは行ったけど、だけどあのときはルークもいたし」

「仲間の少年ですじゃ」

　聞かれるよりも早く男爵が答える。要よう領りようを得てきたらしい。

「ルークも誰も奪とらなかったと言ってるから」

　しばらく考え込んでから、ガスパーニュは決けつ断だんした。

「よし、おれは現げん場ば検けん証しようにこれから行ってみる。エンリケは……そうだな、猫ねこも調べたいから……そうだ、メイファーと二人でそれらしく探さぐって来てくれないか」

　メイファーは、え～、わたしもという顔をしたが、実は内心喜んでいるのが盗賊にはわかっていた。昨日の夜会は彼女にとって失望でしかなかったらしく、やっぱりシスがいいと言いだしかけていたからだ。ここは気分転てん換かんをしてもらうに限かぎる。

「じゃあ、さっそく出かけよう」




　ポケット族が住む区画は、町の南にあるスラムだった。いかにもスラムらしく、そこはごみごみして汚きたなかった。ガスパーニュにはある意味、見慣れた光景だったが、それにしても目につくのは家屋の小ささだ。

　背せのつかえそうな戸口をくぐって、家に入る。男だん爵しやくが愚ぐ痴ちをこぼしたように、それはえらそうな称しよう号ごうの持ち主の家とは似ても似つかぬ狭せまさだった。

　そこで、こまネズミのように忙いそがしくポケット族が動き回っている。ただ、祭が近いせいか、どの顔も生き生きとしているのが救いだった。

「ルークってのはどの子だい？」

「うん、呼んでくる」

　老男爵は他にも用よう件けんがあるそうで、ここからはガスパーニュとフィンクルで調べて行かねばならなかった。

　ポケット族というのは、おもしろいものだ。よく見ると、それぞれに年ねん齢れい差さがあるのがわかってきたが、だれもがせかせかと走り回っている。

「連れてきたよ、でも、こいつ……」

　見れば、同年配のポケットがなんだか居い心ごこ地ち悪そうに控ひかえている。髭ひげがぴくぴく震ふるえているのが目についた。

「やあ、おれはガスパーニュだ。ちょっと聞きたいことがあってな」

「それが、こいつ、前に言い忘わすれたことがあったんだって。しようがないなあ」

「わ、悪い。だって、おれ、あんなの怪あやしいやつだとは思えなかったから」

「何の話だ？」

「いや、ルークはあの日、だれも来なかった、と言ってたんだけど、実はクロネコが来てたんだ」

「なんだと？」

　ガスパーニュは色めき立った。やっぱり、猫ねこの仕し業わざか。

「いや、だけど、そいつは仕事で物を運んで来ただけで、とても何かをするとは思えないんだよなあ」

　話を聞いてみると、そうだった。このソラステルでは、猫が物を運ぶ職しよくに就ついていることが多い。だから、ルークもその日来た連中に、怪しいやつはいないかと聞かれたとき、〝誰も来なかった〟と答えたらしいのだ。

「それで、そいつ、上がり込まなかったのか？」

「そ、それは、まちがいないっす。その場で届とどけ物を渡わたしてくれて帰って行きましたから」

「上がらなかったのか？」もう一度、念を押おす。

「上がってないです」

　きっぱりとした答え。仕方がないので、ガスパーニュは王おう冠かんが置いてあった部へ屋やというのを見せてもらった。

　ごく普ふ通つうの応おう接せつ室しつだ。その棚たなに、王冠は普ふ段だんしまってある金庫から出して一時間ほど置いてあったらしい。

「しかし、置きっぱなしだとはなあ。誰でも盗ぬすめるじゃないか」

　そう言った途と端たん、フィンクルがきっと睨にらんだ。

「ここにいたのは家のポケットばっかだよ。家のもんがそんなことするもんか。やっぱ、ホルムさんに頼たのんだ方がいいや！」

　おっと、参った。こりゃ、探たん偵てい役としては失敗だな。家のものを疑うたがうわけじゃないが、それでも事実は調べないといけない。だが、それを子こ供どもにどう説明すりゃいいんだ？

　ガスパーニュが悩なやんでいると、フィンクルはルークとしゃべりだした。

「ルーク、そのことはホルムさんに言ったのかい」

「ああ」

「で、ホルムさんは？」

「猫ねこを調べに行くって」

「え～、それならぼくも行きたかったなあ」

　子供たちの間で話がどんどん進んで行くので、気になった盗とう賊ぞくは聞いてみた。ホルムというのは、子供たちに人気のある探偵みたいなポケットらしい。ガスパーニュが考えるに、どうもホラ吹ふきで、スフィンクスの謎なぞかけを解といたとか、いいかげんな冒ぼう険けん譚たんをこの子たちに吹き込んでいるようだ。

　そりゃ、おれもホラ吹きかもしれんが、スフィンクスねえ。

　呆あきれつつも丹たん念ねんにフィンクルらを説得し、そのときいたポケットたちのことを聞きだす。しかし、確たしかに家族みたいなものたちばかりで、盗んでメリットのありそうなものはいなかった。

　とりあえず、七、八人の家族の連中に当ってみる。みんな気のよさそうなポケットばかりだし、本当に忙いそがしそうだ。

　さて、どうするの、という顔つきの子供たちを見て、行き詰づまった盗賊が、ここはおれも猫の調査に出ようかと考えていたときだった。

「ど、どうしたんすか、その姿すがた、ホルムさん！」

　玄げん関かんに姿を現あらわしたのは、耳を齧かじられ、包帯にぐるぐる巻まきにされたポケットと、そのそばですまなそうにしているエンリケとメイファーの姿だった。




　そう、あれからエンリケとメイファーは相談に入った。

「どうしましょうかね、ガスは気楽に調べろと言ったけど、どこに行けばよいのやら」

「そうね、こういうときは、猫ねこのいちぼん偉えらい人に聞くと言うのが正解かも」

　あっけらかんとした口調で、メイファーが言う。そ、そんな、簡かん単たんに親玉が自分が盗ぬすめと指し示じしたなんて言いませんよ～、とちょっと驚おどろいた吟ぎん遊ゆう詩し人じんだが、それも一いつ興きようかなと考えた。ケット・シーの王様を見てみるのも、悪くないかもしれない。

「まあ、そうした大おお事ごとなら、上が指示している場合も多いし。ならメイファー、またお願いがあるんですが」

　ちらっと流し目を送るエンリケに、相手は気がついたようだ。

「いやです。それなら、エンリケ、あなたが入ればいいじゃないですか。わたしが出してあげるから」

〈封ふう印いんの壺つぼ〉のことを言っていると、彼女にもわかったのだろう。数百年の歳さい月げつをそこですごしたお姫ひめ様さまは、その中に入ることに閉へい所しよ恐きよう怖ふ症しようにも似た思いを持っていたのだ。

「それでもいいんですが、あなたに王様と交こう渉しようできますか？」

「や、やってみます。巧うまくいけば、それでいいんでしょ」

「で、ぼくを向こうの住すま居いで出しておいてくださいよ。忘わすれられたら、えらいことだ」

「ほら見なさい。あなただって、嫌いやなんだ」

　わが意を得たとばかりにうなずくメイファー。確たしかにその気持ちもわからなくはなかった。

　それからも問題だった。壺を持って行く理由をどうしようということになり、あれやこれやの議ぎ論ろんがあった。

　メイファーは壺を売りつけにいく、という以前にもとった作戦を主しゆ張ちようするのだが、エンリケにはそれがうまくいくとは思えなかった。猫が壺を欲ほしがるだろうか？　王様だから、そういう輩やからは骨こつ董とう品ひんを大切にするはずだ、と彼女は言うのだが、ここでは王様といっても、ポケットとそう変わらないはず、という感かん触しよくが吟遊詩人にはあった。そもそも、そんなところへ人間が売りにいくこと自体もおかしい。

　で、結局、正面からぶち当たろう、つまみだされてもしようがない、という事になった。調ちよう査さをしに来た、と告げるのである。男ならともかく、メイファーなら何とかなるのではないか、という計算もあった。もちろん、エンリケのような口八丁はできないし、メイファーが美人といっても、猫に泣き落としや色いろ仕じ掛かけは通じないだろう。が、当たりは柔やわらかくなるはずだ。

　ケット・シーの区画はポケットたちとはかなり離はなれた西側にあった。こちらもかなり雑ざつ然ぜんとしている。だが、まだしも下町といった感じで、スラムとまではいかなかった。

〈猫ねこの王〉の屋や敷しき──いや、実じつ際さいに見ると、ただの住居くらいだ──に入る。

　一いち応おう、執しつ事じらしい召めし使つかいに応おう接せつ間まに通された。そこにエンリケの隠かくれる場所はないかとメイファーは見回したが、ここもそう広くはない。どうしようかと迷まよっているうちに当の相手が現われてしまった。

　一目見て、メイファーは〝かわいい！〟と思った。

　ふかふかした毛け並なみ。立りつ派ぱなヒゲに頭にちょこっと載のった冠かんむり。赤いローブがよく似にあう。それはまさに昔、いや、大昔に彼女の宮きゆう廷ていにいた猫の大きくなった姿すがたそのものだった。

「こ、こんにちは。お忙いそがしいところを申し訳わけありません」

「フム、忙しいというのは、いつも人間たちが言ってることじゃな。わしは別にかまわんが」

　そういって、手をまっすぐに伸のばして、背伸びと欠伸あくびをする。お付きの者が、その片かた手てに杯さかずきを渡わたした。もう一つをメイファーにも差し出す。

「軽いお酒じゃよ。これを飲んでいれば、気もせかんじゃろう。人間が来られることは余りないが、まずくはないはずじゃぞ」

　なんだかまたたびの香かおりがするが、おいしい。

　周囲には、妙みように落ち着いたけだるいような雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。しかし、メイファーには、こうした王の日にち常じようというのは昔を思いだしてなじんでくるものがあった。

「さっそくですが、今日おうかがいしたのは、ちょっとお聞きしにくいことについてなんです」

「フニャ、なんじゃね」

　首を傾かしげるような仕草に、メイファーは思わず抱だきしめて頰ほおずりしたくなる誘ゆう惑わくを必死に抑おさえた。

「あ、あの、今日はちょっとポケット族のことで、お聞きしに──」

「フア～」

　彼女がすべてをしゃべり終える前に、お付きの者が小声で王に伝える。おそらく、用件のことを詳くわしく告げているのだろう。

　どうしよう、急に怒おこりだしたら毛並みでも逆さか立だてるのかしら？

　緊きん張ちようの一いつ瞬しゆん、そいつは軽く首を振ふった。

「ホウ、それだけのことか」

　あまりのことに、がくっと前につんのめりそうになる。

「お嬢じようさん、あのネズ公たちが騒さわいどる〈王おう冠かん〉とやらの件かね。つまらんことを言いだしおって。そんなものあろうがなかろうが、わしらの神み輿こしにはなにも影えい響きようせんわ」

「そ、そうなんですか。いえ、わたしはただ、ポケットたちがそう言って、それを調べねばならない立場になったもので──」

　自分でもしどろもどろになってしまう。どうもこの猫ねこといると、まじめに聞くのが馬ば鹿からしくなって、そんなことはどうでもいい気分になってきた。

「ああ、夜会で騒いどったあれじゃろ？　あんたも大変じゃなあ。なら、ちょっとしたことを教えて信ぜよう。ヒャヒャヒャ、おい、出てきていいぞ」

　王がその肉球のついた手を上げると、そばに目つきの鋭するどい猫が現あらわれた。突とつ然ぜん、宙ちゆうからでも出しゆつ現げんしたかのような出来事に、メイファーはど肝ぎもを抜ぬかれた。

「陛へい下か、御用にございますか」

　ローブを着て、長なが靴ぐつをはき、手は腰こしの細剣レイピアにかけている。

「ほれ、この護ご衛えいを見てもわかる通り、わしらは姿を隠かくそうとすればいつでもできる。だから、誰だれでもわしらを怪あやしいと思うわな」

　いかにも楽しそうに語る。

「だからこそ、この力はわしが厳げん重じゆうに管理しておる。もし、この力を使ったと怪しまれれば、わしらケット・シー族はおしまいじゃからな。今回の件に関していえば、まちがいない、ケット・シーは無関係じゃよ」

　決して高飛車にも、強調しても言っていない。その口調は最初と同じように柔やわらかい。いや、少なくともメイファーの耳にはそう聞こえた。

　いや、そう言われても、証しよう明めいには──と、心は思うのだが、口は自然に動いていた。

「そうなんですか」

〈猫の王〉はそれを聞いて、鷹おう揚ようにうなずいた。

「素す直なおなお嬢じようさんだな。人間にしては珍めずらしい。きっといい生まれなんじゃろう。まあ、そういうわけで、わしはむしろあのネズ公たちの方が怪しいと睨にらんでいる。つまり、やらせじゃな。こちらにかなわないから、騒そう動どうを起こして有利にもちこもうという──」

「でも、盗ぬすまれたのは、まちがいなさそうですよ」

「そこが問題じゃ。あんたは知らないかもしれんが、ネズ公たちにも、わしらには劣おとるが、妙みような能のう力りよくがある。盗人ぬすつとくさいやつじゃ。もちろん、あちらも男だん爵しやくが管理しておるはずじゃが、今回かなわんとみて、禁きんじ手を使ってこちらのせいに見せかけたかもしれんな」

　そこまでは──と、さすがにメイファーも感じた。

　とりあえず、彼女の調ちよう査さ能力ではこれが限げん界かいだろう。仕方がないので、ここで壺つぼを渡わたして、機会をみてエンリケを呼よびだそう。

「あの、つまらないものですが、お時間をとっていただいたので──」

「おや、これはこれは。しかし、別にかまわんよ。なんの助けにもならなかったし」

「いえ、それではこちらの気持ちが。失礼なことを言ったかもしれないし」

　ここで王の猫の目が急にすぼまった。

「おやおや、お嬢さん、あんたは噓うそが下へ手たじゃのう。その壺、妙な魔ま法ほうの力を発しておるらしい。そんなものを置かれたら、後でこっちが困こまるからのう」

　ぎくっ、すべてお見通しだ！

〈猫の王〉がいま一度、手を振ふると、今度は逆ぎやく側だわに優ゆう美びな姿の黒猫が現われた。やはり長なが靴ぐつをはいている。

「わかりました、王、それでは証しよう拠こを」

　彼女が手を振ると、たちまちメイファーの持っている壺が光りだした。

「かなりの魔力ですね。並なみ大たい抵ていのものではありません」

　そう言って、黒猫は優ゆう雅がにお辞じ儀ぎする。

　すごい！──これを見て、メイファーは決けつ断だんした。

　これじゃ、企たくらんだって無む駄だだわ。

　そう、わたしは偽いつわっているから落ち着かず、全部見み抜ぬかれてしまったんだ。ここは包み隠かくさずいってみよう。

「わかりました。では、正直に言います。ここには男が隠れていました。エンリケ、現われて！」

　煙けむりとともに吟ぎん遊ゆう詩し人じんが出てきた。状じよう況きようがわからず、きょときょとと隠れ場所を探さがしている姿が可お笑かしい。

「メイファー、あれ！　どうしたんだ?!」

　王はそれを見ても慌あわてず、口くち許もとに笑いを浮うかべた。さすがに護ご衛えい二人は、身み構がまえている。

「おお、これはこれは。珍めずらしい手品を見せてもらえた。さあ、お客人、あなたも加わりなされ。世の中、正直が一番じゃ、ヒャヒャヒャ」

　メイファーがこれまであったことを説明する。こうなれば、エンリケも居い心ごこ地ち悪そうに頭をかくしかない。〈猫ねこの王〉はそれを見て、楽しそうにしている。脳のう天気なのか、抜け目がないのか、とにかく相手の方が一枚まい上だったようだ。

　王はメイファーらの企みを水に流したいようだ。そこで双そう方ほうはうち解とけ、これまでの冒ぼう険けん譚たんやソブリニの状況などを語った。ソブリニは各種族が融ゆう和わして華か麗れいに見えるかもしれないが、それは上辺だけで、結局は人間、オーク、ダークエルフあたりが支し配はいしているらしい。ケット・シーは不満はあるけれども、諦あきらめているところもあるようだ。

　やがて、楽器を持っていると知られたエンリケは一曲所しよ望もうされ、それを伴ばん奏そうに、今度は黒猫が見事な踊おどりを披ひ露ろうする。場は、当初の緊きん張ちようはどこへやら、楽しい宴えん会かいと化してしまった。

　ちょうど、そうした折り──表の方から、騒さわぎが聞こえてきた。

「王、こんなやつをひっとらえてきました！」

　何事と驚おどろく一行の前に、トラネコ風のケット・シーの一団だんと、耳を嚙かまれ、全身を引ひっ搔かかれてぼろぼろになったポケット族が一人入ってくる。

「どうしたんじゃ？」

「へえ、こいつが飛ひ脚きやく組ぐみのところへ怪あやしいやつを探しているとか、わけのわからないことを言って転がり込んできたので、ちょっと痛いためつけてやったんです。なんでも、おれたちがこいつらの冠かんむりを盗ぬすんだとか、言い掛がかりをつけやがるんで……」

「言い掛かりじゃない。ちゃんと証しよう拠こも上がっておるのだ。四日前の正午過すぎ、男だん爵しやく邸ていに物を届とどけた飛脚猫を出せといっとるだけだ！　そいつがわが王おう冠かんを盗んだはず」

　よれよれになりながらも、そのポケットの主しゆ張ちようだけははっきりとしていた。

「だから、記録を探しても、そんなのはいない、って言ってるのに聞かないんですよ、こいつ」

「おまえ、隠かくすとためにならんぞ～」

　そのポケットは状じよう況きようを理り解かいしていないらしい。またも袋ふくろ叩だたきになりそうなところを王が止めた。

「まあ、いろいろ事情がありそうだが、これは困こまったことになった。そうだ、お客人、あなたがたはこの事件の関係者でもあるので、一度そちらへお帰りになって、こちらの事情をお話しになってくれまいか。ここだと、ますます面めん倒どうだ」

　猫ねこの王は、お願いするというように手を上に向けた。

「は、はい、わかりました」と、メイファー。

　立場を考えれば、これまでの話からもそうした方がいいだろう。エンリケもそれには賛さん成せいだった。

　かくして一行は、らちがあかないまま、またも厄やつ介かいの種を背せ負おい込んで男爵邸に帰き還かんしたのだった。




「……なるほどね。そういうわけだったか」

　腕うで組ぐみをしつつ、ガスパーニュは考え込んでいた。そこには、エンリケとメイファー、そして、包帯をまいた自じ称しよう〝名めい探たん偵てい〟ホルムに、それを慕したうフィンクルがいる。

「何を考えておるのか。怪あやしいのは猫どもに決まっておろう。ちゃんと飛ひ脚きやくが、ちょうどあのとき、この辺りにおったわけだから」

　ホルムはがんとして主張する。

「でも、猫さんがとろうと思ったら、そんなことより、あの〈気配消し〉を使えば充じゆう分ぶんじゃないですか」

　メイファーの猫弁べん護ごは、あの〈猫の王〉の好印象から来ているのだが、そんなことはおくびにもださない。

「いや、だから、それを使うと問題が起こる。そこで、通つう常じようのこそ泥どろをやったのだ」

「だって、来たのがわかれば、こそ泥じゃありません！」

　双そう方ほうともあくまで頑がん固こだ。

「いや、そいつは飛脚を装よそおっていた。飛脚はあまりにも日常的なので、誰だれも気がつかない可か能のう性せいがある。現げんにルークは忘わすれておった」

　ここで同意を求めるように、フィンクルを振ふり返る。

「うん、そうだよ」

　少年は〝名めい探たん偵てい〟に忠ちゆう実じつだ。

「そうれ見ろ。わたしの推すい理りは、個人的な偏へん見けんから来ているのではない。こうした誰にも見えない犯はん罪ざい者しやというのは、過か去こにも例があり──」

〝名探偵〟はそれから、いろいろと例証を並ならべだした。確たしかに博はく識しきであり、これならフィンクルのような少年たちが、ころりと信じ込んで慕したうのも当然と思われた。

　ガスパーニュには、どうしていいかわからなかった。常じよう識しきから考えると、猫ねこも怪しいにちがいないが、誰にでも手に触ふれるところにあった、ということなら、ポケットの方が怪しい。しかし、この家の者を疑うたがいだしてもきりがないだろう。あのときいたという者たちは、だれに会っても男だん爵しやくに忠実そうだったし、その辺りはこの〈名探偵〉も調べているはずだ。

　そのとき、ぽつっと、エンリケがしゃべった。

「だれにも見えない犯罪者というのは、正しいかもしれませんね」

「おい、どういうことだ」

「ガスパーニュ、ちょっと」

　そして、ぼそぼそとしゃべる。ガスパーニュは大きくうなずいた。

「そうか、おい、フィンクル、男爵を呼んできてくれ」




　一行は男爵とともに、その家に向かっていた。男爵はいまだしっくりと来ないようだったが、ガスパーニュがどうしてもと頼たのんだのだ。

　看かん板ばんには〝見聞者〟チックと出ている。見聞者とは何だろうと聞いてみると、いろんな知ち識しきを蓄たくわえているポケットの賢けん者じやのようなものだと、教えてもらえた。

　出てきたポケットは、あまり賢者のようには見えなかった。まだそれほどの歳としに見えず、妙みように落ち着きがない。

「おいっ、チック、おまえ、四日前の昼間どこにいた」男爵が問う。

「えっ、あの、そ、それは──家にいました」

　これを聞いた途と端たん、男爵の顔は暗くなった。

　実は一行はここへ来る前に、下調べをしていたのだ。チックは四日前──つまり、王おう冠かんがなくなった日──どこかに出かけていた、と近所の者がすでに証しよう言げんしていたのである。

「おまえ、噓うそはよくないぞ。なあ、わしがどれだけおまえたちの面めん倒どうを見たか知っとるだろ。以前、借金をしたときも、わしが全部返してやった。それも、おまえがすばらしい能力を持っているからだ。悪いことはいわん、わしにすべて言え」

　それを聞いたポケットは、うっ、と言葉に詰つまった。

　そして──

「お、おれが悪いんじゃねえ～」

　机つくえにがばっと顔を伏ふせると、泣きだしてしまったのだ。

　男だん爵しやくはチックを抱だきかかえるようにして、部へ屋やを出た。そして、しばらくすると戻もどってきた。

「どういうことですか？」

　いちばん事情のつかめていないメイファーが聞く。〝名探偵〟とフィンクルも身を乗り出している。

「話しにくいことじゃが、今回の事件はチックがやったのじゃ」

　肩かたを落とす男爵。ガスパーニュとエンリケはやっぱりというようにうなずく。

「ああ、わしはもうおしまいじゃ。身内を管理できなかった上に、騒さわぎを起こしてしもうた。どうしたらいいんじゃ」

「説明してください、あなたのせいじゃありませんよ」

　エンリケが慰なぐさめる。

「チックはばくちに目がないのじゃ。以前も問題を起こしてな。今回はオークに乗せられて大きな借金を作り、わしに相談できんもんじゃから、やつらの差し金で盗みを働いたのじゃよ」

「でも、どうやって？」

「わかったぞ、そうか！」

〝名探偵〟が手をうった。

「あのとき、誰だれか、そう手伝いのヒップが買い物に行ったと言っていた。それを外で見ていて、チックはまず猫ねこの飛ひ脚きやくになりすました」

「それで？　届とどけてからどうしたんです？」

「その場で、ヒップになり替かわったのだ！　ヒップが帰ってくるまでな。で、だれも気づかないうちに、置いてある王おう冠かんをかすめとった。そして、すぐに外に出て本体に戻もどったのだ」

「え～、そんなことできるのですか？」

「残念だが、お嬢じようさん、ポケット族には、そうした能力に長たけたものがいろいろおるのだよ。だから、わしが管理しないといけないんだが」

　と、男だん爵しやく。

「だけど、ほんとはそのオークとやらが主しゆ犯はんだぜ。誰だ、そいつは。しかも、なぜ」

　ガスパーニュの問いに、男爵はオークの名前を告げてから、しばらく宙ちゆうを見つめていた。

「なるほど、あいつらは去年も勝てなかったからな。猫に負けたし。その前は、われわれにだ。よほどメンツがあったので、われわれと猫の間で騒さわぎを起こし、その間に優ゆう勝しようを狙ねらったのじゃな！」

「王冠はどこですか」エンリケが口をはさんだ。

「チックはオークに渡わたしたと言っている」

「じゃあ、結局、悪いのはオークじゃないですか！　何とかしないと」メイファーは本気で怒おこっている。彼女はどうもオークとはそりが合わないらしい。

「わかった。それなら、こっちが落としまえをつけてやろうじゃないか」

　ガスパーニュはほっとすると同時に、その頭はもうオークの連中にとんでいた。




「ほう、あくまでシラを切るつもりかい、てめえ」

　ここはオークの首長シンタグの屋や敷しきだ。ガスパーニュらが驚おどろいたことに、広大な一角を占しめ、ポケットやケット・シーたちの住む区画とは、こんなにもちがうものかと感じさせた。

　そこで、さっきから直じか談だん判ぱんとなっていた。

　あくまで王おう冠かんを渡したと主しゆ張ちようするチック、それに対して、そんなものは知らんとつっぱねるオーク。

　そのとき、部へ屋やに声が聞こえてきた。

「親分、こんなもの外に置いといちゃ、まずいですぜ。取られちまったら、どうするんで」

　赭あから顔のオークが何かをもって現あらわれたではないか。

　何か──それは、明らかに王冠の形をしている。

「な、何。なぜ、それが──」

　絶ぜつ句くしたオークは慌あわてて、部屋の片かた隅すみにある金庫の方に視し線せんを向け、そちらに向かいかけた。

　にんまりするガスパーニュら。

「ほほう、で、その金庫には何があるのかな？」

　盗とう賊ぞくはそばに近ちか寄よって顔を近づけ、口くち許もとを歪ゆがめてやる。

「ぐ……計りおったな。わかった、認みとめよう、しかし言っとくが、これは正当な報ほう酬しゆうとして、このポケットからもらったものだからな」

　そう言って、金庫を開ける。

　奥おくには見事な王冠があった。いまオークの持ち込んだものと、見るからにそっくりだ。

「もういいぞ、探たん検けん者しや」男だん爵しやくが告げる。

「はい、わかりました」一行に加わっていた、もう一人のポケットが何事か唱えた。

　と、見る間に、持ち込まれた王冠は変化を遂とげ、ただの置き物と化してしまったではないか。

　メイファーは目をぱちくりしていた。魔ま法ほうでも使ったのかしら。

　これこそ、人のすり替かえと並ならぶポケットのもう一つの能力、品物のすり替えだった。ガスパーニュらはシラを切られた時用にと、このポケットも連れてきていたのだ。

「何が、正当ですか。いんちきとばくでチックをいたぶったくせに。もともとそうなるように仕組んでたんでしょ！」

　メイファーの鼻息は荒あらい。

「たとえ、そうであっても、乗るやつがいるからな」

　口を歪めるオーク。醜みにくい面つらがさらにひどくなる。

「とにかくこれは返してもらおう。今回のことがわかれば、オークの評ひよう判ばんが下がることはまちがいないからな。それが嫌いやなら、こちらに返せ」

　盗賊は手を出した。

「ほう、そんなことを言ってもいいのかい。こちらにはセルジュク様につながりがあるんだぜ」

　追いつめられて、やけになっているようにもとれるが、妙みように自信ありげだ。

「おまえがそう言うだろうとはわかっていた。じゃあ、評判を下げることだけは止やめてやろう」

　ガスパーニュは、手をさらに差し出す。オークの唇くちびるがへの字になった。

「ふむ、交こう換かん条じよう件けんか。返せば、不問になるということだな。なら、よかろう」

　しぶしぶうなずく。

　えーっと、驚おどろくメイファーを押おし留とどめると、ガスパーニュらは王おう冠かんを手にして屋や敷しきを出た。

　帰り道、メイファーはずっと不満を垂たれていた。

「わたしは、納なつ得とくできません。だって、悪意があったのは、絶ぜつ対たいにオークじゃないですか。人の弱味につけこむっていうのが、いちばん卑ひ怯きようです。どうして、公おおやけにしないの？」

「いや、おれはあいつのことを調べたんだ。どうも、あいつ、皇こう帝ていと強いつながりがあるらしい。ここで事を荒あらだてると、厄やつ介かいだ」

「そんな……わたし、やっぱりこんな街、嫌きらいです。何で、あんなオークばかり大きな顔してるの。ポケットやケット・シーがかわいそうじゃないの」

　言い切るメイファー。

　一方で、ガスパーニュの想おもいは別のところにもあった。

　ああ、メイファー、おまえの怒おこるのもわかる。しかし、ここは皇帝にいい印象を与あたえておくことが大事なんだ。辛しん抱ぼうしてくれよ……。

　うなずくように見ているのは、エンリケだけだった。




　ポケット族の王冠は無事、持ち主の手に戻もどり、祭までの日はあっという間に過すぎた。ガスパーニュは事の顚てん末まつを皇帝に報ほう告こくしたが、オークの陰いん謀ぼうであるということは露ろ骨こつには語らず、ポケット族の一部がオークのばくちに負け、出来心で行なったということにした。

　ただ、言葉の端はし々ばしにオークの首長の思おも惑わくであるということを匂におわせたため、皇帝も理り解かいしたのだろう。男だん爵しやくの管理不ふ行ゆき届とどきという事じ態たいには至いたらずに済すんだ。

　ガスパーニュはまた、事件の解かい決けつが〝名めい探たん偵てい〟の閃ひらめきにもあるというように見せかけた。実じつ際さいは、猫ねこの王の言葉からエンリケが思いついたのだが。〝名探偵〟はそれまでの自分の勘かん違ちがいはどこかに置き忘わすれ、いまでは鼻高々のようだった。こうした人物は思い込みだけで生きているので、そうしておくのがいちばん無ぶ難なんなようだった。

　ただ、嬉うれしかったのは、フィンクル少年がその辺りを見み抜ぬいてしまい、いまではガスパーニュに崇すう敬けいの念を持っていることだった。

　おいおい、おまえ、〝名探偵〟の信者だったのじゃないのかい──と思っても、子供は正直だ。事あるごとに、ガスパーニュのところに神み輿こしの状じよう態たいや祭にかこつけては話にくる。盗とう賊ぞくはソブリニの状じよう況きようもよくわかるので、まめに相手をしてやっていた。

　一方で、困こまったこともある。

　メイファーが、だんだんこのソラステルの都にいるのを嫌いやがりはじめたことだ。

　彼女にしてみれば、もともとシスがお気に入りだ。

　ソブリニには渋しぶ々しぶついてきてはいたものの、どうもなじめない。

　特にそれは、異い種しゆ族ぞくが融ゆう和わしているとは聞いたものの、結局はオークやダークエルフが中心で、ケット・シーなどが下に置かれている状態を知ることで、ますます嫌気がさしてしまったようだ。これなら、落ち着いた人間の王国であるシスにいたい。

　もっとも、祭まではなんとか彼女も抑おさえていた。

　そして、〈火祭〉での神輿競争の勝者がポケット族になって、みんなでお祝いをした後は急に機き嫌げんが悪くなりはじめたのだ。




〈火祭〉が済すんで数日後──

「だから、もうあなたは義ぎ理りを果たしたので、シスに帰るってひとこと言えばいいのです！」

　朝から、この調子である。ガスパーニュはうんざりしながらも、なだめにかかった。

「ああ、そろそろ言おうと思ってるんだ。そうかりかりするなよ。祭は終わったけど、ソブリニにもまだまだ見どころとかあるはずだ。パーティもあるだろうし」

「パーティ、あんなブタみたいな連中に、じろじろ見られること？　わたしはごめんです。そもそも、あの皇こう帝ていブタみたいじゃないですか」

「おいおい、そこまでいうとまずいぞ」

　そう言いつつも、ガスパーニュはなんとなく気づいていた。皇帝セルジュクはオークとどこかつながりがあるんじゃないか。あの耳の傷きずは、出生を隠かくすものか？　どうもハーフのような気もする。

「〈火祭〉も終わったし、街にも飽あきました。あなた、まだ何か野心があるんでしょ？　こんなところで、高望みは危き険けんだわ」

　それは核かく心しんをついていたが、いま認めるのはまずかった。

「いや、おれはちがうさ。そうだな、ここはソブリニの近くの温おん泉せんにでも──」

「やあ、フィンクル、どうしたんだ？」

　戸口でやれやれと楽器をいじっていたエンリケが、少年の姿すがたを見み掛かけて言った。

「ガス兄ちゃん、お願いがあってきたんだ、今日は」

　来なれた様子で、少年は盗とう賊ぞくに近づいた。

「おう、そうか。なら、話してみな。おっと、ここじゃなくって、おれと直に相談したいんだな。おい、エンリケ、おれはこいつと出かけてくるからな、頼たのんだぞ」

　はいはい、というようにうなずく吟ぎん遊ゆう詩し人じん。

「あっ、ちょっと待って、話は終わってないのに──」

　メイファーを残して、そそくさと盗賊はそこを去ったのだった。




　フィンクルの顔はいつになく沈しずんでいた。そんな表ひよう情じようをあまり見たことがないのでガスパーニュは何だろうと思った。

　聞けば、自分の義理の父の姿が消えたのが気になるということだ。フィンクルは親がおらず、その義理父に育ててもらい、いまは男だん爵しやくのところで働いている。

「おいおい、またポケット族の能のう力りよくでどこかに姿を隠かくしてるんじゃないだろうな」

「父さんはそんなことできないよ！」

　冗じよう談だんめかして言うガスパーニュを、少年はきっと睨こらんだ。

「ああ、済まん済まん。いつ頃ごろからだ」

「祭のちょっと前くらいからなんだ。もう一週間も姿を見ないので、みんな気にしてるんだけど」

　義理の父は、花火などを作る職しよく人にんだったという。そう言えば、〈火祭〉のときはさまざまな花火が乱らん舞ぶして見事なものだった、と盗賊は思いだした。こうしたものを作るのは、ケット・シーのトラネコ職人が有名だが、それぞれの種族にも達人がいて色どりを添そえている。このポケットの父親はネズミ花火のでかいやつを完成しておいて、ふらりと姿が見えなくなったらしい。

「そういう蒸じよう発はつ癖へきは以前からもあったのかい」

「全然。すごくまじめなんで有名だったんだ」

「どこへ行ったか、あてはまったくないのか？」

「うん」

　ガスパーニュは普ふ段だんはどこで仕事をしていたのか、聞いてみた。すると、火薬を扱あつかう工場があって、いつもそこに出かけていたと言う。

　二人の向かった工場は街外れにあった。

　草地のなかに建っている。門をくぐって、普段そのポケットが働いていた事じ務む所しよに顔を出してみた。

　応おう接せつ室しつで待っていると、思いもかけない姿が顔を見せた。

　ケット・シーだ。あの盗とう難なん騒さわぎのとき、〝名めい探たん偵てい〟をしょっぴいてきたやつ。

「おやおや、こんなところで出会おうとは」

　トラネコはちらっとフィンクルをみて告げた。

「おう、またポケットのことか、ご苦労なこった」

　相手のセリフに別に嫌いや味みはない。

「なあ、ちょっと聞きたいが、花火職人のトッドを知らないかい」

「ああ、こいつの親父おやじか。あいつ、腕うではいいんだけどな。ちょっとやばいよな」

「どういうことだ？」

「いや、オークの工場に駆かり出されてな。あっちにいっちまってる」

「そのどこがまずい」

「いや、何か作ってて人手がいるんだろうが、いったん行くとなかなか帰してくれないんだ。こっちも忙いそがしいときには腕のいい職人が不足して、困こまったことになるんで断ことわるんだが、今回はしようがなかった」

「全然帰ってこないのかい？」

「ああ、これでうちの職場から、かれこれ五人ばかりが出向いているんだが、全部向こうに詰つめっきりらしい。早く帰してほしいんだがな」

　そういいながらも、別にそれほどとも思っていないようだ。おそらく、ケット・シー以外の職人を回しているのだろう。

　ガスパーニュはそこの場所を聞いた途と端たん、嫌な気がした。あのオークの首長シンタグの敷しき地ちに近かったからだ。それとトラネコには、向こうの工場では秘ひ密みつに何かを作っているらしいので、中には入れてもらえないだろう、とも告げられた。

　これ以上はわからないだろうと思ったので、盗賊は早々にそこを辞じした。




　言われた場所に近づいたとき、意外な事実に気がついた。

　そこはシンタグの屋や敷しきのま裏うらだったではないか。以前来たときも、工場の大きな建物には気づいていたのだが、きっと祭用の山だ車しでも置いているのだろうと、気にはかけなかったのだ。

　いったい、何の工場なのだろう？

　周囲をめぐってみたものの、警けい戒かいが厳げん重じゆうで正面からは入り込めそうもない。そこで、しばらく見み張はっていると、意外というか、やはりというか、シンタグが屋敷から出て、その施し設せつに入って行ったではないか。

　それを確たしかめてから、ガスパーニュは住すま居いに戻もどった。フィンクルには、大だい丈じよう夫ぶだからしばらく家で待ってろと言い残して。

　部へ屋やにはエンリケがいた。メイファーはどこかに出かけているようだ。買い物らしい。

「おい、出かけるぞ。また事件の匂においがする」

　盗とう賊ぞくの目の輝かがやきを見て、エンリケも即そく座ざに弓を取った。

　道すがら、ガスパーニュはこれまでの状じよう況きようを説明する。

「どうみても怪あやしいのは、シンタグだ。あそこに潜もぐり込みたいが、どうしよう？」

「方法は三つほど考えられますね。まず、正面から失しつ踪そうしたポケットの安あん否ぴを尋たずねにいく」

「それは考えた。しかし、おれはどうもあいつと交こう渉しようする気になれん。やつは逆ぎやくに警戒するだろうしな」

「二番目は、ポケットの能力を利用して、屋敷なり、工場に忍しのび込こむ」

「そいつは楽だが、あの男だん爵しやくの気持ちを考えると、嫌いやだな」

「何だ、最初から決めてるじゃないですか。ガスらしいけど。じゃあ、三番目は言わなくても」

「あと一つ付け加えておくと、壺つぼって手もあるぞ」

「そいつはやめときましょう」

　手を振ふるエンリケに、ガスパーニュはにやっと笑った。そうだよな、おれと二人じゃ、あいつが壺に入るってことになる。それは前のメイファーとの失敗でこりごりってわけか。まあ、今回はそいつでなくても大だい丈じよう夫ぶだ。

「まあ、工場の警けい戒かいは厳重だから、おれが屋や敷しきに忍び込んで、役に立つものを探さがすのさ」

「目星はついてるとでも」

「おれの盗賊の腕うでを軽く見てもらっちゃ困るな。あいつ、自分の金庫を開けただろ。あのとき、錠じようの回し方を覚えちまったよ。屋敷の間取りも一回行って、ほぼわかるしな」

「つまり、いつものようにぼくは補ほ助じよ役やくってことですね」

「そう、あの庭には番犬がけっこういたからな。おまえのいつもの手でてなずけてくれよ」

　いつもの手というのは、エンリケの楽の音と催さい眠みん効こう果かのある餌えさとで、犬を眠ねむらせてしまう方法だ。これは以前からも使っており、かなり確かく率りつの高い方法だった。

　打ち合せた二人は、その夜さっそく実行する。

　屋敷の壁かべの上からエンリケが犬を手なずけるのを眺ながめ、しばらくしてからガスパーニュは屋敷に忍び込んだ。

　窓まどの鍵かぎを開けることなどお茶の子さいさいだった。犬がいると安心してか、ちゃちっぽいものしかついていない。

　以前訪れた応接間に入る。罠わなを警けい戒かいせねばならなかったが、よっぽどの根こん性じよう曲りでもない限かぎり、自分の家の中に罠を仕し掛かけるものは少ない。誤あやまって、自分や家族がひっかかると危き険けんだからだ。

　それでも、盗賊は用心しながら進んだ。

　金庫の開け方はまちがいなかった。ピンという音とともに、それが開く。けっこう頑がん丈じような金庫だが、開け方さえわかっていればこんなものだろう。

　そこには、さまざまな書類があった。全部取ると、すぐに盗ぬすまれたと気づかれるので、丹たん念ねんにチェックする。いくつかの恐きよう喝かつめいたやばそうな証しよう拠こ物件もあるようだが、名な残ごり惜おしく見み逃のがして、目当てのものがないか探さぐる。

　あった。どうやら工場の見取図だ。

　これさえあれば──

　ガスパーニュは更さらに、机つくえなども調べてみる。さすがに机には鍵がかかり、罠が仕掛けてある。おっと、これもちょろいもんだぜ。

　やった。この鍵束ってのは、あそこの工場に関係してるかもしれないぜ。まあ、関係ないってこともあるが……。とにかく、型を取らせてもらうぜ。

　数時間で狙ねらった目的を果たした盗とう賊ぞくは、さっそく家を忍しのび出た。

　塀へいを越こえるとき、幸せそうに犬たちの眠ねむっている姿が目に入った。まあ、明日には目覚めてるだろうから、すぐにはわからないよな。あばよ──




「これ、妙みようですね」

　図面を見てエンリケが言う。盗賊もうなずいた。図面は工場内部を描えがいたものだ。

「この真ん中に妙に広い場所を取ってあるな、これ、なんだろう」

「それと、変な設せつ計けい図ずもある。いわゆるソラステルの大たい砲ほうでしょうが、おかしなものですね」

「そうか、花火というのは火薬と関係してるから、それに詳くわしいやつを引っ張って研究させているんだ。となると、ソラステルの軍関係か」

「秘ひ密みつ研究ってことですね。なんだか思ったよりも大おお掛がかりになってきましたよ」

「とりあえず、見てのお楽しみだ」

　二人は、夜になってさっそく忍び込んだ。

　それ自体は簡かん単たんだった。裏うら口ぐちの鍵を開けると、すぐ中庭に出られたからである。

　そこから建物の中に入り、図面に沿そって進んでいく。途と中ちゆう、歩ほ哨しようの立っている場所があるが、ご丁てい寧ねいに図面に印がしてあるので避さけるのは楽だ。

　そして、二人は謎なぞめいた中央の大きな部へ屋やの前に来た。

　厳重に鍵のかかっている扉とびらを開ける。幸い、持っていた鍵束にそれはあった。

　部屋に入った二人は、そこにあるものを見て啞あ然ぜんとした。

　巨きよ大だいな生物が安置されている。大きさは人間の三倍から四倍はあろうか。オーガーやトロールより、いや、ジャイアントより大きいとさえ言えた。

　しかもその横たえられた体を見ると、さまざまなところに縫ほう合ごうの跡あとがある。なにか寄よせ集めで作られた巨人というにふさわしいものだった。

　そして、それは巨大な兜かぶと、鎧よろいを装そう備びしていた。

　そこにじっと横たわる姿へと、天てん井じようから細長い管が何本も吊つるされ、妙みような液えき体たいが流れ込んでいるようにも見える。

「何だ、これは?!」

　ガスパーニュの問いに、さすがに博はく識しきなエンリケも首を横に振ふるばかりだ。

　もう一つ驚おどろいたのは、巨人の手の部分だった。普ふ通つう、生き物なら手があるところに、妙な鉄の装置がついている。しかも、そうした装置は、取り替かえが可か能のうと言わんばかりに、いくつか他のものも置いてあるではないか。

「あれはソラステルが得意とする大たい砲ほうなんでしょうかね」

「しかし、そんなものを付けたこの巨兵はどういうことかな」

「おそらく、ソラステルが開発している秘密の兵器なんでしょう。ただ、生きているのかどうかはわからない」

「その通り、そいつは生きてはいない。これから命を吹ふき込まれるのだ」

　後ろから聞こえた声に、ぎょっと振り向く二人。

　そこに皇こう帝ていがいた。

　思いもかけなかった存そん在ざいの出しゆつ現げんに、二人はあわてた。

「ほう、ネズミの助けをしているうちに、本物のネズミになったか。大方、サザンのスパイでもあるんだろう」

　そばには、あのダークエルフがいる。その顔に浮うかぶ表ひよう情じようには、ついに失しつ態たいを見つけたぞ、と言わんばかりの満まん悦えつの表情があった。

「ちがうね、おれはサザンに対しては恨うらみを持つ身だ。ここに来たのも、ポケットの花火職しよく人にんを探してほしいと依い頼らいされたからだ」

　ガスパーニュは開き直った。皇帝までいる以上、下へ手たに弁べん解かいをすればますます怪あやしまれる。その意一つで、いかに正しいことを告げても処しよ刑けいされてしまうだろう。

「貴き様さま、夜中に忍しのび込んで、そんな言い訳わけが通じるか！」

「いや、おれはトッドという職人を探している。調べてみりゃ、わかることだ。ポケットに聞いてもいい。おれはシンタグってやつが怪あやしいと聞き込んだだけだ。判はん断だんは皇帝陛へい下かにおまかせしよう」

　盗とう賊ぞくはもうやけくそだった。

　セルジュクはじろじろと二人を見つめた。

「抑おさえろ、レティキュール、余よはこの男の能力をまだ評ひよう価かしておる。ブレイゾンが簡かん単たんに、この男をそこまで信しん奉ぽうするとは思えぬからな。ここへ入ってくるとは、管理の面にむしろ落度があるぞ」

「そ、それは、あのシンタグが間ま抜ぬけだからでございましょう」

「まあ、やつが、この面々に弱味を見つけられたせいもあろうが、あのときの処置もこの男はなかなか見事だった。よし、わかった、ガスパーニュ、おまえもこの秘密を知ったからには、ソラステルに忠ちゆう誠せいを誓ちかってもらわねばならん」

　否いやも応おうもなかった。この場さえしのげれば。

「もちろんでございます」

「簡単に言えば、おまえたちも見てのとおり、この鉄てつ巨きよ兵へいはわれらソラステルの技術──錬れん金きん術じゆつや火薬術──の粋すいを集めたものだ。もうほとんど完成に近づいておるが、完成した暁あかつきには、この六ろく門もんはわれらの支し配はいに入ることとなる。おまえの嫌きらうサザンなど、これの前には敵てきではない」

　その目が狂きよう熱ねつを帯びている。

　おいおい、おれはサザンが嫌いだとは言ったがな、ソラステルも特に好きとは思っちゃいないぜ。

　しかし、盗賊は黙だまっていた。

「余よはこれまで、いろいろとサザンには仕し掛かけてきた。中を攪かく乱らんさせたり、ヒッポスを攻せめたりとな。北の地にまでそうした影えい響きようを及およぼそうともした。しかし、この巨兵の部隊さえあれば、そうしたつまらぬ努力もいらん。正面から叩たたきつぶせる──まあ、完成まではしばらくかかろうが、もうすぐ動くことは動くのだ」

「陛へい下か、この者たちはまだ言葉の上でしか、忠ちゆう誠せいを示しめしておりません」

　ダークエルフの言葉に、ようやくセルジュクは演えん説ぜつ調を抑おさえた。

　しばし、考え込む。

「そうだな。ここまで知った以上は、おまえに忠誠を示してもらうために、ひとつ使命を果たしてもらおう。実は、前日、わが聖せい廟びように侵しん入にゆう者しやがあったという報ほう告こくがあった。レティキュールの特とく務む部隊を向かわせようかとも思っていたのだが　それをおまえたちで撃げき退たいせよ。われらが祖そ先せんを汚けがすものは許ゆるされぬ。おまえの腕うでをそこで発はつ揮きしてみろ」

　皇こう帝ていの言葉に、一いつ瞬しゆん、ダークエルフの顔が曇くもった。

「陛下、それは少し早計に過すぎませぬか。この男、わが監かん視し下かにしばし入れさせていただければ、もっと役に立つように」

「で、結局、おまえの拷ごう問もん部隊の餌え食じきとなるのか。ならぬ」

　皇帝はダークエルフをじっと見つめた。

「まあ、おまえの部隊も功をこの男に横取りされてはつまらぬな。わかった、まず盗とう賊ぞく、おまえが向かえ。レティキュール、そちの方が腕は上だと余も認みとめるゆえ、そちは後から支し援えんせよ。これでまちがいないだろう」

　そう告げると、皇帝は踵きびすを返した。

　後に残ったガスパーニュとエンリケは、しばし、ダークエルフと睨にらみあっていた。

　聖廟──何があるのだ、そこには。







　第四章　皇こう帝ていの復活







「もうすぐ出口が見えるはずだ。ほら、明るくなっている」

　暗い坂道の斜ななめ下方から、光が差さし込こんでくるのがわかった。

「割わりと短かったわね」

　ほっとしたようにファラータが言う。クロックはいない。もう外に出て、二人を待っているのだ。

　リコルたちは、ソラステルの戦せん略りやくの変へん更こうから九死に一生を得た。ジャルダンの軍は新たな目的地に向けて去り、後にはナツキと平へい穏おんを取とり戻もどしたカプリの街が残された。

　そうなれば、巫み女こナツキの要よう請せいに従したがって、〝十三廟びようのつながり〟を経へて、前皇こう帝ていが眠ねむるという聖廟を当然目指すことになる。

　本来はナツキも行くべきだが、混こん乱らんのあった直後に巫女が姿を消すというのでは納なつ得とくしてもらえないだろう。特にカプリの民みん衆しゆうは、ナツキとアグニ神の恩おん寵ちようがあったからこそ、街はソラステルの支し配はいを免まぬがれたと興こう奮ふんしている最中だったからだ。

　そこで、リコルとファラータが使命を託たくされ、そちらに向かうこととなった。

　二人とフクロウは、神しん殿でんから塚つかの中に潜もぐり、新たな道を急いでいたのである。

「はあ～、お日様の下に出れるというのは、やっぱり嬉うれしいわねえ」

　出たところでファラータは伸のびをする。そこは木々が茂しげっていたが、密みつ林りんというほどではなく、陽ひがさんさんと差し込んでいた。

「さあ、どうしよう」

　リコルはフクロウを肩かたに乗せ、考え込んでいた。ナツキの見つけた『列れつ王おう記き』と呼よばれる書には、かつての十三代の皇こう帝ていの墓はかがさまざまなところに散っているが、それらは〝皇帝の道〟でつながっていて楽に往おう来らいできるようになっている、とある。カプリの塚もそうした一つであることはまちがいないようだ。

　先代の皇帝は、十三廟の一つのそばに自分の墳ふん墓ぼを作らせたという。だいたいの場所もわかるが、そうした道が見つかれば難なんなく到とう達たつできるにちがいない。

　しかし、地図や道しるべのようなものは記き載さいされていたが、すぐに移い動どうできるような〝道〟はどこにあるのだろうか？　書だけではなく、ナツキの調ちよう査さからもそれはわからなかった。

「なあ、クロック、おまえの知ち識しきでもだめなのか？」

　開かれた『列王記』を肩ごしにのぞきこんでいるフクロウに、リコルはきいた。

〝おいら、こんな古語はかろうじて読める程てい度どだぜ。そもそも南方語だし。あんたはどうなんだい？〟

　もとより、リコルにはちんぷんかんぷんだった。図があるから、便利だろうと思って借りてはきたが。

　辺りに、それらしき道しるべはまったくなかった。

「まあ、急ぐことじゃないし、ゆっくり探していったら。聖せい廟びようの方角はわかるんでしょ」

　木々をかきわけて、ファラータが戻もどってきた。

「よし、じゃあ、とりあえずそちらへ向かおう」

　リコルは懐ふところから召しよう喚かん札ふだを取り上げた。これまでにも何度か使ったグリフォンを呼ぶのだ。

　いつものように門となったそこから、立りつ派ぱな鷲わしの顔を持った獅し子しが登場する。

「まあ、たくましいグリちゃんだこと。ねえ、リコル、ここに来るグリフォンって、いつも同じなのかしら？」

「そうだね、同じこともたまにある。なじみがあったり同調しやすかったら、そうなるみたいだ」

　召喚に心を傾かたむけているので、返事はそっけない。

　二人はその背せに乗った。フクロウはリコルの肩かただ。

　ファラータは最近ではいつも感じていたが、こうした生き物に乗って空を舞まうのは至し上じようの喜びだった。初めの頃ころ、びくびくしていたのが惜おしくなってしまう。

　そのときも、朝日を浴びて眼がん下かに色づいた森を見み渡わたすのは、実に爽そう快かいだった。

　時期は初夏、緑が盛んになるが、ここ南方ではそれだけではない。火炎樹をはじめ、さまざまな木々が色づいている。

「あらっ、クロック、どうしたの？」

　しばらく飛行していると、フクロウが急に肩から飛び立って、下方へと舞っていく。リコルはその鳥からなんらかの連れん絡らくを受け取ったのだろう。グリフォンもそちらへ向かった。

〝わかったぞ、リコル、あの木々を見ろ、ホーホー〟

　リコルの心に響ひびいてきたのは、クロックからの歓かん喜きだった。

　ここ低空に来れば、なるほどと納なつ得とくできた。

　火か炎えん樹じゆだ。

　ひときわ色鮮あざやかな赤い木々が、細い帯おび状じようになってある方向へと伸のびている。木々は色づいていて、赤や黄色、紫むらさきなどさまざまな色がまじっており、上空になると区別がつきにくい。

　だが、ある高度まで下がると、赤い中でもひときわ鮮やかな火炎樹の色が目につくし、それが見事な帯状になって、まるで道のように伸びているとわかるのだ。

「あれって……あれが〈皇こう帝ていの道〉?!」

「そうだね。ここからだとよくわかる。ぼくは字がわからないから、図だけ覚えてたけど、まちがいなく皇帝の墓のある方向だ。早道というのは、つまり、皇帝の乗る空からの旅が早いってことだったんだ」

「クロックがそれに気づいたのね、お利口さん。でも、鳥って色がわかったのかしら」

〝何、言ってる、おいらは鳥の中でも知識抜ばつ群ぐんのクロック様だぞ、そんじょそこらのフクロウとはちがうわい、ホーホー〟

　残念なことに、この抗こう議ぎはリコルにしか伝わらなかった。もっとも、やたら羽根をばたばたさせるので、ファラータも気づいて笑ってはいたが。

　それからの旅は事もなく進んでいった。いくらグリフォンとはいえ、二人を乗せて飛ぶのは疲つかれるので、地上に降おりたりして休みながらではあったが。

　やがて、いくつかの墓を過ぎ、目指す聖せい廟びようが間近となってきた。辺りは密みつ林りんで、地上にそうした遺い跡せきがあったとしてもわかりにくい。

　だが、火炎樹の道の差し示す方向は明めい確かくだった。

「あった！」

　木々に隠かくれて、なにやら黒い建物がちらっと見えた。方角からして、それが前皇帝の聖廟にちがいない。

　一行はその方向に急きゆう降こう下かしていった。




　スフィンクス。

　獅し子しの体に、人面をもつ魔ま獣じゆう。重要な遺跡の前に鎮ちん座ざして、そこを目指すものたちを阻はばむ。戦っても勝てず、スフィンクスを過すぎるには、それを上回る知力を見せつけねばならない。

　かつて読んだ書物の記き憶おくが、リコルの頭をかすめた。

　確かに、こいつはスフィンクスだ。だが、それは人面をしておらず、鳥のような頭をしていた。

　それでも、そいつが強力な魔獣であることには変わりなかった。人間の数十倍はあろうかという巨きよ大だいな体たい軀くをしている。何でできているのかはしらないが、その皮ひ膚ふは石のような硬かたさに見える。こいつに踏ふみ潰つぶされれば、跡あと形かたも残らないだろう。

〝そういや、『列王記』にも、こいつがいるみたいなことは書いてあったよな、ホーホー〟

　傍かたわらで、クロックが伝えてくる。

「もっと早く教えておいてくれ！」

　たまらず、リコルは叫さけんでいた。

　一行の向こうには、階かい段だん状じようになった黒い石積みの建築物がそびえている。遠くからだと小さな三角形に見えていたそれは、近づくと人の数十倍の高さはあろうかという、巨きよ大だい墳ふん墓ぼだとわかった。

　だが、そこに行く前、入り口付近にたたずむのが、この化け物スフィンクスだ。

「どうするの、リコル」ファラータもさすがに心配そうだ。

「どうするったって、行かなきゃならないだろう。回り道をしても、どうせこいつが追ってくるはずだから」

　歩み出した若わか者ものがそばに来ると、それまで生気の感じられなかったスフィンクスの目がぱちっと開いた。そこから朗ろう々ろうとした声が響ひびく。

「何者だ、王の眠ねむりを妨さまたげんとするものは？」

「われはリコル・エイキン、そして、こにいるのはファラータ、われらは理わ由けあって、王に見まみえたいと思い、ここに来た」

「王は静かに休んでおいでだ。見知らぬ者を通すわけにはいかぬ」

　ぎろっと鳥頭の目が光ったかと思うと、その首がぬっと近づく。

　攻こう撃げきされるのかと思った二人は、とっさに身み構がまえた。

　鳥の口くち許もとが歪ゆがむ。

「そのように身構えようとも、われの力にかかれば詮せんなきこと。まして、二人だけでというのは笑しよう止し千せん万ばん。ただ──」

　なんだろう？　まさか……。

「われにも一つ困こまった癖くせがある。汝なんじらがわれの出す問いに答うれば、われはその知ち恵えを讃たたえて、ここを通る許きよ可かを与あたえよう」

　やっぱり！　スフィンクスと謎なぞかけは、古来きってもきれない関係にあると聞いていたが、どうやらこいつもまちがいないらしい。

　若者は特に謎かけに自信があるというわけではなかった。しかし、こちらにはクロックという知ち恵え者しやもいる。

　あいつとぼくの知ち識しきがまじれば、なんとかなるんじゃないか。

〝甘あまえちゃ、だめだ。おいらだって、南の方の知識はほとんどないからな〟

　つれない答えが返ってくる。

　何だって。また、逃にげをうつのか、この鳥は！

　そうは言っても、他に方法はなかった。

「わかった。問いに答えよう」

　力ずくではとても勝てそうにないので、若者は素す直なおに告げた。

「言っておくが、負けたからとて、力でわれに勝てるなどとは思うな。また、答えが正しいかどうかの裁さい量りようもわれにあると思え。よいな」

「結けつ構こうだ」

　開き直ったリコルに、小こ癪しやくなと思ったのか、ぞんざいにスフィンクスは告げた。

「わが種族には、いろいろ取り決めもあるが、おまえなどにはわかるまい。面めん倒どうだ、問いは一つでいい。

　答えよ、〝王の王たるものは誰だれか？〟」

　予想したとおりだった。非ひ常じように曖あい昧まいな問いかけだ。具体的な人名を聞いているのか、抽ちゆう象しよう的てきなものを聞いているのかわからない。おそらく、誰か、といっている以上、具体的な方なのだろう。

〝そうだろうな、何か、とはきいてないから〟

　やはり心配なのか、フクロウも頭に伝えてくる。リコルは少しほっとしたが、今度は具体的な名前ということで愕がく然ぜんとした。ソラステルの王や皇帝の名前なんて、ほとんど知らないぞ。

〝王の王〟だから、いまより一つ前の皇こう帝ていの名を聞いているのか？

　それなら、セルジュクの一人前でホテプト三世だ。しかし、セルジュクを正統な王としてこのスフィンクスは考えているのだろうか。あるいは、ホテプトの一代前か？

〝それはカーメン二世だが、ちがうと思うぞ〟

　フクロウから即そく答とうがある。

〝じゃあ、誰だい〟

〝おそらく、王の王、というのは王の中の王、もっとも偉い大だいな王、という意味だろう。そうなると──〟

〝じゃあ、ここに祀まつってあるという意味で、やっぱりホテプト三世になるじゃないか〟

〝いや、いまなら、セルジュクだろう、ホーホー〟

〝そんな──どっちかは、まったくわからないぞ〟

　しびれをきらしかけたリコルは、危あやうくホテプト三世と言いかけたが、フクロウから待ったが入った。

「ホ……」

「どうした、答えよ」スフィンクスが冷静に告げる。

　ファラータが心配そうな顔をした。

〝待った！　わかったぞ、やつの言っている〈王キング〉は〈皇帝エンペラー〉ではない。南方語だと、皇帝はちがう言い方をする。ここでの王とは種族の長みたいな意味だ〟

「えっ、どういうことだい？」

　つい、言葉が口をついて出る。さすがに、スフィンクスも妙みような顔をしたが、答えに窮きゆうしてひとりごとを言ったととってくれたようだ。

〝つまり、あらゆる種族の長のなかの長、みたいな事だ。これはいまの時代じゃないな〟

〝そんな、ぼくの頭にそういった知識はないぞ〟

〝いや、よく考えよう。ここはソラステルだ。ソラステルで、最初の王朝を開いたのは……〟

　リコルは呆ぼう然ぜんとしていた。これは、スフィンクスとクロックの闘たたかいではないのか。

　クロック、頼たのむ、おまえの頭ず脳のうで何とか答えを見つけだしてくれ。

　ふと見ると、ファラータもどうした事じ態たいになっているのか、理り解かいしたようだ。視し線せんは上の木の枝にいるクロックに送られている。

　しばしの時が流れたが、若わか者ものにはそれが何時間にも感じられた。

　やがて──

〝わかった、たぶんこれだ。リコル、答えよう。それは──オルクスだ！〟

　答えを告げられた瞬しゆん間かん、リコルの頭の中にも、それでまちがいない、という確かく信しんが生まれた。

　ああ、なるほど、オークの王オルクスか。かつて六王国の時代、ここ南方でオークの部族をまとめ、強大な帝てい国こくを築きずいた男。彼こそは単なる王でなく、〈皇帝〉と呼ぶにふさわしかった。オルクスの帝国はやがて崩ほう壊かいしたが、そうした流れの中から現げん在ざいのソラステルは生まれてきている。

　そう考えると、オルクスこそ〝王の王〟というのにふさわしい。

　よかった、という思いが湧わき上がるのを尻しり目めに、フクロウが付け加えてきた。

〝もちろん、ちがうかもしれないけどな。宗しゆう教きよう的てきな意味あいから〈王の中の王キング・オブ・キングス〉と言われると、アグニ教の名高い予言者であり、現世の救世主でもある……〟

　しかし、リコルはもう聞いていなかった。

　まちがいない。このスフィンクスは、たぶんセルジュクの支配下にある。それなら、絶ぜつ対たいオークに関したことを聞くはずだ。

　それは、ほとんど直感に近いものだった。

「答えよう。〝王の王たるもの〟──それは、オルクスだ！」

　一瞬の間。

　スフィンクスは瞬まばたきしたかと思うと、頭を下げた。

「正しい。見事だ」

　そこにいる全員が、脱だつ力りよく感かんに襲おそわれていた。

　スフィンクスはまた頭をもたげると、言い放った。

「約束である以上、ここを通ってもよい。ただ、われはセルジュクとの契けい約やく上じよう、おまえたちの通つう過かを報ほう告こくせねばならない。残念ながら、われはあの男に強制ギアスをかけられておるのでな」

　そう言ったかと思うと、急にはばたき、上空に飛び上がった。

「おまえたちはおそらく、〈皇こう帝てい〉に害がいをなすことはあるまい。すべてがうまくいくことを祈いのっておるぞ」

　声が消えて行った。

「何だったの、いまの？」

　リコルはぼんやりと考えていた。

「きっと、あのスフィンクスはぼくたちに答えてほしかったんだろうな」

　遠ざかって行く姿を、一行はしばし見送っていた。




　ピラミッドの中は迷めい路ろだった。それも、中央に目指す部へ屋やがあり、上下構こう造ぞうをくぐらねばならないという立体の。ナツキの『列王記』と一いつ緒しよにあった資し料りように、そうした墳ふん墓ぼの構造が書いてあり、ここがそれに似にていなければ、リコルたちはおそらく迷まよって悲ひ惨さんな運命をたどっていたにちがいない。

〝迷路というのは、普ふ通つう、左手か右手に沿そって行けば、たいてい抜ぬけられるんだ、ホーホー〟

　もっともらしいことをフクロウは告げる。

〝だけど、目的地が真ん中にあって、周囲の壁かべと切り離はなされてるときは別だ。ここみたいにな〟

「そんな役にも立たないことを教えてくれてもねえ」

　リコルの説明を聞き、ファラータはフクロウの方を振ふり返った。

　そう、道をまちがえれば、ここに住み着いた妙みような生き物に襲おそわれるだろう。いや、生き物ではない存そん在ざいと言った方がいい。

　実じつ際さい、二度ばかり、そうしたアンデッドたちと出くわした。

　ファラータの格かく闘とう技ぎやリコルの魔ま法ほうによって、それらは撃げき退たいされたものの、倒たおした後が嫌いやだった。

　ま近で見ると、それらは冒ぼう険けん者しやの恰かつ好こうをした者たちだった。つまり、なんとかスフィンクスをくぐりぬけたものの、ここで迷って朽くち果はて、それでも盗とう掘くつの魔力に妄もう執しゆうからしがみついている者たち。この墳墓は、そうした者を甦よみがえらせるのだろうか。

　時間があれば、彼らを弔とむらってやりたかったが、いまはとてもそんな余よ裕ゆうはなかった。

　また、罠わなにも気をつけなければならなかった。

　幸い、リコルの魔法でほとんど避さけられたが、後で観察すると、そこでもいくつか朽ち果てている死体があった。そして、それを餌えさとしている魔物たち。

「もう少しで目的地だ。がんばろう」

　リコルたちは階かい段だんの上に立っていた。

　明らかに、その奥おくが〈皇こう帝てい〉の玄げん室しつとわかる厳おごそかな扉とびらがある。扉の上には、なにか秘ひ文も字じめいたものが書いてあった。

〝王の眠ねむりを妨さまたげるものは、相そう応おうの報むくいを受けるであろう〟クロックが読む。

「いかにもだな」

「開けるわよ」躊ちゆう躇ちよしかねないリコルを見て、ファラータがそれを押おした。

　奥は正方形の広い部屋だった。その奥に棺ひつぎがある。

「嫌だな、どうもマミーが出てきそうな気配だ」

　棺の両りよう脇わきには、剣けんを構かまえた兵士が立っている。おそらく王を護ご衛えいしようと生きながらに葬ほうむられたのだろう。鎧よろい兜かぶとの奥には骸がい骨こつの顔がのぞいていた。

　そいつはいまにも動きだしそうに見えたが、近ちか寄よっても反応しなかった。

　ファラータはちょっと安心したのか、兵士から注意を横に移うつす。

「あら、この棺、透とう明めいだわ。中に眠っている人が見える。これがホテプト三世ね」

「危あぶない！　ファラータ、よけろ！」

　叫さけびながら、リコルは指先から魔ま法ほうを飛ばしていた。

　棺にかがみ込み、ファラータがそれに触ふれた途と端たん、それまでただたたずんでいた兵士の一人が、急に動きだして剣を振ふり下ろしたからだ。

　金色の帳とばりがファラータを包む。剣は激はげしい音を立てて、その障しよう壁へきにぶつかり、弾はじき返された。ファラータは横に転びながら難を逃のがれる。

　もう一人の兵士も動きはじめた。

　そして──

〝おい、棺が開くぞ〟クロックの叫びが伝わってくる。

　兵士に気をとられていたリコルの目に、棺の蓋ふたが開いて、そこから腕うでが伸のび、そして、体全体がゆっくりと起き上がるのがとびこんできた。

　やはり、マミーか?!

　だが、それは包帯をぐるぐると巻まいたようなものではなかった。

　頭に黒と金の縞しま模も様ようの仮か面めんをかぶり、華か美びな装そう飾しよくのローブを身にまとっている。いまでも皇こう帝ていとして、周囲を平ひれ伏ふさせているといわんばかりの姿すがただった。

　だが、その袖そでから伸びる手はしなび、腐ふ臭しゆうも漂ただよっている。

　明らかに、そいつはアンデッドだった。

　皇帝の姿のまま、アンデッドと化したのだろうか。

　これはまずいと思ったものの、リコルは、一いつ瞬しゆん、召しよう喚かんしようかどうか迷った。ここには戦いに来たのではない。皇帝を甦よみがえらせて助力を乞こう、というのがナツキの願いだったはず。

　だが、アンデッドと化した皇帝では？

　どうしたらいい。

　リコルのそんな思いとはおかまいなしに、相手は口を開いた。

「余の眠ねむりを妨さまたげし、貴き様さまは何者？　相応の罰ばつは覚かく悟ごしておろうな」

　アンデッドとはいえ、前皇帝ホテプトの威い厳げんはかなりのものだった。

　なにか体が痺しびれるように感じる。

　一方、皇帝の姿を目まの当たりにした護衛たちは動きがますます活発になったようだ。

　一体はファラータと向かいあい、他の一体は皇帝を守るようにその前に立つ。

　このまま闘たたかいになれば、かなり劣れつ勢せいだろう。

　リコルは直ちに、アンデッドをすべて葬ほうむり去ると言われるワルキュリア鎮ちん魂こん兵へいを召喚したい誘ゆう惑わくにかられた。

　フクロウからの思念が届とどく。

〝だめだ、相手を倒たおしたら意味がないぞ、リコル〟

　はっとしたリコルは、それもそうだと気づいた。それは最後の手しゆ段だんだろう。いまはこの皇こう帝ていと語るようにしなければ──

「ホテプト三世、ぼくはあなたにいろいろ聞きたいと思ってきた。落ち着いて、話をきいていただきたい」

「黙だまれ！　わが霊れい廟びように土足で踏ふみ込こみし者を信じるわけにはいかぬ。〈最後を守る者ペナルテイメーター〉よ、この敵てきを倒せ」

　命令と同時に、剣を持つ兵士が一歩進み出る。皇帝は手にした錫しやく杖じようを振ふりかざした。

　だめだ、これは一いつ刻こくも猶ゆう予よがならない。

　リコルの頭に、ある姿が浮うかんだ。




　ワレ盟メイ約ヤクニヨリテ、汝ナンジヲ召喚ス

　スベテヲ調和サセシ、金コン色ジキノモノヨ

　汝ノ力ヲ、イマコソ発ハツ揮キセヨ
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　投げられた召喚札から、金色のまばゆい光が現あらわれる。

　それは、ぼんやりとした人の形をとった。〈調和をもたらすものコンコーデイア〉だ。

　その姿が現われたのとほとんど同時に、ホテプトの錫杖が振られる。

　急に激はげしい風が玄げん室しつに渦うず巻まいた。そして、さらに杖つえが振られる。

　風は猛もう烈れつな早さとなって、刃やいばのように〈調和をもたらすもの〉に襲おそいかかった。それは通常の疾風サプライズ・ウインドではない、相手の致命的クリテイカルな部分をつく魔ま法ほうが重ねてかけてあるおそるべきものだ。

　しかし、その風の刃は、即そく座ざに〈調和をもたらすもの〉から放たれた金色の光によって中和され、消え去った。おそらく魔法消去デイスペス・マジツクだろう。

　必殺の一いち撃げきと信じていた皇こう帝ていは、少し焦あせった。もう一度、杖が振られる。

「皇帝の名において命ず。この風に引き裂さかれよ！」

　一いつ瞬しゆん、ぼんやりとした〈調和をもたらすもの〉の姿が震ふるえ、そこに、王の錫しやく杖じようから激しい風が送り込まれた。今度は先ほどとはちがい、かまいたちのように真空を作り出す風の渦ウインド・カツターだ。

〈調和をもたらすもの〉はその風にずたずたに引き裂かれようとしたが、再ふたたび、それが金色の光を発すると、そこには以前と変わらぬ姿があった。

「むっ、再生リジエネレーシヨンか！」

　皇帝の叫さけびとほとんど同じくして、〈調和をもたらすもの〉はその姿を拡かく散さんしはじめた。金色が薄うすれると同時に、膜まくのような姿になって、〈最後を守る者〉や皇帝を覆おおっていく。

　そして、しばらくすると、その姿はかき消すようになくなってしまった。

「リコル！」

　召しよう喚かんした生物が役に立たなかったと思ったファラータが、心配げに呼びかける。しかし、リコルはほっとしていた。

　これでいい。

〈最後を守る者〉の動きが二体とも止まった。それは打だ撃げきを受けたとか、破は壊かいされた、というのではない。彼らにあった敵てき意いや攻こう撃げきの意志が消えてしまっているのだ。
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　そして、皇帝の雰ふん囲い気きも、これまでとはがらりと変わったものになった。もちろん、仮か面めんをつけているので表ひよう情じようまでは読み取れないが、そこからの敵意の発散はない。

「皇こう帝てい陛へい下か、もう話をしてもよろしいでしょうか？」

「ああ、おまえの〈調和をもたらすもの〉にうまくしてやられたようだな。話を聞こう」

「わたしたちは、ここを荒あらしに来たわけではありません。いま、ソラステルで起こっていることが、果たして陛下の意に沿そうことであるのかどうかを、確たしかめたかったのです」

「どういうことだ？」

　そこで、リコルは自分のわかっている範はん囲いのことをしゃべった。

　ソラステルのヒッポス奇き襲しゆう、中立国シスに対する工作、そして、何よりも、かつての同盟国であり、ソラステル寄りなカプリや巫み女こへの攻撃……。

「まさか──」

　最初は、信じられない、といった声だった皇帝だが、やがて大きくかぶりを振った。

「そうか、セルジュクが裏うら切ぎりおったか。そういうこともあろうかと、腹心を置いておいたのだが、おそらく籠ろう絡らくされたか、処しよ刑けいされたのであろうな」

「どうして、このような生きながらにして、墓ぼ所しよに入ることなど……」

　ファラータが素す直なおにきく。

「これか、話せば長いことになる。よいか、余よは決してサザンとの戦いを望んだりはしていない。むしろ、これはサザンの圧あつ迫ぱくによるもの──とはいえ、この南方人の気き質しつにも、せっかちで攻撃的なところはある。オークは特にそうだし、エルフにしても、彼らは北とはちがって攻撃的だ」

　その顔は、悲しげだった。

「余はこうした多くの種族をまとめてきたが、どうしても好戦的で、拡かく張ちようしたがる。そして、それは勢いきおいのあるときはいいが、勢いをなくせばすぐに瓦が解かいする。かつてのオルクスの帝てい国こくを見よ」

　話がまだ見えないので、リコルたちはおとなしく聞いていた。

「余は、この国の長所もまた知っている。新たな技術では、火薬をはじめ他を寄よせつけない。ならば、どうしてそう攻こう撃げき的になる。それを考えているうちに、一つ思い当たった。われらは短命な者たちが多い。火にも似にて激しく燃もえ盛さかるが、その時期は短いのだ。そして、短いがゆえに焦あせり、より短気ともなる。それを、少しでも伸のばせれば、もっと落ち着いたものになるのではないか」

　リコルはこれを、どこかで聞いたことがあるような気がした。そうか、北の森エルフの長だ。権けん力りよくを得たものは、どうしても長命にこだわるのだろうか。とはいえ、ホテプトの思考は少しちがうようだが……。

「そして、多くの種族からの研究の結果、生きたまま葬ほうむられることで、永えい遠えんの生命を得られる可か能のう性せいがあるとわかった」

　もちろん、それはミイラのことだったが、この賢けん明めいな皇帝は〈永遠〉などというのはまやかしだろうと思っていた。だが、ソラステルの錬れん金きんの術じゆつから派は生せいした生命いのちの術と組み合わせることで、ある程てい度ど、寿じゆ命みようを伸のばしうるのではないか、ということまではわかったのだ。

　そこで、皇帝は自らがそれをとり行なおうとしたのである。もちろん、反対もあった。ソラステルは伝でん統とう的に火か葬そうであって、そうしてのみ皇帝は不ふ滅めつになると信じられていたのである。

　ところが、ここで言葉巧たくみに取り入ったのが、セルジュクだった。ソラステルの技ぎ術じゆつ全ぜん般ぱんに通じており、巧こう妙みような交こう渉しよう能のう力りよくをもつこのハーフオークは、後のことは大だい丈じよう夫ぶとばかりにホテプトの後あと押おしをしたのである。

　かくして、五年間ばかり眠ねむりにつけば、数十年の長命を得てホテプトは甦よみがえることになっていたのだが──

「余よがそうなれば他の者にも応用がきく、とセルジュクは言いおった。考えてみれば、あいつも狡こう猾かつとはいえ気が小さいのだろうな。ハーフオークであるが故ゆえに。余に正面切っては刃は向むかえない。この墓所を律りち儀ぎに守っておるのだから。いない間にこっそり立ち回りたかったわけか」

「ホテプトさんは学者だわ。どちらかというと、政治家よりも」

　小声でファラータがリコルに告げた。

「だが、まさしく罠わなだったようだ。眠りについた途と端たん、余はおかしいと感じた。生きながらにして死後の世界に入ることで、力を得るはずだった。ところが、それは支し配はいされた死者の世界だった。これではアンデッドと変わらない。眠りについている間、魔まの世界が見えたが、そこのものたちに従じゆう属ぞくを強しいられそうになり、これは困こまったと思っていたのだ……」

　そうです、それではアンデッドそのものです。そのままではマミーになってしまいます──とリコルも思った。

「でも、これでセルジュクの陰いん謀ぼうがわかったのだから、帰き還かんすれば……」

　しかし、皇帝はかぶりを振ふった。

「いや、それがそう簡かん単たんではない。余はこうした措そ置ちをとってしまった。玄げん室しつをこのままでは出られない。一度、不安になって、この部へ屋やを出ようとしたのだが、体がいうことをきいてくれなかった」

「それって、どういうことですか」

「どうも、余の体が魔になじみ、アンデッドのようなものと化しているのだろう。この呪のろいのようなものを解とかなければ」

〝たぶん、いちど浄じよう化かというか聖化しないといけないんだろうな、ホーホー〟

　しかし、そんな方法が簡単にあるのだろうか。

　リコルは鳥に必死にきいてみた。

〝たぶん、大がかりな儀ぎ式しきが必要だろう。もし、一時だけというのなら、あんたでもできなくはないが〟

　リコルの真しん剣けんな表ひよう情じようを見て、ファラータも感づいたようだ。

「あら、クロックが知ってるかもしれないのね。それ、試ためしてみてよ」

　しばらく鳥と心の会話をしていた若わか者ものは、ようやくうなずいた。

「ああ、でも、ぼくはまだこの生き物を呼よんだことがないんだ。うまくいくかどうか」

　皇こう帝ていもここに至いたって、フクロウが普ふ通つうの生き物ではないと気づいたようだ。注意深く観察している。

「方法があるのか、それなら、余に試してもらいたい。このままセルジュクを思いのままにさせておくわけにはいかん」

　確たしかにその通りだった。あのスフィンクスは知らせに行くといっていた。たとえ一時であっても、早急に皇帝を復ふつ活かつさせねばならない。

「わかりました、やってみましょう」

　リコルは目を閉とじた。いつものように召しよう喚かん札ふだではなく、言葉だけが紡つむぎ出される。

　初めてのせいか、かなり苦しそうだ。額ひたいから汗あせが落ちはじめた。

　やがて、宙ちゆう空くうから何かが現あらわれ、石いし畳だたみの隙すき間まに落ちる。

　と、そこから小さな木が育ちはじめた。いや、育つというより、むくむくと生えてきたと言うべきか。

　そして、そこには虹にじのように七色に輝かがやく実がなっていた。

　目を開いたりコルは、ほっとしたように、そのうちからひときわ紅あかい実をつんで皇帝に差し出した。

「これでしばらくは、陛下は魔まから救われるはずです」

　そして、召喚術師は念のために、魔法ポリモルフもかけておいた。これで一時、ほんの一時だけだが、アンデッドではなくなるだろう。見せかけだから、すぐ駄だ目めになるだろうが、とにかくこの部へ屋やだけでも出られたなら。

　全員が注ちゆう視しする中、皇帝は扉とびらに手をかけ、そして──外に踏ふみだした。




「ガス、たぶんこっちですよ、この書き方だと」

　ぼんやりとしたランタンの灯りの中、エンリケの声が響ひびいた。

「ったく、あのダークエルフの野や郎ろう、嫌いやがらせばかりやりやがって」

　ガスパーニュがぼやくのももっともだった。その羊よう皮ひ紙しに写し取った墳ふん墓ぼの地図は、かすれてすごく読みにくかったからである。

　それもこれも、レティキュールが情じよう報ほうを出し渋しぶったからだ。

　皇帝セルジュクの命により、まずガスパーニュたちが墳墓に赴おもむくこととなった。前皇帝の眠ねむる聖せい域いきに侵しん入にゆう者しやがあったので、排はい除じよしろということだ。

　墳墓からの知らせによると、賊ぞくはリコル・エイキンと名乗る男女の二人連れらしい。大方、盗とう掘くつ者だろう。ガスパーニュには、どうしてそんなものに皇帝が大おお騒さわぎするのか、よくわからなかった。そもそも名前だって、どうでもいい。そんなことより、装そう備びとか、なによりも危き険けんな罠わなが多いという墳墓の地図をちゃんと教えてほしかった。

　しかしそれは、後方支し援えんという形になったダークエルフの長がへそを曲げて、映うつりの悪い地図しか渡わたしてくれなかったのだ。まあ、追っつけ行くから、相手を足あし留どめでもしておいてくれ、だと？　後から来て、おいしいところだけをいただく気かい。そんなのはまっぴらだぜ。

　そう思った二人は、直ちに瞬間移動テレポートの術で当地に送ってもらおうとした。

　ただ、ここで厄やつ介かいごとが一つ起こった。

　かなり険けん悪あくになってきていたメイファーの気持ちが爆ばく発はつしてしまったのだ。

　これ以上、ソラステルでの仕事を引き受けないでほしい。それが嫌いやなら、わたしはシスの国へと帰ると、強きよう硬こうに主しゆ張ちようしたのである。

「なあ、おれはそのリコル・エイキンってやつを倒たおしたら、すぐに戻もどってきて、今度こそおまえの言うことを聞くから」

「リコルもへったくれもないわよ。それなら、わたしはすぐに帰らせてもらいます」

　さすがに、盗とう賊ぞくはぶちきれた。このわからずやのお姫ひめ様さまめ。

「そうかい、それなら、勝手にしろ！」

　ここで、結局あなたはミランダと同じことをわたしにもした、といってメイファーが泣き出す愁しゆう嘆たん場ばもあったのだが、双そう方ほうとも折れず、メイファーはシスへと旅立って行った。

　ふん、女ってのは、どいつもこいつも──と、思いつつ、盗賊たちは墳ふん墓ぼへと向かったのだ。

　ここの迷めい宮きゆうは、地図を一目見ただけで中心に向かうタイプだと推すい測そくできた。ただ、この地図だとまちがう危険性もあるので、入り口の木に紐ひもを巻まきつけて、垂たらしていき、中でどうしようもなくなったら出てこれるようにした。そのための紐はたっぷりと用意してきた。

　もちろん、外で敵てきを待ち受けるという方法もあった。こちらの方が成功する確かく率りつは高い。しかし、それでは中を荒あらされてしまう。使命から見て、これはできるだけ早く中で取っ捕つかまえてこい、というものだろう。それに、後から来たダークエルフに何をぐずぐずしている、となじられるのも嫌だった。

「右だ、右」

「根こん拠きよはあるんですか？」

「左は、おれの鼻がむずがゆい、そっちじゃない」

　そういって、鼻をほじる。エンリケは笑い出しそうになった。さっきもそれで、妙みようなアンデッドと出くわしたばかりじゃないか。

　そいつは巨きよ人じんで、とんでもない腐ふ臭しゆうを放っていた。それが毒の霧きりとなって、漂ただよってきていたくらいだ。エンリケの強力な猛もう毒どくの矢がなければ、二人ともいちころでやられていただろう。

　巨人の冒ぼう険けん者しやというのは珍めずらしいから、たぶん、冒険者にやられたやつが甦よみがえったんだろうな、とガスは言った。確かに、ここは死んだものをアンデッドとして再さい生せいしているような雰ふん囲い気きもあった。もちろん、そうしたものに対しての準じゆん備びは二人ともぬかりなかったが。

　右に向かって進んで行くと、階かい段だんがあり、下へ向かっている。

「やった、どうやら、半分まで来たぞ。これがその階段だろう」

　地図を指差す。どうやら、まちがいないらしい。

　吟ぎん遊ゆう詩し人じんが降おりようとしたとき、盗とう賊ぞくが腕うでを伸のばして待ったをかけた。

　見れば、指を唇くちびるにおし当てている。

　エンリケにもわかった。下の方になにか人の気配がする。言葉が聞こえたのだ。ガスパーニュは耳に普ふ段だんよりもよく聞こえる装そう置ちをつけている。だから、早く聞こえたのだろう。

　二人は、そそくさと戻もどった。

　すぐ近くに扉とびらつきの大きな部へ屋やがある。奥に彫ちよう像ぞうが飾ってある。そこに隠かくれてみる。

「どうも、リコルってやつらしい。ここでやりすごそう」

「後ろから奇き襲しゆうですね」

「ああ、なんでも先に使い魔まをやってるらしいからな。それに見つかるとやばい」

　扉を開けておき、息をひそめて待つ。と、戸口の外を一団だんが通り過すぎて行くのが見えた。

　何か鳥のようなものが先に行き、後から若わかい男女が続く。

　おやっ、とガスパーニュは思った。あのリコルという若者、前に見たことがある。やつは確たしかサザンで縛しばり首くびになっていたんじゃ……。

　しかし、それに従したがう者たちには、さらに驚おどろかされた。

　あれは皇こう帝ていか?!　ミイラみたいだぞ。それに骸がい骨こつ戦士も二体。やつらはなんだ？

　二人は、どうしたものかと考えていた。

　分ぶん断だんして奇襲でもかけなければ、全部を相手にしたら不利なのは目に見えている。

　そのとき、ぎょっとしたようにエンリケが盗賊を見た。

　指先にあるのは、ガスパーニュがこれまで垂たらしてきた紐ひもだった。

　まずい、気づかれたら！




　リコルたちは慎しん重ちように進んで行った。早く外に出たいし、出てしまえばこちらのものだ。だが、スフィンクスからの知らせで、ソラステルからも追っ手が差し向けられているだろう。もう、その連中は、ここに侵しん入にゆうしているかもしれない。

　だから、急ぎつつも、用心しながら進んでいった。

　いったん下に降おりてから、上に登る階段に出くわす。

　思い出した。これで、半分くらいのところに来たぞ。

　ファラータもそれがわかったのか微笑ほほえむ。ホテプトたちは二人の後を進んでくる。

〝クロック、どうだ？〟

〝特に別べつ状じようないね、楽なもんだよ、ホーホー〟

　そうして、しばらく進んだとき、ふと、ファラータがこちらを向いた。

　彼女の指差す足あし下もとには、よく見ると、何か細い紐のようなものが這はっている。

「何、これ」かがんで触さわってみるが、普ふ通つうの細いロープにしか見えない。

「来たときには、こんなものなかったわよね」

　立ち止まっていると、皇こう帝ていたちが追いついてきた。

「放ほうっておいて出た方がいいのかも」

「いや、ちょっと待て。これって、迷まよわないための道具かも。とすると、ぼくら以外に来ているやつらが──」

　どきっとした表ひよう情じようのファラータだが、少し考え込んだ。

「でも、わざわざこれで手がかりを与あたえるのも変じゃない。こんなものなしで、どこかに潜ひそんで襲おそえばいいんだし」

　一行は頭をひねった。とりあえず、皇帝たちはその場で様子を見ておいて、ファラータとリコルが調べてみようということになった。

　連れん絡らくを受けたクロックも引き返してくる、という。

　紐ひもはある程てい度ど通路を延のびていってから、とある部屋に入っていた。

　扉とびらは開いている。

「どうする？」

「のぞいてみたらいいのよ」言うが早いか、ファラータは戸口に立った。

「あれっ！」と、奇き声せいを発す。

　そして、中へ入って行く。リコルも戸口からのぞいたが、一いつ瞬しゆんわけがわからなかった。

　部屋の奥おくに彫ちよう像ぞうがあり、紐はそれに結びつけられていたからである。




「来た！」

　部屋に入ったリコルに、たちまち後ろから盗とう賊ぞくが襲おそいかかる。

　召しよう喚かん術じゆつ師しが振ふり返ろうとしたときには、もう遅おそかった。後ろからはがい締じめにされ、体の自由が利きかない。

　盗賊は後ろ足に、扉をがんと蹴ける。それは大きな音を立ててしまると、がちゃっと扉止めがおりた。そういう風に細工をしたのである。

　もちろん、ファラータは妙みような気配にさっきから振ふり向いている。しかし──

「お嬢じようさん、そこまでだ。一歩でも動いたら、申もうし訳わけないがあなたの命を奪うばう」

　反対側の戸口の陰かげから、弓で狙ねらいをつけた男の姿すがたが見えた。暗がりにいま一つわかりにくいが、よく見ると、あのヒッポスで弓を射いかけてきた優やさ男おとこだ。腕うで前まえはわかっていたので、女武ぶ闘とう家かの体は彫像のように動かなくなった。

「おい、エンリケ、よく狙いをつけておいてくれ。こいつらはなかなかの腕うでだと思うから。まず、こいつをなんとかするし」

　締めつける力が強くなる。リコルはどうしようもなかった。救いがあるとすれば、皇こう帝ていの援えん軍ぐんだが気がついてくれるだろうか。

「うわっ、何だ！」

　そのとき、後ろから締めつける腕がゆるんだ。

　盗賊の顔になにかが急に飛びかかり、爪つめで引ひっ搔かいたのである。

〝リコル、おいらを置いてっちゃいけないぜ、ホーホー〟

　フクロウは扉とびらが閉しまる寸前に追いついて、飛び込んでいたのだ。リコルとファラータに注意を払はらっていた盗賊たちは、それに気がつかなかった。

　あっと、思ったエンリケが躊ちゆう躇ちよした瞬しゆん間かん、ファラータが跳とんだ。必殺の蹴けりが炸さく烈れつしようとしたが、そこは吟ぎん遊ゆう詩し人じんもさっと体をかわす。そのまま二人は接せつ近きん戦せんに入った。

　リコルは直ちに召しよう喚かんに入った。赤い札が宙ちゆうに舞まう。急いで召喚したので、もっとも呼よびやすい獣けものが跳とび出してくる。

　それは──巨きよ大だいな犬、ガルムだった。

　そいつは激はげしく口を開けると、盗とう賊ぞくに襲おそいかかった。

　最初の一いち撃げきはなんとかかわしたガスパーニュだが、後がない。壁かべを背せにし、つぎの攻こう撃げきを受けると、どうしようもない体勢となった。

　盗賊には短たん剣けんを構える暇ひまはあったが、それでも劣れつ勢せいは免まぬがれない。

　短剣を見て、召喚術師は腕を上げようとしている。おそらく、魔ま法ほうを用意しているのだろう。

　まずい、どうしようもない、何とかしなければ……。

　盗賊の必死の思いは、無む意い識しきのうちにガルムへと伝わっていた。魔ま獣じゆうの頭の中で叫さけびが木霊こだまする。


　おい、おまえ、おまえは何をしているんだ、おまえの敵てきはあいつだろう、まちがえるな、後ろを襲え。



　これこそ、非ひ常じようの際さいに召喚獣を乗っ取ってしまえる、ガスパーニュ独どく自じの〝剽ひよう窃せつ〟と呼べる能のう力りよくだった。それは元の召喚術師の思いに非常に近く、呼び出された獣にとっては区別が難むずかしい。

　リコルの方は正直、襲ってきた男を見て、驚おどろきの思いだった。

　こいつは、あのウォーレスでも出会ったし、そして、何よりもヒッポスの砦とりででこちらを撃うってきた男たちだ。何者なんだ？

　そのため、とにかくガルムに襲わせたのだが、まず相手を魔法で無力化しようと思った。それに、ファラータも心配だ。

　リコルがその魔法をかけようと腕うでを上げたとき、頭の中に妙みような反はん応のうがあった。

　とまどい、困こん惑わく、狼ろう狽ばい、不信……そうした感情が、つながっているガルムから波のように押おし寄よせてくる。


　おかしい、どうしたんだ、おまえはぼくの言うことを聞いてくれるんだろう？　まあいい、じゃあ、ちょっとおとなしくしていてくれ。



　しかし、そうしたなだめは逆ぎやく効こう果かだった。

　ガルムは、より強い思いを信じた。なんだ、この妙な呼びかけは？　おれの敵は……そう、あいつだ、おまえをたぶらかそうとしている後ろのやつだぞ。

　悲しいかな、獣けものにとっては、その強い声が真実のように聞こえたのだ。

　魔ま獣じゆうはそれまでの姿し勢せいをぐるりと変えると、リコルをねめつけた。そして、跳とびかかった。

　さすがに召しよう喚かん術じゆつ師しは泡あわをくった。魔法は失敗して消える。

　こんなことは初めてだった。これまで召喚に失敗したことはある。だが、いったん成功して、それを乗っ取られたのは未体験だ。

　ガルムの牙きばがローブを喰くい破やぶる。肩かたを裂さかれて激しく出血した。

　そして、魔獣は再ふたたび牙をむくと、跳びかかってこようとした。

　もう、リコルに選せん択たくの余地はなかった。

　指先から激しい閃せん光こうがきらめく。それは迷わず、魔獣を撃うった。

　叫さけび声とともに魔獣がどさっと倒たおれた。しかし、それと同時に、魔獣を支し配はいしていた二人の思念を、断末魔の激しい叫びが激げき流りゆうのように襲おそった。

　声にならない叫びを上げて、二人ともが意い識しきを失った。




「どうしたのだ、これは」

　ようやく、皇こう帝ていたちが扉とびらを押おし破って姿を現あらわした。

　部へ屋やは惨さん憺たんたる有様だった。

　ファラータはようやく格かく闘とう戦に勝利して、エンリケを気き絶ぜつさせていた。離はなれて戦えばエンリケに分があるが、組みつけばファラータのものだ。それに、クロックもいる。しかし、なかなかエンリケも手ごわく、ファラータは息が荒あらかった。そして、部屋の片かた隅すみでは倒れた魔獣をはさんで、気絶している二人の姿すがたがある。

「リコル！」

　皇帝には応こたえず、彼女はリコルを助け起こした。幸い命に別状はないが、出血がひどかった。とりあえず、手当てをすることで血は止まる。

「この者たちが、余よに対する追っ手か」

「そうでしょうけど、これだけじゃないかもしれませんわ」

「その通りだ」

　不気味な声が部屋の外から響ひびいた。通路の暗がりから、闇やみそのものをまといつかせたようなエルフが現われる。

　ダークエルフは辺りを見回して、にんまりした。

「前皇帝には申もうし訳わけないが、己おのが部屋へとまた戻もどっていただこう。それにしても無様な姿よのう、盗とう賊ぞく。セルジュク殿どのもわれをもっと信用してくださればよいものを。まあ、こうなることは決まっておったのだがな」

「貴き様さま、レティキュール。おまえも、セルジュクについたか！」

　皇こう帝ていは叫さけんだ。〈最後を守る者〉がその前を防ぼう備びするように立つ。

「それは当然のこと。いや、セルジュクはわれが動かしておるようなもの。皇帝とは所しよ詮せんそうした存そん在ざいよ。さあ、おとなしく諦あきらめてくださるようお願いする」

　そのこ馬ば鹿かにしたような態たい度どに、さすがにホテプトも我が慢まんならなかった。

「下がれ、貴様こそわが裁さばきを受けよ！」錫しやく杖じようが振ふられようとする。

「おっと、皇帝様の魔ま法ほうを受けるのは、ごめん被こうむりたい。魔ま弾だん娘むすめ、狙ねらえ」

　レティキュールも腕うでをさっと振る。

　と、ダークエルフの皇太子の陰かげから赤い弾たまが飛び、皇帝のローブに当たった。それは激しい煙けむりをまき散ちらした。皇帝は激しく咳せき込こむ。これではとても魔法をかけるどころではない。

「皇帝なき下げ僕ぼくは、力を持たぬ。暗殺娘、撃うて」

　今度は矢が立て続けに、〈最後を守る者〉に飛んだ。その正せい確かくな狙いに、皇帝を守っていた二体はあえなく倒たおれる。

　ファラータは立ち上がった。リコルはとても何かできる状態ではない。必死にダークエルフの皇太子に向かおうとしたが──
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「おや、まだ刃は向むかうものがおるとは。拷ごう問もん娘むすめ、出番だ」

　前に進み出たのは、黒いブーツをはいたダークエルフの女だった。体にぴったりとまといつく革かわの服がひどくなまめかしい。

「おや、女かい。あたしはそれも趣しゆ味みなんでね」

　その腕から、黒い鞭むちが激しい音とともにうなる。飛びかかろうとしたファラータに、それはたちまち巻まきつき、なぎたおした。強きよう烈れつな衝しよう撃げきにさすがの女武ぶ闘とう家かも壁かべまでふっとばされた。痛いた々いたしい鞭むち跡あとがその身体からだを腫はらす。

「ほう、なかなか可愛かわいい坊ぼうやもいるじゃない。こいつは楽しみだ」

　鞭を持った女は歩いてきて、倒れているリコルの顔をぐいとひねった。リコルは相手のなすがままだった。

　皇太子に命じられた女たち三人が部屋にずいと進み出る。いずれも美女揃ぞろいだが、その雰ふん囲い気きはまがまがしいとしか表現できなかった。

　三人は皇帝とリコルたちを縛しばり上げた。

「おい、盗とう賊ぞく、仕事というのはこういう風にやるのだ。貴様のような田舎いなか芝しば居いは臭くさくて見ておれんわ」

　皇太子はガスパーニュを蹴けり起こす。

　盗賊はぼんやりと状じよう況きように気づいていたが、何も言うことができなかった。




　一行は元の玄げん室しつに向かっていた。ホテプト、リコル、ファラータは後ろ手に縛られている。特に、皇こう帝ていとリコルは呪じゆ文もんも使うということで、猿さるぐつわもはめられていた。

　さらに意外だったのは、ガスパーニュとエンリケまで同じようにされたことだ。

「何しやがる。てめえ、おれたちも犯はん罪ざい者しや扱あつかいか！」

「ほざくな、盗賊あがりが！　どうせ、おまえたちは失敗したのだ。功を取り返そうと、こちらがやられてはたまらんからな」

　クロックはどこかへ逃のがれたのだろう。盗賊はもちろんフクロウのことは黙だまっておいた。

「まあ、安心しろ、きさまらの命までもは奪うばわん。こいつがいるからな」

　レティキュールには、ダークエルフの女三人以外にもオークが一人ついてきていた。

「セルジュクもよほどわれが気にかかるのだな。この〈皇帝の眼め〉が証しよう人にんとなるそうだ。われがホテプトやおまえたちを殺してしまわないようにと、だと。ふん、どちらにしても、おまえたちの仕事は失敗だ」

　ガスパーニュは屈くつ辱じよくに、唇くちびるをかみしめるだけだった。

　一行はある部へ屋やのそばで立ち止まる。

「さて、われはこの皇帝を眠ねむりに就つかせに行く。こんな面めん倒どうなことをせずとも、ひと思いにくびり殺しておけばいいものを。あいつはそんなに前の皇帝が怖こわいのか」

　そう言って、前皇帝の首を落とす動作をした。

「ちがいますな。それだと、皇帝位を簒さん奪だつしたことになりますから」

〈皇帝の眼〉であるオークが冷静に答える。

「そのあたりが、やつの持ってまわった嫌いやらしいところだ。前皇帝は人民のために自ら眠りにお就きあそばしました、か。笑うな、実に」

　そして、縛しばられた一行を指差した。

「こいつらは、この部屋の牢ろうに入れておけ。それと」

　そう言って、ダークエルフの女たちを差す。

「おまえたち、待ちきれんだろうが、遊びはおれが帰ってきてからにしろ。いいな」

　何だろうと盗とう賊ぞくは思った。女たちは舌したなめずりでもしそうな表ひよう情じようだ。

　レティキュールはホテプトを連れ、オークと去ろうとしている。

「ちょっと待て。おまえ、おれたちをいつまでもこんな目にあわせるつもりか！　そんなにおれたちが妬ねたましいのか？　おまえ、セルジュクに嫌きらわれてるだろ？」

　盗賊はそのやり口が腹はらに据すえかねたので、思わずレティキュールを挑ちよう発はつしていた。

　案の定、相手は頭に血が昇のぼったようだ。突とつ然ぜん、強きよう烈れつな一いち撃げきを腹に喰くらわされる。そして、何度も激しい蹴けりを。

　それは、リコルたちに対するよりもはるかに憎ぞう悪おを感じさせるものだった。

「レティキュール殿どの、お待ちを」

　オークが止めに入らなければ、そのまま蹴り殺されていただろう。

　ダークエルフは荒あらい息を吐はきながら、ふっと口を歪ゆがめた。

「いいことを教えてやろう、盗とう賊ぞく。おまえの女は、シスに行ったようだな。いま頃ごろ、あそこは〈火か炎えん城じよう塞さい〉から強大なジャルダンの軍に攻せめられておるぞ。あの女がシスの宮きゆう廷ていにいれば、わがソラステル軍に首を刎はねられておるわ、くくく」


　何だと?!　なぜそんなことを、ソラステルは？　シスは言うことを聞いてくれてたじゃないか？



「なぜ、と思っているだろう。もともとシスは、サザンとわれらのバランスばかり取っていたからな。あんなところは早く征せい服ふくしてしまうに限かぎる。それと、おまえがセルジュクに気に入ってもらっているからさ。セルジュクはあの女がおまえには邪じや魔まだと言っておった。どうだ、皇こう帝てい様のお考えは。おまえには、そのうちすばらしいブタ女が与あたえられようぞ」

　苦く痛つうと衝しよう撃げきに、もうガスパーニュは何も考えられなかった。頭にあったのは一つだけ。メイファー、無事でいてくれ──ということだけだった。




　部屋の意味は入るとすぐにわかった。拷ごう問もん室しつだ。なるほど牢ろうとは結びついているわけだ。一行は奥おくの部屋の二つの牢に分けて入れられた。

「しかし、遺い跡せきにどうして牢なんてあるんでしょうね。まして拷問室まで」

　さっきから沈しずみ込んだままのガスパーニュに、気分を変えようとエンリケがきいた。

「知らんのか。ここは前皇帝の宮廷をそのまま模もすように作られておる。現世をそのまま持って眠ねむりにつけるようにな」

　二人を牢に誘ゆう導どうしていた金きん髪ぱつのダークエルフが告げた。あの赤い弾たまをホテプトに撃った娘むすめだ。

「で、拷問室で尋じん問もんかい。あの捕ほ虜りよたちを」

　盗賊は、ちがう房ぼうに手て荒あらに押おし込こめられようとしている二人に首を振ふった。

　ダークエルフは妖よう艶えんな笑えみを見せた。

「そうだ、われらのすばらしい技わざを見せてやるのさ。あの二人に。終わる頃ころには、廃はい人じんになっているだろうがな。抵てい抗こうすればするほどおもしろい。おまえたちにも見せてやりたいが、レティキュール様がお許ゆるしにならんだろう」

「あんたみたいな別べつ嬪ぴんにいじめられるのなら、本ほん望もうかな」

　誘さそうような笑えみを見せてやる。

「ほう、拷問されたいと。その望み、覚えておいてやる。おまえもなかなか鍛きたえがいがありそうだ」

　この女、てめえこそ、いたぶってやりたいが、おれにはそんな異い種しゆ族ぞく愛好の妙みような趣しゆ味みはないんでな。後でほぞをかむなよ。ガスパーニュは心の奥で毒づいた。

「おっと、おまえの荷物とか、すべてここに置いておけ。牢の中で妙なことをされたらたまらん」

　ダークエルフは二人の装そう備びを奪うばい取った。エンリケの弓や、ガスパーニュの革かわ袋ぶくろなどが外される。

「おいおい、しばられたままじゃ外せないぜ。どうせ牢に入れられるんだ。縄なわを解といてくれよ」

　確かにそうだった。怪あやしむような視し線せんを送りながらも、縄が解かれる。しかし、離はなれたところから、弓で狙ねらいをつけられているのは変わりなかった。

　だが、盗とう賊ぞくはこの機会を待っていたのだ。おそらく、リコルたちは拷ごう問もんに連れ出されるだろう。ガスパーニュたちは閉とじ込められたままのはず。もし少しでも、ここが留る守すにされる場合があれば……。革袋の紐ひもを弛ゆるめた盗賊は、そこにあるものを確かく認にんしておいた。口を弛めたままにする。


　メイファーに習っておいてよかった。メイファー、なんとか生き延びていろよ。



　やがて、二組は牢に入れられた。

　ガスパーニュが残念だったことには、監かん視し役やく──さっきの金きん髪ぱつのダークエルフ──は残されたままだった。

　ガスパーニュはエンリケに目くばせする。長い間コンビを組んできただけあって、二人は言葉を交かわさないでも、ある程てい度どの意思疎そ通つうはできた。エンリケは、さっきの革袋がらみでガスパーニュがなにか細工をしたのに気づいたし、ガスパーニュはそれを簡単な動作で表わしてみせる。それは盗とう賊ぞく語ごなどより、もっと微び妙みようなサインだった。

　ああ、なるほどね、それをぼくにやれと。こいつはおもしろい。じゃあ、それまで気楽に待たせてもらおう。

　ガスパーニュは、エンリケから了りよう解かいのしるしを感じとり、ほっとした。ダークエルフの女はつまらなそうに注意を他に向けている。

　しばし、盗賊は視し線せんをリコルたちに戻もどした。さっきの戦いで、どの程てい度ど傷きずついたのだろう。しかし、それと同時に、盗賊はこのリコルという若わか者ものに妙みような親しみを覚えていた。なぜウォーレスで会ったこいつ、サザンで反はん乱らん者しやとして処しよ刑けいされかけていたこいつと、こんなところで出会うのだろう。

　そこには偶ぐう然ぜんでは済すまされないような、妙な運命の手引きが感じられた。

　こうなった以上、仲間とは言えないにしても、こいつとは〝敵てきの敵〟みたいな関係にあるんじゃないか──そう思えたので、じっと見つめる。

　一方、リコルはリコルで、ぼんやりとガスパーニュから視線が送られてくるのを感じていた。一度は戦ったものの、なにか敵という気がしない。その後に現あらわれたダークエルフはどう見てもソラステルの高位の人物だろうが、それと仲たがいしてるみたいじゃないか。それに何よりも、自分の召しよう喚かん術じゆつを〝乗っ取ろう〟とした技わざ。あんなものは初めて見た。あいつは何者なのだろう。

　じっと見つめられる盗賊からの視線には、ある種の共感めいたものが感じられたが、その意味を知るには、この苦く境きようを抜ぬけ出せたらという条じよう件けんつきだった。

　そう、この苦境だ。何が待ち構かまえているのかは、さっき入った部へ屋やを見て知らされた。ファラータのびくりとした感かん触しよくがこちらにまで伝わったくらいだ。彼女もリコルも、北の住人として、ダークエルフの残ざん虐ぎやく性せいというのは聞いていた。まさかそんなことが、自分の身に起きようとは……。しかし、これだけ硬かたく縛しばられ、猿さるぐつわまでかまされていては、どうしようもない。頼たのみの綱つなは逃のがれたクロックだが、如何いかんせん、思念を送ってはみたが、ここには来れないようだった。

「さあ、お楽しみの時間だよ」

　そのとき、声がかかった。扉とびらが開いてダークエルフが入ってくる。レティキュールが帰き還かんしたらしい。

　鞭むちを持ったそいつは、心底嬉うれしそうだった。縛られているリコルとファラータの髪かみをつかむと、そのままひきずっていく。リコルもファラータも、悔くやしいが何もできなかった。

　ガスパーニュは素そ知しらぬ顔をしている。

「まあ、気が向けば、おまえも呼よんでやろう。その前に、隣となりから声だけは聞かしてやるぞ。期待しておけ」

　捨すてゼリフを残して、監かん視し役やくも消えた。

　よしっ、しばらく戻もどってくるなよ、頼むから!!

　少し様子を見てから、ガスパーニュは頭の中で念じ出した。かつて、ファラータが行なった送還の呪じゆ文もん。あの〈封ふう印いんの壺つぼ〉にエンリケを吸すい込こませるのだ。

　それから呼び出せば、あいつはこの牢ろうを出られるはず。そうなれば、こんな牢の錠じようなんか、革かわ袋ぶくろの道具さえあれば、ものの数分で開ける自信はある。

　必死に念じる。急がなければ、リコルたちが使い物にならないくらい痛いためつけられてしまう。

　盗とう賊ぞくの呪文に応こたえて革袋から煙けむりが立ち上り、エンリケが消え去ったときにはほっとした。間かん髪はつをおかず、今度は逆呪文を唱える。エンリケが牢の中に再ふたたび出しゆつ現げんしたりしたらお笑い草だとは思ったが、それは大だい丈じよう夫ぶだろう。呼び出した者は、たいてい壺のすぐそばに現われていたからだ。

　エンリケが期待どおり出現する。音をほとんど立てずに、吟ぎん遊ゆう詩し人じんは革袋を牢のそばに持ってきた。

　そして、自分は油ゆ断だんなく弓を扉とびらに向ける。

　錠は数分でピンという音とともに開いた。

「どうします」

「弓で不意打ちするという方法もあるが、魔ま法ほうを使われたらやばいしな。ここは、この墓はか用にとっておきのやつだ」

「ああ、あれね」エンリケは万事承しよう知ちしていた。

　こっそりと、扉を開けてみる。

　思ったとおりだ。中央の台の上に、リコルが寝ねかされている。すでに鞭むち打たれたのか、その衣服は裂さけ、赤いみみず腫ばれがひどい。その上にまたがっているのは、赤く焼けた鉄てつ棒ぼうを手にした拷ごう問もん娘むすめだ。横にはぐつぐつと煮に立たった鍋なべがある。その傍かたわらでは、やはり縛しばられて寝かしつけられたファラータの髪かみを握にぎって、ダークエルフの一人がリコルをよく見るようにと、彼女の顔をねじ向けさせていた。ファラータは目を閉とじようとしているのだが、そうさせてもらえないようだ。

　レティキュールは椅い子すにすわり、そばでは金きん髪ぱつのダークエルフがその体を愛あい撫ぶしていた。

　けっ、何とも趣しゆ味みの悪いやつらだ！　だけど、やっと間にあったようだぜ。

　扉の隙すき間まから、盗とう賊ぞくは丸い弾たまを投げ入れた。

　それは、中央の机つくえに落ちると、ものすごい音を出し、それと同時に激はげしく煙けむりを噴ふき出した。

　そう広くない部屋に、たちまち煙が立ち込める。

　赤く焼けた棒を持っていた女はあわてふためいた拍ひよう子しにそれをレティキュールの方に落とした。灼しやく熱ねつの棒はそばにいた女にもろに当たり、女は絶ぜつ叫きようを上げてひっくり返った。

　頭から煙よけの仮か面めんを着けた二人が、隣となりの部屋から飛び出してくる。

　エンリケの弓はこうした中でも、正せい確かくにファラータを抑おさえつけている女の胸むねを射い抜ぬいた。直ちに、それはそばにいたオークをつぎの標ひよう的てきとする。

　ガスパーニュは、ファラータの縄なわを切ろうかとも考えたが、皇こう太たい子しにまっしぐらに突とつ進しんし、組くみ伏ふせた。こいつはダークエルフの皇太子だ。妙みような術じゆつを使われてもたまらんし、将しようを押さえるのが奇き襲しゆうの鉄てつ則そくのはず。口を押さえ、首くび筋すじに短たん剣けんを押し当てる。

「おとなしくしろ。おい、おまえ、縄を切れ。皇太子がどうなってもいいのか」

　茫ぼう然ぜんと立ち尽つくす拷問娘に命じる。

　わずか数秒で、リコルたちはすんでのところを免まぬがれたのだった。




「こうなった以上は、こいつらに味方して当然だろ。ま、メイファーの言ってたことが、いまとなっては正しかったといえるけどな」

　珍めずらしくエンリケに本音を告げたガスパーニュだったが、それだけきわどい戦いだったのだろう。

　リコルとファラータはいましめを解とかれ、とりあえずの治ち療りようを受けた。召しよう喚かん術じゆつ師しの傷きずはそれなりのものだったが、鞭むちよりもガルムの嚙かみ傷の方がひどかった。ファラータがもう一度治療することで、少しは楽になったようだ。

　いま双そう方ほうは差し出された手を握にぎったものの、これまでの状じよう況きようを簡かん単たんに説明するに留とどめた。お互たがい緊きん急きゆうの目的があって、それを果たさねばならないのはわかっている。

　リコルはホテプトのソラステルでの復ふく位いを助けねばならない。

　ガスパーニュはシスへ行き、メイファーの安あん否ぴを確かめたい。

　お互いに打ち解けあい、これまでのことを語るのはそれからでも遅おそくない。もし、そうできればだが。

　生き残ったダークエルフの女二人とオークは、牢ろうに閉じ込めておけば用が済すんだ。

　問題はレティキュールだった。この皇太子は魔ま法ほうを使える上に、特とく殊しゆな技わざを持っている。牢などは役に立たないだろう。

　そこで、一行はホテプトのところに戻もどり、そこで妙みよう計けいを思いついた。

　これまでのホテプトの棺ひつぎにレティキュールを閉じ込めるのだ。この部へ屋やで棺に入ったものは、ホテプトがそうであったようにアンデッドめいた存そん在ざいと化す。そうなれば、自ら出てはこれないし、特殊な技も使えまい。

「何をする、皇太子に向かって。貴き様さま、われに刃は向むかった暁あかつきには、どうなるか覚えておれ！」

　ガスパーニュはこんなやつ、ひと思いに殺してしまった方が世の中のためではないかと感じたが、反面、ざまあみうという思いもあった。それはリコルやファラータにしても同じだろう。

「レティキュール、おまえのような魔めいた存そん在ざいには、そこが似に合あいだぞ」

　ホテプトのこのセリフがいちばんふさわしかった。

「皇こう帝てい、急ぎましょう。時間が経たてば経つほど、セルジュクが気づき、態たい勢せいを整えるかもしれません」

「そうだな、スフィンクスがいるので、あれに乗って飛べばそう時間はかからぬ。この墳ふん墓ぼにある瞬間移動テレポートも使えないではないが、あれだと余よ自身か、おまえたち二人ほどしか駄だ目めだ」

　このとき、口をはさむ頃ころ合あいを見計らっていたように盗とう賊ぞくが言った。

「陛へい下か、お願いがあるのですが。もし、能あたうならば、われらを瞬間移動でシスに送っていただきたい。もちろん、陛下の復ふく位いのお手伝いをしたいのは山々ですが、わたくしには非ひ常じように大事な目的がありますし、シスにもこのことを早急に伝えねばなりません」

　そう言って、ガスパーニュはメイファーのことや、ソラステル軍の行動を告げた。

　皇帝は驚おどろいていたが、もとよりそうした軍事行動を願ってはいなかったので、ガスパーニュの意見を受け入れた。

　リコルにすれば、王宮を奇襲するにはガスパーニュの手助けも得たかったのだが、すべてを一度にというのは無理だろう。

　幸い皇帝には、少ない人数でセルジュクを奇き襲しゆうできる方ほう策さくがあるという。

　一行は、王宮に模もして作られたこの墳墓の瞬間移送室へと向かった。

　そこには、巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんが描えがかれている。

「じゃあな、うまくいったら、また会えるだろうぜ」

　盗とう賊ぞくと吟ぎん遊ゆう詩し人じんは、そう言い残して消えた。




　ジャルダンは迷まよっていた。

　シスを陥かん落らくさせるのには成功した。それも、ほぼ無血開かい城じようだ。これは意外だった。ジャルダンにすればもともとそれが理想とはいえ、シスは長年中立を保たもち、防ぼう御ぎよにかけてはかなり強力と言われてきた国である。いかなソラステル軍とはいえ、それ相そう応おうの被ひ害がいはこうむるにちがいない、と覚かく悟ごしていたのである。

　まして、カプリへの行軍を、急きゆう遽きよ目的地を変へん更こうしての結果である。平地であるカプリには楽に進めたが、シスは赤せき峰ほう連山の懐ふところに抱いだかれた国だ。山道の行軍には兵士から不平不満が出るものと思っていたが、これも士気の高さから苦労することはあまりなかった。

　もっとも、これほど巧うまくいったのも、あのメイファーという女によるところが大きい。何でも次期国王候こう補ほの婚こん約やく者しやということだが、その立場を利用して王家の説得に当たったらしい。

　それはいいのだが……セルジュクを通しての指令は、ここを蹂じゆう躙りんし、征せい服ふくしろ、ということだった。そうした無意味な殺さつ戮りくはジャルダンの嫌けん悪おするところだ。ただ、開城にはシス王家は難なん色しよくを示しめすだろうし、そうなれば自然に戦いにはなるだろうからと、当初ジャルダンはそんなに悩なやんではいなかった。

　こうなると、王家の処しよ遇ぐうに困こまる。そして、メイファーの婚約者であり、いまはソブリニにいるというガスパーニュという名にも、ジャルダンは予感めいたものを感じていた。

　まさか……。

　そして、そうした折りに、この事態が起こった。

　一いつ介かいの将しよう軍ぐんには手に余あまる。わたしは、戦場で意味のある戦いに明あけ暮くれていたい。それなのにこうもいろいろと、という思いで浮うかぬ顔つきだったのだ。

　そのとき、伝令が入ってきた。

「閣かつ下か、ソブリニから来たという男を捕とらえております。ガスパーニュとか言っておるのですが、そうした知らせば王宮からも〈火か炎えん城じよう塞さい〉からも聞いてはおりません。こやつ、サザンのスパイかもしれませんが、いかがいたしましょう」

　ジャルダンはぎくっとした。いままさに、その名を思い浮うかべていたところだったからだ。

「いや、知っておる、通せ！」

　伝令が出ていき、しばらくしてから男が二人現あらわれた。もちろん、衛えい兵へいもまわりを固めている。

　男は息せききって切り出した。

「あんたが司令官か。おいっ、メイファーはどこにいる、いや、どうなった？」

　むっ、そうか、こいつの婚こん約やく者しやだったな、心配しているのも無理はない。しかし──

　そう思いながらも、ジャルダンは相手の顔をまじまじと見つめた。

「おい、どうなったんだ、おれの顔に何かついてでもいるのか」

「いや、メイファーはいない。それでわたしも困っている」

「ど、どういうことだ！　まさか、何かあったんじゃないだろうな。戦いに巻まき込こまれたとか」

「いや、戦せん闘とうは起こっていない、それは大だい丈じよう夫ぶだ。そうではなく、昨日失しつ踪そうした」

「なんだって?!」

　これには盗とう賊ぞくも吟ぎん遊ゆう詩し人じんも驚おどろいた。

「いま、慌あわてて捜そう索さくしているが、どうもサザンの秘ひ密みつ工作員が誘ゆう拐かいしたのではないか、という疑うたがいが濃こい」

「そ、そんな……」

　エンリケにはガスパーニュの心しん境きようがいやというほどわかった。戦闘はなかった。よかった、メイファーに会える。そのすぐ後に、サザンに連れ去られたと聞けば──

「おい、それは確たしかなんだろうな」

「いま、調ちよう査さ中ちゆうだが、それ以外には考えられん。当方と彼女、それに王家は円満に開城したわけだし、それを不満に思う連中は──まあ、民みん衆しゆうに一部いるかもしれんが──どう見てもサザン寄よりのものたちだ。で、昨日から、彼女の他に、お付きの者と王家に近いサザン出身者が一人いなくなっている」

　盗賊はぐったりと椅い子すに沈しずみ込んだ。どういうことだ。サザンだって?!

「ところで、ガスパーニュと言ったな。少し聞きたいことがある」

　そう言って、ジャルダンは人ひと払ばらいをした。

「何だよ、おれはもうここにはいたくない。サザンに向かいたいんだが、ここの王家とおれがどうのこうのはやめてくれよな。ソラステルのやつなら、言いかねんが」

「ちがう、これは君の出生についてだ」

　出生と聞いて、盗賊はどきっとした。

「おい、おれの生まれが怪あやしいとか、サザンの手先だとかはなしだぜ。そんなのわかっていて、おれも協力したし、セルジュクもおれを使ってたんだからな」

「そんなことではない……わたしもサザン出身者だ。おまえの母の名前は何という？」

　ガスパーニュは不安を感じた。

　こいつも、サザン出身？　母親の名前？

「言いたくないな。それより、あんたこそ何か知りたいんだろ？　理由を先に言ってみなよ」

　こうした言い分は盗とう賊ぞくにしみついた悲しい性さがだった。常つねに自分が優ゆう位いにいないと、不安でしようがないのだ。

「そうか、なら、教えよう。わたしはこの前、リコル・エイキンという者に出会った」

　盗賊の目がきらりと光る。そうか、あいつが関係しているのか。

「その者の父は、かつてわたしがサザンの王宮に仕えていたとき、有ゆう能のうな召しよう喚かん術じゆつ師しだった。そして、その母は名門マロリング家の娘むすめだった。名をエリーナという」

　ガスパーニュは息を吞のんだ。母は、母はエリと呼よばれていた。

「しかし、リコルの父親の失しつ墜ついを嘆なげいて──彼女のせいとばかりはいえぬ。マロリング家は名門だからな。そこからの嫌いやがらせもあったのだろう──エリーナは出しゆつ奔ぽんした」

　ぐ、偶ぐう然ぜんの一致だろう。偶然の……エリはよくある名前だ。母が貴き族ぞくだなんて。

「わたしはマロリング家とも親しかったので、その捜そう索さくを手伝ったこともある。そして、彼女はサザンのあるところで別の男と暮くらしていたらしいが、マロリング家にとってそれを知られることは、不ふ名めい誉よに等しかった。わたしは知りたいのだ。その母親がその後、どうして、どうなったかを。相手の男の名はタムル、そして、二人の間には一人の息むす子こがあった。その名はガス──」

「ちがう、それはおれじゃない！」

　ガスパーニュは叫さけんでいた。過か去こは思い出したくない。たとえ、自分の母親が貴族だろうと、名門だろうと、そんなことはどうでもいい。

　だが、あのリコルが、まさかおれと──

　必死に盗賊は冷静を装よそおった。

「おもしろい話だが、そいつはおかしいぜ。おれはリコルというやつを知っている。だけど、そいつはおれより年下だぜ、まちがいなく」

　ジャルダンはまだ疑っていた。しかし、本人がそういうのなら仕方ないだろう。そもそも、ガスパーニュという名前自体よくあるものだ。ただ、リコルが現われ、そして、すぐにガスパーニュが現われた。不思議な縁えんを感じたから告げたまでだ。

「そうか、なら、わかった。こちらはメイファーの捜索を続けるが、おまえはサザンに向かいたいと言うのだな」

「ああ、これまでのことを教えておいてくれ。おれはすぐにでも発たちたい。あ、そうだ」

　ここで盗とう賊ぞくは、にやっとした。

「おもしろい話をしてくれたお礼に、あんたにも一つ、教えておいてやるよ。もうすぐ、いや、すでにそうかな、ソブリニの王宮で事件がある。皇こう帝ていに関することだ。あんたはそちらに呼ばれるかもしれないな。そこで、もしリコルというやつに会ったら、おれにした話をしてやってくれ。それじゃあな」

　そう言って、相手は去っていった。

　ジャルダンはなんのことかわからなかったが、ガスパーニュの言葉を信じて、王家の処しよ遇ぐうについてはもう少し待ってみようと決断した。




　墳ふん墓ぼの入り口では、見み慣なれたスフィンクスが待っていた。

「皇帝よ、ようやくお帰りあそばしたのですな」

　そういって、鳥の頭を下げる。

「われはあの後、セルジュクの魔ま術じゆつ師しに強制ギアスの呪じゆ文もんをかけられたのですが、それは連れん絡らくをとるということだけでした。他は以前と同じく、皇帝のしもべにございます」

「セルジュクはどうしておった？」

「いまは、何かの建けん造ぞうに夢中のようです。それくらいしかわかりませんでした」

「それが、あの巨きよ兵へいか。ガスパーニュとかが伝えておった」

　一行はとにかくスフィンクスの背せに乗った。広々とした背中はグリフォンとちがって楽だ。空を飛べば、丸一日でソブリニには着けるようだ。

　夜、王宮の近くの山ぎわに降おり立つ。皇帝によれば、そこから近いところに王宮からの抜ぬけ道があるらしい。

「秘ひ密みつの通路なんて、ほんとにそんなものがあるなんてね」

　ファラータはまだ半信半はん疑ぎだった。

「いや、代々の王家というのは、どこでも疑うたぐり深い。サザンだって、あの地下道はそれ用だったはずだし」

　リコルの答えに、皇こう帝ていはうなずくだけだった。

「セルジュクは気づいていないのかしら」

「これは本来、誰だれにも言えないことだ。わたしも父親に死ぬまぎわに教わった」

　抜け道は入ってすぐのところが広い部へ屋やになっていて、巨大な鋼鉄の魔人アイアン・ゴーレムがいたが、ホテプトが何か唱えると静かになった。

「守しゆ護ご者しやだ。侵しん入にゆう者しやがあると防ぐ」

　周しゆう到とうな用意。リコルは、何代にもわたるソラステル王家の力をまざまざと見たような気がした。

　道は結けつ構こう長く感じた。皇帝に大だい丈じよう夫ぶだと保ほ証しようされても、暗い中を進んでいくのは気味が悪い。魔ま物ものの多い洞どう窟くつの方が気が楽なような気がしていた。こちらには、人間の作さく為いが感じられる。邪よこしまなもの、卑ひ劣れつなもの、そうしたものが積み重なった上で作られたもの。

「セルジュクの警けい備びはどうなってるんでしょうかね」

「余よのときは、部屋の外に屈くつ強きような者たちが立っていた。警けい報ほうで知らせれば直ちに飛び込んでくる」

「それだけですか？」

「寝しん台だいにも仕し掛かけはあったが、セルジュクはおそらく知らんだろう」

「じゃあここから、その暖だん炉ろの表側に出れば、相手はほとんどわからないと」

「ああ、あの鋼鉄の魔人アイアン・ゴーレムが倒たおされれば、余に知らされたが、今回はそんなことはないはず」

　いずれにしても賭かけだろう。セルジュクが抜ぬけ道のことを知っておれば、もう知らせば行っているはずだ。

　暖炉の表に出る隠かくし扉とびらを外すには、神しん経けいがいった。

　少しだけ開けて、クロックが飛び込む。

〝リコル、大丈夫だ。すやすやお休みだよ。豪ごう気きなもんだ〟

　一行はくぐり出た。

　さすがに豪ごう華かな部屋だった。広々とした居きよ室しつに巨きよ大だいな寝台がある。四柱式のもので、帳とばりが半ばかかっている。セルジュクは一人だけだった。妻つまや家族は別のところだろう。寝台でお楽しみにふけっているわけでもない。考えてみれば、ハレムがあるのだ。

　ホテプトの目が、その居い心ごこ地ちよさそうなセルジュクの姿すがたを見て、怒いかりに燃もえているのがわかった。いきなり短たん剣けんを掲かかげ、その胸むねをひと刺さしにしようと──

　それはやっぱりまずいんじゃないか、とリコルが思ったとき、見み境さかいのつかなくなった前皇帝は勢いきおい余あまってつまずいた。

　大きな音がする。

　リコルはすぐさま手をひるがえして、扉に施せ錠じようの呪じゆ文もんをかけた。これでしばらく時間がかせげる。

「わっ、何だ、おまえは──ひっ、こ、皇帝?!」

　豚ぶたのようなこぶとりの姿が寝しん台だいから転がり落ちる。

「そうだ、余は貴き様さまの悪行を罰ばつするために黄よ泉みの国から甦よみがえってきた。観念せよ！」

　大げさに振ふりかぶり、その短剣を相手に振り下ろそうとする。

　セルジュクはなんとか転がりながら、それを避さける。身のかわしだけは見事なものだ。

「賊ぞくだ！　警備のもの！」

　叫さけびながら、壁かべ伝づたいにじりじりと進む。

　その片かた隅すみに、更こう衣い所しよのようなものがあった。

　何だろうと思いながら、リコルはそこから見えている魔ま法ほう陣じんに気づいた。ひょっとしたら、あれは──

　これが最後と突つっ込こんだ皇こう帝ていの攻こう撃げきを紙一ひと重えでかわしたセルジュクは、そこに飛び込んだ。

　激はげしい風の渦うずが巻まき起こる──と、その姿はかき消すようになくなった。

「これは?!」

「簡かん単たんな瞬間移動テレポートでしょう。こんなものを用意しているとは、どこに」

　リコルも見当がつかなかった。

「きっと、あの抜け道と一いつ緒しよで外ね。どちらにしても追いかけないと」

　ファラータはもうそこに踏ふみ込もうとしていた。リコルは危あぶないと叫んだが、もう遅おそかった。ファラータの姿も消える。

「皇帝、大だい丈じよう夫ぶですか。ここにいて？」

「ああ、余はもともとの住人だからな。それより、君もセルジュクを追ってくれ。逃にがすとまずい」

　そのとき、扉とびらを叩たたき破やぶって衛えい兵へいが乱らん入にゆうしてきた。

「何を騒さわいでおる、余は皇帝ホテプト三世。しばし留る守すにしたが、いま帰き還かんしたぞ！」

　さすがに皇帝だった。その姿を見た者たちは、たちまちひれ伏ふしたのである。




　飛び込んだ先は、どこか建物内の部へ屋やだった。

　簡単な仕事場のようなところで、机つくえがあり資し料りよう類るいが並ならんでいるだけだ。セルジュクの姿はない。

　扉を開けて通路に出る。

　いくつか扉があったので、いちばん大きなものを押おし開ける。そこの鍵かぎが外された跡あとがあり、これではないかと思えたのだ。

　広い。何かの作業場だ。照明がついている。周囲には梱こん包ぽうがいくつか積み上げてあった。しかし、リコルらを驚おどろかせたのは、その中央にいるものだった。

　巨きよ大だいな体たい軀くが立ちはだかっている。人間の三倍以上はあろうかという巨兵。そう、それはまさしく巨兵と呼ぶにふさわしかった。

　金色の鎧よろい、兜かぶとを身にまとい、片手には巨大な剣けんのようなものを持っている。もう一方の手には、妙みような砲ほうのようなものが付いていた。顔は人間のようでもあったがどす黒く、眼めは何も見ていない。額ひたいに何かが貼はってあり、その文字が青白く光っているのが不気味だ。

　これは生き物？　それとも、ゴーレムかなにかの魔ま法ほう生物？

　判はん断だんに迷まようところだった。鎧は全身を覆おおってはおらず、地じ肌はだの見えているところもある。その肌は血色が悪く、土気色をしている。そして、うす気味の悪いのは、そうした肌に縫ほう合ごうをした跡が見えることだ。

　奥おくを見ると、すぐ後ろに、セルジュクが立っているではないか。短い杖つえのようなものを握にぎっている。

「追って来おったか。しかし、飛んで火に入る夏の虫、とはこのことだな。わが力作の試験には、貴き様さまらはちょうどよい機会じゃ！」

　そして、杖をうち振ふった。
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　金色の巨兵が腕うでを上げ、足を踏ふみ出そうとする。

「どうだ、これがわがセルジュクの建けん造ぞうした最強の兵器、錬れん金きん生物ユピテルだ。行け、ユピテル、踏み潰つぶしてしまえ」

　錬金生物？　そんなものを、クロックもリコルも聞いたことはなかった。ガスパーニュが墳ふん墓ぼで会った後、そうしたものを建造しているとは伝えていたものの、これほど巨大だとは……。

〝錬金と言うからには、ソラステルで盛さかんな錬金術を応用したものだろうな、ホーホー〟

〝クロック、そんなことを言ってる場合か〟

　すでにそいつは、ファラータに迫せまっていた。いかに機き敏びんな彼女とて、そいつに飛び乗ることは無理だろう。

　これは何か呼び出さないと。

　だが、リコルにはそんな巨きよ大だいな怪かい物ぶつに対たい抗こうするものはなかなか思いつけなかった。極ごく楽らく鳥ちようはこの近くにはいないだろう。他に何がいたっけ？

　そのとき、秘密通路にいた鋼鉄の魔人アイアン・ゴーレムを思い出した。父の魔ま導どう書しよでかすかに覚えたことがある。しかしこの呪文は、該がい当とうするものがいないことも多く、そうした場合にはまったく無む駄だになる。あいつを呼ぶことができれば……。

　とにかく急を要したので、試ためしてみる。両手を組み合わせて集中し、、声高く叫さけぶ。




　盟メイ約ヤクニ従シタガイテ、ワレノ許モトニ来タレ

　鋼鉄ノ巨人ヨ

　汝ナンジノ強キ力ニテ、敵テキヲ倒タオサン
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　頭の中に、わけのわからない意い識しきの渦うずが生まれる。知覚があるのかないのか──だが、何か応こたえるものはあった。

　目の前の空間に、巨大な窓まどが開く。

　そしてそいつが出しゆつ現げんした。

　確たしかに巨兵に比べても、そう見み劣おとりはしない。

　セルジュクも驚おどろいたようだ。こんな巨大なものを召しよう喚かんする術じゆつ師しもあまりいないからだ。

　何か大声で喚わめく。巨兵はファラータから向きを変え、鋼鉄の魔人に対たい峙じした。

　魔人が両りよう腕うでを上げてつかみかかろうとする。だが大きさゆえか、その動きは遅おそい。

　つかんでしまえば、その硬かたさからいって魔人のものだろう。それを知ってか、巨きよ兵へいはいったん後ろに下がった。

　そして、片腕の砲ほうを持ち上げた。そこから激しい閃せん光こうが発はつ射しやされる。まばゆさにリコルは目をつぶった。

　激しい衝しよう撃げきが渦を巻く。

　魔ま人じんの片腕が吹ふき飛ばされていた。リコルは必死に魔人の意識が萎なえないようにする。そいつは片腕になったものの、今度はそれで殴なぐりかかろうとした。それを待ち構かまえるかのように、今度は巨兵の剣けんが振ふり下ろされる。

　拳こぶしの攻こう撃げきはかわされ、前のめりになったところに巨兵の剣が一いつ閃せんした。激しい音がある。剣が弾はじかれることをリコルは期待した。

　だが、なんと、剣は魔人の首をものの見事に刎はねたのである。

　どうっと魔人が倒たおれた。

「見たか、巨兵の威い力りよくを！　こいつはわしと同じく無敵なのだ!!」

　吠ほえ狂くるうセルジュクに向かって、ファラータが跳とんだ。しかし、それを予期していたかのように短い杖つえが振られる。

「危あぶない！」

　リコルから防ぼう御ぎよの魔法が飛んだのは、ほとんど同時だった。オークからの激しい電撃と、金色の防御の幕まくがぶつかる。衝撃にファラータは跳はねとばされ、壁かべに叩たたきつけられた。そのまま崩くずれ落ちる。

「さあ、巨兵、残る相手はあいつだけだ。踏ふみ潰つぶしてしまえ」

　リコルは敗北感にうちひしがれかけた。素す手でで、こんな相手にどうしろというのだ。

　魔法も使ったし、見慣れぬものを操あやつったことで、疲ひ労ろうが激しい。魔法をかけられたとしても、あと一度くらいだろう。こんな巨きよ兵へいに、それが効きくとはとても思えない。

　巨体が間近に迫せまってくる。

　そのとき、傍かたわらにぼうっと浮うかび上がる影かげがあった。

　こいつは！　かつてヒッポスにいた亡霊ゴーストじゃないか？

　そいつは、頭の中に直ちよく接せつ聞こえてくるような声を響ひびかせた。

〝われの出る幕ではないかもしれぬ。しかし、契けい約やくがあるのでな。手助けとはいかぬが、あることを教えてやろう。こいつは錬れん金きん生物といってもまだ未完成だ。その知ち能のうは護ご符ふのようなもので守られておる。それを奪うばえば、制せい御ぎよはできぬ〟

〝何だって？　護符ってどこにあるんだ？〟

〝額ひたいを見ろ〟

　近くで見るそいつの額には、なにかが貼はりつけてあった。そこには秘ひ文も字じめいたものが書いてあり、青白く光っている。

　地じ響ひびきを立てて降おりてくる足から、かろうじてリコルは逃のがれた。

〝わかった、ぼくには無理かもしれないが。おまえは何者だ？　契約ってなんだ？　魔ま王おうオティスと関係があるのか〟

〝それは言えぬ。やがてわかる。さらばだ〟

　亡霊は消えた。

　そのとき、巨兵の顔をかすめるものがあった。

　一いつ瞬しゆん、うざったいのか、巨兵が足を止める。しかし、剣けんと砲ほうの手ではその鳥を払はらうことはできなかった。


　クロック、そうだ、クロックがいた！



　フクロウは必死だった。早くしなければ──リコルの意い識しきが伝わる前から、この知ち恵え者しやはすべてを読みとっていたのである。

　ゴーレムでも命を吹ふき込む言葉がある。錬金生物にも似にたようなことが使われていないはずがない。それがこの額の文字だろう。

　くちばしでそれをつつく。

　いまや巨きよ兵へいは焦あせっていた。剣を落とし、片手でフクロウを払おうとする。飛びのくクロック。と、手で激しく擦こすったために、額に貼ってあった秘文字がはがれた。それはひらひらと舞まい散ちる。


　ぐおおおおお…………。



　声とも何ともつかないものが巨兵の口から洩もれた。

「どうした、言うことを聞かんか」遠くからでよく見えていないセルジュクが叫さけぶ。

　そいつは振ふり向くと、声のする方に進み出した。これまでの知能ある行動とは完全に異ことなっている。

「やめろ、待て、止まれ！」

　叫びは続く。

　と、そいつはセルジュクを摑つかみ、持ち上げると、ぎゅっと握にぎりつぶした。

　すさまじい絶ぜつ叫きようが響ひびきわたった。おぞましいことに、巨兵はその肉につ塊かいを口の中へと押おし込こんだではないか。

　そして、巨大な怪かい物ぶつは地響きを上げて倒たおれた。

　後には、リコルとフクロウの荒あらい息だけが残された。







　エピローグ







　ホテプト三世の復ふく位いは滞とどこおりなく進められた。もともと権けん威いのある皇こう帝ていだっただけに、反対が少なかったのと、セルジュクがあまり好かれていなかったこともある。

　対サザンとの関係修しゆう復ふくも早急に行なわれようとしていた。

　サザンとは戦争状態にあるとはいっても、正式な宣せん戦せんは行なわれておらず、少なくともソラステルからの挑ちよう発はつ行こう為いは行なわれないことになった。後は、サザンの出方次し第だいだろう。

　シスには、侵しん攻こうは誤あやまりだったとして、ジャルダンの軍は引き上げることとなった。ジャルダンについては、もともと親ホテプトで有ゆう能のうな将しよう軍ぐんであるだけに、まだまだ不安なソブリニでの治安に当たるため、首都への帰き還かん命令が出された。

　一番の問題は、セルジュクの統とう治ち下で甘あまい汁しるを吸すっていたシンタグのような者たちだが、これは徐じよ々じよに首をすげ替かえていくしかなかった。セルジュクの鉄巨きよ兵へいの研究は封ふう印いんされ、トッドをはじめ、工場に閉とじ込められていた職しよく人にんたちも解かい放ほうされた。

　そして皇帝は、僧そう侶りよたちの力を借りて、墳ふん墓ぼでおぞましくなった体をなんとか元に戻もどしてもらったのである。

　リコルたちはもちろん功があったので、皇帝を助けるものとして相そう応おうの地位が約束されようとした。

　だが、召しよう喚かん術じゆつ師しは自分の立場を述のべ、いまはソラステルにもサザンにもつきたくないと説明した。

　そして、自分の母親を探さがす手助けはないかと、ソラステルで新たにできた知ち己きから情じよう報ほうを集めたのだが、役に立つものはなかった。あの亡霊ゴーストについても知りたかったのだが、ブレイゾンはソブリニや〈火か炎えん城じよう塞さい〉でも謎なぞめいた存そん在ざいとして知られており、いまはその所在がどこかわからなかった。

　そうした復ふく位いから一週間が経たち、ジャルダンが帰還した。




「そういうことだったのですか」

　語り終えた将を見つめて、若わか者ものは言った。驚おどろくべきことがいろいろあった。何よりもびっくりしたのは、あのガスパーニュと、自分が母を同じくする兄弟ではないのか、ということだ。会ったときから他人ではないような妙みような気持ちを感じていたが、事実とわかってみれば、それはそれで信じられない。

　また、母親の悲ひ惨さんな境きよう遇ぐうを聞き、ますます心がそちらに傾かたむいた。こんなことなら、ガスパーニュにもっと聞いておきたかった。少なくとも、彼の方が後に生まれているのだから。年ねん齢れいの謎については引ひっ掛かかるところだが、ガスパーニュの方が世せ知ち辛がらい世の中を過すごしてきたからだろうとも思えた。

「ジャルダンさんの調ちよう査さでは、母はどうなったんですか？」

　しばし、将はためらった。言ってもいいかどうか、考えているような感じだ。

「あまり、確かではないが、われの調査では東に向かったと聞いた。おかしいのは、サザンを出たのは確かなのだが、ガスパーニュはウォーレスで育ったと主しゆ張ちようしていることだ。東と西では正反対だな」

「東の方へ行ってから、西に向かったのでしょうか」

「わからない。われもガスパーニュからもっと聞き出したかったのだが、彼はかたくなに言うのを拒こばんだ。もしかしたら、本当に人ちがいだったのかもしれないが、われには何か彼だと告げるものがあるのだよ」

　それはリコルも、感じていたことだ。

「東のどちらですか？」

「ここからだと、砂さ漠ばくを越こえた向こうにある街リュイエンだ。何でも、エレーナはかつて娘むすめ時じ代だいにそこに旅したことがあり、すごく気にいっていたとか。サザンのことをすべて忘わすれたくてそちらへ行くと告げたのを、友達が聞いたと言っていた」

　心が動いた。

「で、どうするのかね」

「やはり、母親を探したいと思っています」

「この国や、ホテプト三世に協力する気はないのかね。君はファルドの息むす子こだ。すばらしい腕うでを持つのに」

　その問いかけには、重いものがあった。ジャルダンも元はといえばサザン出身。そして、サザンを追われた。ある意味で、いまのリコルとかぶるところがある。そして、父への思いも……。

「ジャルダンさんは、ソラステルをどう思っているのですか。ここだけの話」

　かつて〝比ひ類るいなき知ち将しようハメルン〟と呼よばれた男は、しばし考え込んだ。

「難むずかしいところだな。少なくともいま、ホテプト三世の治世の間は、われはソラステルに身を捧ささげる」

「ということは、そうでなくなって、セルジュクみたいな場合は？」

「サザンと似にたり寄よったりだな。その部分では、君に見てこいと言ったジェラコートの意見も正しいだろう」

「だからこそ、ホテプト三世を助けろ、と」

「そうだ、君のサザンに感じたところは、わたしと共通する。そして、いまホテプト三世には有ゆう能のうな味方が必要だ」

　しかし、リコルにはまだわからなかった。サザンがああした街でいるのは、聖せいエルド教のせいだけだろうか。あるいは、このソラステルは、本当にホテプトの考えるようになるのだろうか？

「ぼくにはまだわかりません」

「そうか、時間はまだたっぷりある。考えればいい」

　時間か、本当に充じゆう分ぶんあるのだろうか？




　それからの日々は平へい穏おんに過すぎていった。

　そして、ひと月が経けい過かしたとき、ついにリコルは決心した。

　やはり、東に向かって旅立とうと。

　いまでは、母親がどうなったのかを知ることができる可か能のう性せいは、針はりの穴あなより小さいかもしれない。しかし、ここまで来た以上、どうしても知りたかった。
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　それと、サザンとソラステルを少し距きよ離りを置いて眺ながめたくもあった。

　ファラータとクロックは、もちろん賛さん成せいしてくれた。

　ホテプトやジャルダンは残念がったが、最後には仕方がないと、旅の幸運を祈いのってくれた。




「それにしても、おもしろい街ねえ」

　峠とうげで振ふり返りながら、ファラータが告げる。一行の視し線せんの先には、燃もえるような火か炎えん樹じゆに取り囲まれたソブリニの街が見えていた。

「ホテプト皇こう帝ていの世がいつまでも続いてくれたらいいのに」

　その通りだ、と思いながら、リコルはさまざまな不安が湧わき上がるのを抑おさえた。ソラステルはほんとうに大だい丈じよう夫ぶなのか？

　いや、きっと先には希望が待ってるさ、ぼくと同じく。

　クロックは、それを知ろうかとするように、高く高く空に舞まい上がって行った。







　あとがき







　お久しぶりです。

　六門世界シリーズ第四巻。いろいろお待たせしてしまった方には、〝ようやっと、できました～、楽しんでください〟とお詫わびしておきます。ゆめ、〝ストーリー忘れちまったぜい、ツンどくかな〟なんて言わないように。

　もともと少年リコルが姉替がわりのファラータと旅立つところから始まったこのシリーズ。召しよう喚かん術じゆつ師しの少年は謎の男ベナウスと出会い、深き森の賢者ドルイドと出会って運命を知ります。そして、エルフの街タシエルでの事件の後、彼はより大きな出会いを求めて聖せい都とサザンへ。

　一方の主人公ガスパーニュは、仲間のエンリケとともに西の水すい路ろの街ウォーレスで、ひょんなことから〈封印の壺つぼ〉をかすめとります。そこから現われた古代王国期のお姫様メイファーの願いを果たせば大金が、と思いきや、北の火山が爆発してエラいことに。ホントに姫のお守もり役を仰おおせつかることとなります。

　この二人がまるで引きつけあうように向かったサザンでは、思いもかけない事件が続発。特にリコルは闘技場コロシアムで戦わされたり、その恨みから教きよう皇こう暗殺事件に関わり、あわや処しよ刑けいという事じ態たいに。片や、盗賊ガスパーニュはその腕を見込まれて、こちらはサザンと対立する南の大国ソラステルのスパイもどきの活動に。

　あれやこれやしているうちに、六門世界の風雲は急を告つげ、なんとソラステルがサザンの南の要衝ヒッポスに攻め込みます。全面戦争勃ぼつ発ぱつか？

　──と、ここまでがこれまでのあらすじ。

　思い出した人は、さっそく本編を楽しんでください（本編を先に読んで、ここでまた思い出した人は、なんなら読み返してもらうというのも一つの楽しみ方かも）。

　いずれにしても、前回の『六門世界３』が出てから、２年弱。本当にお待たせしました。

　その間、アニメ『六門天外モンコレナイト』もありましたが、ゲームであるモンコレの方も、どんどん成長してきました。

『黄金樹の守護者』『太陽王の覚醒』『モンコレ２』『放浪王の帰還』……。

　小説を書いている方も（遅れてはならじと）気が気ではなかったのですが、ま、そちらはモンコレノベルの方でなんとかフォローしてくることができました。

　でも、ぼくとしてはモンコレの背景世界は六門世界シリーズでちゃんと書いておかないと、という気持ちはずっとあったので、焦あせっていたのは事実です（遅い筆が恨うらめしい。実は書き出したら早いんですけどね。それまでが……う、う）。

　さいわい、今度のパワーアップセット『灼熱の百年戦争』は、ちょうどソラステルとサザンの対立がテーマとなっています。

　たまたまうまく重なったというべきか、書きたいことがちょうど相そう乗じよう効こう果かとなってくれたというべきか、時間はかかりましたが、思う存分に主人公たちを活躍させることができたかな、とほっとしています。

　さて、一つの冒険の後には、また冒険が。

　本編を読んでもらった人にはおわかりの通り、ここで起こった事件をきっかけに、六門世界では永きにわたる戦争が続くということなのですが、リコルたちの旅はまたそこからも少し離れた方向に向かいそうです。

　そうですね、今度は風吹き荒すさぶ東の方向。ひょっとしたら、イエルでおなじみのタージケントやフューレンに向かえるかも──あるいは、メイファーの行方が気にかかるサザンにガスパーニュともども舞い戻るかもしれません。

　ぼくとしては、風のエレメントのモンスターたちのこともいろいろと書きたいので（特に〝なぜ東風のハーピィがいないのか〟とか）、その辺りについては期待してお待ちください。

　それでは、次巻でお会いできるのを楽しみに。




（今回は、次はいつ、とか、もうすぐ、とかは書きません。ただ、できるだけ早く書き上げるつもりです。その方が意外性があっていいでしょ？）





安田　均
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